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ふたりのいけない香り～開発中の私の体は淫らに疼く～








　プロローグ






　シティホテルの一室で、葵あおい小こ夏なつは悲鳴のような喘ぎ声を上げて声を枯らせていた。

「あっあぁああ！　そこばかりっ！」

「そこ？　そこってここかな」

　ベッドの上で身体を仰け反らせて喜んでいる自分が信じられない。

　だが、身体中を支配するように突き抜けていく快楽と刺激は何度抗っても無駄なのだ。恐怖にも似ているそれは、心地よくてたまらなくなってしまう。

　すでに全裸の小夏は足を開脚させられ組み敷かれるベッドの上で、さらに艶声を響かせた。

「あっああっ！」

　いつもはひとつに結わいている黒髪はほどかれており、ベッドシーツの上にふわふわと広がっている。ぷるんとした口元はいやらしく半開き、二重の目元は次第に淫らな色を帯びていた。

　先ほどから蜜芽を指先で弄り回されて蜜が溢れるたび、足の震えは快楽に止まらなくなっている。

　だが、それでも、与えられる快感のおかわりを訴えるように、やめてと伸ばしたはずの手が彼を求めて縋りついてしまう。

　小夏の痴態に微笑み攻め立てるのは、二十八歳の同い年で同僚の大おお阪さか悠ゆう馬まだった。

　彼はつい最近『彼女にフラれている』。

　ちょっとした恋心を大阪へと抱いていた小夏には、それはビッグチャンスだった。

　飲みの席でお近づきになり、話が弾んだ拍子には彼の傷心にも触れた。

　──しかし、どうしてかその勢いのまま、大阪とのセックスに流れ着いていた。

　とはいえ、セックスはまだいい。いずれ恋人になればそうした関係に自然と進展するはずなのだから。

　ただ誤算なのは、彼とのセックスでもう何度も果てていることだった。

　悲鳴のような嬌声を上げていることだって信じられない。

　そんな強烈な快楽を味わったことは一度もなく、セックスは恐怖の塊で痛いものだと小夏は思い込んでいた。それなのに、どうして──。

「あっふあぁあ！　ゆ、ゆびぃ」

「二本くらい咥え込めるようになってきた。だいぶ慣れてきたから、もう少し増やしたいな」

「だ、だめっ」

　小夏は必死に手で隠したが、にこりと大阪は微笑みその手に口づけてくる。

　そんな些細な行動ひとつ取っても、小夏の心を満足させる。

「じゃ、そのまま掻き混ぜようか」

　そう宣言すると、蜜壺に挿入していた指をめちゃくちゃに動かした。

「んっあぁああ！」

　激しい水音が部屋に響き、頭がくらくらしてくる。

　そうして膣をぐちゃぐちゃに荒らす骨ばった長い指に、小夏は酩酊にも似た強い快楽を味わわされてしまう。それが片思いの大阪によるものだと思うと余計に身体がひくついて反応した。

「だ……め……。それ以上しないで……」

「じゃあ、止めよう」

「え……」

　自分が自分でなくなるからやめてほしかった。

　でも、どこか込み上げてくる寂しさに小夏は大阪を見上げてしまっていた。

　永遠とも思える快楽から解放されたのだ。喜ぶべきかもしれない。しかし、彼の指は自分の身体に触れていない。それだけで、どうしても切なくなってしまう。

　もう彼は触れてくれない──そうして数秒、十数秒と流れる時間に耐え切れなくなって、小夏がぐったりとベッドに身を預けたその時だった。

　小夏のたわわな胸に、大阪の手が覆いかぶさった。

「そんな物欲しげな顔して、どうしたの？」

「……そ、れは」

　ゆっくりとした調子で膨らみを撫でる彼は、口ごもる小夏の耳元に息を吹きかける。

「気づいてほしいなんて、甘えだろう？」

　そして丁寧に揉みしだくと、ぷっくりと充血して固い先端をこりこりと扱きだした。

「あっ！　あっあっ！」

「こっちも弱いんだ。じゃあ、これは？」

　そう言って小夏が再び快楽に喘いでいると、大阪が先端に突然しゃぶりついた。

「んっ、あ……はずかし……。そんなことしないで……っ！」
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「もしかして、はじめて？」

「違う……けど……」

　頬を染めながら、小夏は処女同然だという事実を言い出せそうにない。

　なにより目の前で、ちゅぱっと音を立てて吸いつき、あの大阪が自分の胸を夢中で舐めていることが衝撃で頭が回らなかった。大阪との快楽でもういっぱいで、他に思考を回す余裕がない。いや、違うかもしれない。

（私、すごく興奮してる……。大阪くんだから？　それとも、上手だから？）

　頬を紅潮させながら、小夏は少しだけ冷静になっている自分に気が付いた。

　同時に、大阪のことが愛おしく思えてくる。

（でも、好きになってもダメじゃない。失恋した勢いでこういうことしてるだけなんだし……）

　無駄な期待だと理解しつつも、身体中に快楽を与えて尽くしてくれる大阪の姿を見ていると、彼も自分を好きだからそうしている、と錯覚しそうだった。

　割り切ってセックス出来る、そう思い込んでいたのに、小夏の気持ちは大阪の丁寧な愛撫の前にとろとろに蕩けていた。

「こっちじゃ足りないかな？」

　小夏は首を振った。

「もう、身体が」

「まだまだだ。葵さん、あまり知らないみたいだからね。教えたくなる」

「教える……？」

「冗談だよ。こういう関係はあまりよくないからね。今日で終わり。だから存分に尽くすから」

（尽くす……私のために……）

　その言葉が小夏の頭の中に響いた。

　初めて付き合った彼はこんな風に尽くしてくれていただろうか。大阪は、彼女でもない小夏の身体を想って尽くしてくれている。だから余計な感情がどうしても湧いてしまう。

　もやもやして顔を逸らすと、大阪はおもむろに膝立ちした。そしていつの間にか、手に持ったパッケージを開け、そそり立つ猛りにあてがっている。

　もう逃げられない、けれど大阪となら、と小夏は潤んだ目を向けた。

　足を抱えられて、蜜口にそっとあてがわれると熱がゆっくりと入り込んでくる。

「んんんっ」

「力抜けるかな」

　小夏は首を振った。

　その途端に口を塞がれる。

　頭の中が勝手に蕩け、舌が絡むごとに卑猥な吐息をもらしていた。

　強引にねじ込まれるかと思ったのに、とことん小夏の恐怖心を取り除くような行動に、心はもう完全に大阪で満たされている。

　息をするたびに舌を絡ませ、唾液を互いに混ぜるようなキスを交わす。すると力は勝手に抜けて、熱が入ってきても痛みはない。それどころか、大阪の猛りを受け入れたことが嬉しくて心臓が跳ねていた。

「入った……」

　彼の呟きが漏れる。それを聞きながら、小夏は思わず言葉を紡いでいた。

「大阪くん……すき」

「え？」

「あっ！　ううん。気持ち良すぎて、頭が変になってるのかもしれない」

　笑ってごまかす自分が情けなかった。

　最高の快楽とともに好きな人とひとつになったというのに、これは大阪の失恋を癒すための一時的な行為でしかない。

　きっと──いや、今後、彼は二度とセックスをしようなどと言わないだろう。

「あっあっ……あぁあ！」

　腰を使われて、さらに奥まで突き上げられると、小夏はもう余計なことは考えられなくなっていた。






　第一話






　夜十時半。

　小夏はため息を吐きながらワンルームの部屋に帰宅すると、ベッド兼ソファにへたりこんだ。一日中ホットケーキ専門店のカフェ『アンティ』で立ち仕事をしているので、くたくたなのだ。

　これといった大問題が起こることは少ないが、人気店のために客が途絶えることなく、休憩時間も短い。テキパキ行動しないと行列は増えるばかりだし、とにかく毎日が忙しい。

　着替えも億劫で横たわり続けていると、不意にスマホが振動した。

　誰かと思って見てみれば、母親だ。

　疲れているから休みにかけ直そうかと考えたが、急な用事かもと小夏はすぐに出た。

「もしもし、お母さん。どうかした？」

「もう、何度もかけてるのに」

「仕事忙しいのよ」

「仕事……ね。ねえ、最近あなた、そればかりじゃない？」

「そうだけど、それがどうかした？」

　小夏は身体を起こしてベッドに腰かける。どうも話の要領を得ないので嫌な予感がした。

　愚痴を言うだけならすぐに本題に入るのに、こうして遠回しに話題をふってくる時は大体、何かある。

「ねえ、いつ結婚するの？　近所の人に最近よく訊かれるのよ。『小夏ちゃん元気？』って」

「元気って訊かれるのと、結婚とは関係ないでしょう？」

「元気は社交辞令よ。彼氏はいないの？　って訊けないから、そういう言い方をするわけ。ねえ、どうなの？」

　小夏はむっとした。

　わざわざ遅い帰宅時間を狙ってかけてきた電話の内容がこれだ。

　小夏だって結婚した友人たちくらい把握しているが、近所でも結婚した子はまだ少なかった。すぐに結婚した子もいたが、仕事が楽しいという他の友人も沢山いる。だから小夏も建前では仕事が楽しいから彼氏を作らない、ということにしている。

「お母さん、確か小夏くらいの時に結婚したのよね。妊娠はその翌年。小夏も三十歳前に結婚しないと、身体つらいわよ」

「ご心配なく」

　母親がずけずけ言うので、腹が立ってきた。

　結婚だの妊娠だの、本当にどうでもいいことだ。

　そもそも、妊娠するためにはセックスをしないといけない。そこに苦い経験を持つ小夏にとって、そういったことは急かされて出来るものじゃないのだ。

「ねえ、せめて好きな人くらい──」

「疲れてるから！」

　強引に電話を切ると、小夏は思わずスマホをベッドに向かって投げていた。

　バウンドして跳ねる様子を見ながら、盛大なため息を吐く。

　年齢的なこともあり、母親が妊娠の話題を出し始めたので煩わしさは以前より増していた。

　けれど小夏は、セックスが嫌いだった。

　痛み、恐怖。初めての時の最悪の状況を思い出すと、彼氏を作る勇気も出ないほどだ。

　乱暴に扱われたのか、それともそれが男性の普通なのか分からない。

　ただ、もうあんな酷い行為は嫌だった。

　世間の女性があれを快感だのエクスタシーだのと言っている意味が理解出来ない。

　その点でも、小夏は同年代の女性から一歩出遅れているような気がしている。

（結婚なんて、まだ先でいい）

　苦い過去を思い出しそうで慌てて蓋をすると、小夏はベッドから降り、疲れを癒そうと浴室に湯を張りに行った。

「……」

　奥深くに隠した本音を言えば、彼氏くらいは欲しい。

　でも、彼氏が出来て仲が深まれば、やがてセックスを求められるだろう。そうなった時にアラサーにしてセックスが怖いなんて理由で断れるとも思えない。

　結局、仕事が楽しいという都合のいい言い訳が出来上がる。

　湯を半分くらいまで張り終えると、小夏は寝間着と下着を用意し、風呂の準備をする。丁寧に身体を洗い、湯にゆっくりと浸かれば、とりあえず嫌なことが緩和される気がした。

　小夏はぼんやりと、電話のことを思い返した。

（好きな人みたいな人はいるけど。彼女いるし）

　自虐的な笑みを思わず零して、深いため息を吐く。

　小夏は、同僚の大阪悠馬のことが気になっていた。

　一年前に中途入社した彼は、仲間からも客からも人気の出来る男だ。小夏と同い年で、長身でスレンダーな体型にウェイターの黒いベストと腰に巻くエプロン姿は大層似合っていた。

　黒髪を流して整え、高い鼻梁に理知的に引き締まる口元。笑うと色っぽい目元は魅力的だ。

　もちろん、女性人気は高い。

　彼女がいて当然というわけで、小夏は目の保養程度に大阪のことを見つめて心に留めていた。

（いいなって人は彼女がいて、恋のタイミングまで最悪だよね）

　湯に肩まで沈めてむくれるが、大阪がもしフリーでも、結局答えは同じだっただろう。

　身体が温まって疲れも癒えると、小夏は浴室を出た。

　身体をバスタオルで丁寧に拭いて着替える。鏡に映る自分は、清い身体、とは言えないが、ほぼ清い身体だ。

（このまま三十路を過ぎたら、その時彼氏を真剣に探してみようかな）

　それまでは仕事に夢中、それでいいじゃないかと言い訳をする。

　ただ、大阪みたいな人が現れたらいいなと妄想くらいはするが。

　髪の毛を乾かし、ベッドに寝転がると一気に眠くなってきた。

（あんな電話のせいで、余計なこといっぱい考えちゃった）

　ぼんやりしていると、自然と瞼も落ち、いつの間にか小夏は寝息を立てていた。
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「え、今日飲み会？」

　小夏はロッカールームで着替えながら、同僚の山やま木きに向かって問いかけていた。

　黒瞳の大きな彼女は目をさらに丸め、うんうんと頷く。

「聞いてない？」

「うん。今日忙しくて、余計な会話する暇もなくて」

「昼休みに丁度二にの宮みや社長に呼ばれて、仕事終わったら飲みに行こうかって」

「もう、面倒くさい」

　小夏は呆れた。

　閉店して八時を過ぎているのに、これから居酒屋に行くのだ。

　しかも帰宅はいつになるか分からない。

　二宮社長は酒好きで、突然飲み会をしようと言ってカフェのメンバーを集めて飲む。親睦を深める、労い、そんな意味があるらしいが、気心知れた友人と飲むわけじゃないせいか、面倒くさい気持ちがつい口をついてしまう。

　ただし、強制参加でもないし、タダ酒が飲めて夕飯が浮くなど、一概に悪いことだけじゃなかった。

「大阪くんも来るって」

　山木は嬉しそうに言う。彼女はもう着替えを終えて、ショルダーバッグを肩に下げていた。

「もういいよ。彼女いるんだから。まあ、目の保養にはなるかもだけど」

「それがね、別れたんだって」

「え……」

　うまく言葉にならず、山木を見つめた。

　別にチャンス到来というわけじゃない。大阪くらいのイケメンになれば選び放題だろう。

　むしろ、別れたという情報を得ていかに大阪に近づくかという作戦会議が、あちこちで開かれているかもしれない。フリーになった彼を放っておくような女子はこのカフェにいないのだ。

　小夏のような恋愛に慣れてない女子は戸惑うだけで何も出来ないのだが。

「とりあえず、飲み会参加して。大阪くんの悩み相談でもすれば？」

「あのさ──無理……」

「大阪くん、カッコイイって言ってたじゃん。それに、チャンスは待つんじゃなくて、追うものでしょ。無理かどうかは彼が決めるわけだし、いいじゃん。ね？」

　山木は楽しそうに言う。

　彼女は彼氏と付き合って五年で、今にも結婚しそうなほどラブラブなのは知っている。

　恋においての先輩であり、仕事でも良い相談相手。二十八歳と同い年で、仕事上ではなんでも話せる仲だが、プライベートのことまでつまびらかに話したことはない。

　だから、小夏のセックスが苦手なために、男性との付き合いに至らないという理由を彼女は知らない。

「とりあえず、今日のチャンスを逃すと後がないと思わないと」

「後がない」

　復唱する小夏に、山木は大仰に頷く。

「大阪くん、彼女にフラれてかなりショックらしいよ。今こそ女の優しさを見せる時でしょ？　いつもの飲み会だったら、仕事の話しかしないじゃない」

「ま、まあ。そうだけど」

　山木の話に説得力があって、小夏はいつの間にか真剣に聞いていた。

　いつもの飲み会は、仕事の予定や、愚痴、新しいメニューについてなどで、真面目な討論が多い。そのため、プライベートな話をする場合は個々に別の飲み会を開いていた。小夏は大阪を誘えたことはなく、だからこそ、今回の飲み会を急接近するチャンスにしなよ、と山木は言うのだ。

　でも、同じことを考えている女子社員やバイトの女子もいるだろうし、小夏だけ抜きん出てアピール出来る自信もない。

　考えれば考えるほどに丸まる背を、元気づけるように山木が叩いた。

「大丈夫。私がふたりきりにしてあげるから」

「山木さんが!?」

「そういうの得意だから」

「得意、なの？」

　目をぱちくりさせながら、小夏は真剣な眼差しで見つめた。

　ここまで来ると、もう後には引けない。それに、大阪との急接近のチャンスを作ってくれるのだ。奥手の小夏でも前向きに考えてしまう。

　山木の顔を覗き込むように見つめると、ふふんと彼女は得意げに笑った。

「お酒の席って、お互いに隙が出来やすいの。だからね、最初は私が大阪の隣を陣取ってるから、酔ってきていい具合いになったら合図する。他の女子も、私が彼氏いるの知ってるから、警戒しないだろうし。ただ失恋の話聞いてるだけだと思われるはずだから、ひがまれないでしょ」

「でも、上手く出来るかな」

「酔ってるんだから、大丈夫。大阪くんも失恋のショックで沢山飲む可能性高いし」

「じゃあ、頑張ってみる」

　ぎこちなく笑ってＯＫすると、山木はにこりと笑みを返してくれた。

　とはいえ、上手く出来る自信はない。

　ロッカールームを出ると、カフェの同僚がすでに着替えて店の外に出ようとしていた。もちろん、その中には大阪の姿もある。

　裏口から抜け出ると、先頭を歩いていた二宮社長がくるりと振り向いた。

「じゃ、飲みにいきますか！」

　楽しそうな二宮社長を見つめ、小夏は相変わらず酒豪だと呆れたように苦笑う。

　長身で胸板が厚く、いつもシャツの第一ボタンを開けてスーツを着ている。ふわりと髪の毛を整えていて、一見するとイケメンなのだが、もう四十を過ぎていて、妻子持ちだ。

　その見た目のギャップには最初、よく驚かされたものだ。

　家庭持ちなのに、ほんの二週間前にも飲み会を開いて、終電ぎりぎりまで飲んでいた。翌日休みの男子は奢り酒ということもあって、夜通し飲んだみたいだった。

　嫌いじゃないが、好きでもない。小夏にとって、社長の存在はギラギラした感じだからだ。

　給料を上げて欲しいかとか、制服はこのままでいいかとか、メニューはどうしようかとか、積極的に仕事の話を振っては、内容がよければそのたびに即反映される。そのため、飲み会はアピールできるチャンスの場でもあり、野心ある仲間が集まる。

　そして都合よく、カフェの三軒隣には安い居酒屋があるわけで。

　ぞろぞろと歩いて暖簾をくぐると、居酒屋の店長が満面の笑みで出迎えてくれた。

「いらっしゃいませ！　二宮社長！　今日もみんなで飲み？　座敷席確保してあるから、好きに座って」

「いつも助かる、ありがとう」

　二宮社長はすたすたと慣れたように店の奥の座敷席に向かうと、小夏はちらりと大阪を見た。

　すでに何人か女子が周りにいて、様子を窺っている。

（山木さん、どうするんだろ）

　座敷に入ると、小夏は自然と隅の方に座った。大阪が真ん中の席に座ると、取り囲むように女子が周りに集まり、包囲網を敷く。

　そんな小さな戦場をちらりと視界に収めつつ、小夏はさっさと諦めてメニューを開いた。

「──ねえ、大阪くん」

　すぐに山木の声がして反射的に顔を上げると、彼女はするんと身体を滑らせて女子たちに割り込み、大阪の隣に座りこんだ。

（わ……ご、強引）

　思わず目で追うと、山木がすぐに「失恋したんだって？」と切り出したので、同僚の女子は逃げるように離れていく。自分たちの下心を覗かれたようで嫌だったのかもしれない。その点、山木は彼氏がいるから、堂々と質問しても違和感がない。

「ああ、そう。噂広まってるんだ」

「噂はいいとして。とりあえず、飲もう？　何飲む？　ビール？　サワー？」

「ああ、梅酒お湯割り」

「はいはい。私も同じの頼もうかな。一緒に乾杯しよ」

　にこやかに話が進み、どこか羨ましい状況でもあるからか、自然と視線はそちらに向く。けれど、小夏には到底出来そうもない滑らかな会話は、聞くほどに次の自分の番が不安で仕方なくなる。とりあえず、小夏もアルコールをとカシスオレンジを頼むことにした。

　ちらりともう一度見てみれば、大阪はいつもよりしょぼんとしていて、肩を落として山木と会話をしている。失恋が相当痛手だったことが窺える。

　このまま山木と話していた方がいいのではと思うが、今回は小夏のために一役買ってくれているのだ。

　カシスオレンジを一杯飲み終える頃には、二宮社長の周りには仕事熱心なメンバーが集まっていて、行列の解消法について真剣に話していた。いつもならそこに大阪も加わるが、今回は山木が離さない。

「ねえ、小夏も呼んで話していい？」

「え、葵さん？　いいけど」

　急に名前を呼ばれて顔を上げると、山木から手招きされた。

　胸を高鳴らせながら立ち上がり、山木の隣に座ろうとすると、強引に大阪の隣に座らされる。

　お互いに半袖を着ているせいで肌があたり、いやでも温もりを感じて胸が飛び跳ねた。

「ご、ごめんね。急に」

　小夏が大阪を見上げると、彼は目がとろんとして頬を染めていた。

（酔ってる……？）

「大丈夫？　大阪くん」

「ああ、ごめん。何も食べないでガンガン飲んでたから」

　小夏は山木を一瞥した。傷心だと知っていたから、酒を思い切り勧めて酔わせたのだろう。

　山木はちゃっかりつまみを食べながら、顔色ひとつ変えずににこりと笑うだけだ。

「あ、大阪くん。小夏が色々話聞いてくれるって。私二宮社長に言いたいことあるから」

　そう言って立ち上がると、山木はさっさと社長のところに行ってしまった。

　取り残されて小夏が慌てていると、大阪が残っていた酒をぐいっと飲んだ。

「聞いてくれる？」

　いつもと違う大阪の甘えた声が耳元で囁かれ、胸が高鳴った。思わず姿勢を正してしまう。

「は、はいっ」

「俺、彼女にフラれたんだけど、そもそも何も悪いことしてないんだ」

「そうなの……。気まぐれ、とか……？」

　小夏が恐る恐る言うと、大阪が真剣な眼差しで見つめてきて、がしっと肩を掴んで揺さぶってくる。

「そう。気まぐれ。まさにその通り。そのくせ悔しくて、気持ち引きずって。あ、葵さんって彼氏いる？」

「ううん」

　勇気を振り絞って答えるが、きちんと耳に届いているのか分からないくらい、大阪は酔っていた。

　フラれた直後なのか、傷が癒えていないせいなのか、いつもの冷静で真面目な彼はここにはいないようだ。

　テーブルに置かれているビール瓶を適当に取ってグラスに注ぐと、大阪は一気飲みした。

「大丈夫？　そんなに飲んで」

「平気。これでもまだそんなに酔ってない。葵さんと話したことあんまりないから、失恋の話していいのか悩んでるところ」

「あ、うん。聞くよ、愚痴でもなんでも」

「ありがとう。葵さん、優しいね」

　にこりと微笑まれると、小夏の心臓は嫌でも強く鳴りはじめてしまう。

　それでなくてもいつもよりずっと近い距離で話しているのだ。お互いの息がかかりそうな距離で、肌を密接にくっつけている状況は身が持たないかもしれない。

　しかし、周りは仕事の話に夢中で、妨害に来るような女子はいないし、大阪の失恋を忘れているようにも見えた。

　ただ、ここまで山木のお膳立てで、たしかにふたりきりになれたが、しかし話が続かない。

　黙り込んでいると、赤らんだ頬で大阪がこちらを微かに微笑んだ。

「葵さんって、なんで彼氏作らないの？」

「作らないわけじゃないんだけど」

「聞いたよ、仕事が生き甲斐なんだって？」

「あ、うん。まあここの仕事楽しいから」

「そうなんだ。可愛いし、守りたいって雰囲気あるのに、もったいない」

　急にそんなことを言われ、小夏は硬直した。

　大阪の口から可愛いと言われるとは思わず、気が動転している。

　なんとか平静を装おうと笑みを見せると、大阪はさらに続けた。

「キスしてみたい雰囲気あるよね」

「あっ……あの……酔ってるでしょ？」

「うーん」

　誤魔化すための言葉を探しつつ、小夏は咄嗟に一拳分、距離を取った。

　このまま口説かれてしまったらどうしようとぐちゃぐちゃになる頭を整理したい。同時に、大阪が突然口説いてきたよくわからない意味を探りたい。

　力の抜けた笑みを向ける大阪の表情に、小夏は周囲を見渡した。

「お水、頼もう？」

「ふたりで飲む？」

「ふたつ、頼むから」

　大阪はこんなキャラじゃない。そう自分に言い聞かせて小夏は立ち上がるが、心臓が口から出そうなほど、緊張が身体を支配している。とりあえず、小夏は見つけた店員に水を頼んだ。

　しかし、そうしたところですっかり酔いも覚めた小夏は、大阪の言葉に戸惑っている。

　水をもらうと、すぐに大阪に手渡した。

「ありがと。酔ってるつもりないんだけど」

「ちょっと酔ってると思う」

　にこやかに笑みを見せつつ、内心はかき乱される想いで満たされていて、逃げたいような気分すらある。男性から甘い言葉をかけられることもなく、恋と言えば、一方的に小夏が尽くすことしか思い浮かばない。

　そのせいか逆に優しくされると動揺してしまう。

「葵さん、彼氏いないんでしょ？」

「うん……」

　頬を染めながら、二度目の同じ質問の意味を探ろうとした。

　そして小夏は大阪が少なからず自分に興味を持ち始めているような気がして、舞い上がりそうになる。

「もったいないな。小柄で可愛いし、服のセンスもいいし。仕事も出来るし」

「ほめ過ぎ」

「俺とフロアで一緒に仕事した時、二宮社長褒めてたの知ってる？」

「ううん」

「すごいテキパキ動くから、行列が出来ても短くて済んでるって言われたことがある。また一緒に仕事したい。最近、葵さんって山木さんとふたりで組むこと多いだろ？」

「うん、私が女性同士の方が仕事しやすいってお願いしてるから」

　思わず言ってしまうと、大阪は顔を近づけてきた。

「なんで女性同士？　彼氏作らないのと関係あったりして」

「な、ないっ。ただ、その……ご、ごめん。恥ずかしくて言えない」

　頬を真っ赤に染めて俯くと、大阪が耳元で囁いた。

「男性が苦手、とか？」

　滑らかな低音が耳朶に響いてきて、小夏は思わず身体を竦ませる。今まで聞いたことのない甘い声に、自分が特別扱いされている気がしそうだ。

「うん。そ、そうなの。恥ずかしいでしょ」

「なんでそうなったか、知りたいな。俺も失恋の話、もっとしたいから」

　小夏はどぎまぎしつつ、大阪から遠回しにふたりきりになりたいと誘われていることに気が付いた。

　そう思った途端に、山木の顔が蘇り、『がんばれ！』と後押しされているような気にさせられる。彼女がセッティングしてくれたお陰で、こんな風に話せるようになった。

　ただ、問題は大阪がかなり酔っていて小夏は大阪の傷心につけ込むようなことをしているという点だ。いざ冷静になったら、小夏のことなんてどうでもいい、そんな風に扱われそうな気がする。

　それでも。

「大阪くんさえよければ、ふたりで話す？」

　このチャンスを無駄にしたくないと決意した小夏は、思いきってそう口にした。

「俺はいいよ。でも、葵さんはいいの？　浮ついたこと好きじゃないでしょ」

「それは、その……」

「嫌なら無理しなくていいよ。でも俺は話してみたいな。これまであんまり話せてなかったから。色々知りたい」

　甘い囁きは、小夏のガードを緩めるばかりだ。

　小夏はそっと大阪に言った。

「私、先に出てます」

「じゃあ、俺も後から行く」

（私から誘っちゃった）

　すっと立ち上がり、二宮社長に挨拶してスタスタと部屋を出るとさっさと店を出た。

　出口付近で待っていると、大阪が出てくる。

　まだほろ酔いで、頬が染まっていた。

「あの、どこに行く？」

「ふたりきりで話せるところかな」

　その言葉に思わず小夏の脳裏に『ホテル』の三文字が浮かんだ。

　何を考えていると思いつつ、この勢いならそれだってと思う。ただ、問題は小夏がそういうことに慣れていないということだ。

「開いてるお店探そうか」

　無難なことを言って済まそうと小夏が笑うと、大阪がするりと手を絡ませてくる。

　突然のことに考えが及ばず、歩けなくなりそうだ。大阪はすぐに歩き出して駅の方に向かう。駅の方には居酒屋もあるが、裏道にはホテルがある。

　どちらに行くのかは、小夏にはわからなかった。それに、大阪がそんな軽率に誘うのかと思うと、それも意外だった。

（失恋がよっぽどショックだったのね）

　小夏は大阪を見つめながら、散々言われた甘い言葉はどれも上辺ばかりなのだろうという考えが頭をよぎる。

　普段の大阪は、酔った勢いでふたりきりで話したいなどと言ったりしない、真面目な人だった。仕事のミスもなく、真剣に向き合う姿に憧れる女子が多い。

　自暴自棄なのかと思いつつ、大阪を癒してあげたいと思うと嫌がることは出来なかった。

「大阪くん、どこに行くの？」

「ホテルって言ったら嫌われる？」

「ううん」

「男性苦手じゃないの？」

「得意じゃないけど。でも、大阪くんのためなら」

「俺のため？　まさか、俺のこと、好きとか？」

「うん……、今日は山木さんが色々してくれて。話すチャンス作ってくれたの」

「……ああ、そうなんだ。その気持ち利用するとか。俺、最低だな」

「私は、大阪くんが元気になってくれるなら、嬉しいから」

　小夏が微笑むと、大阪は呆れるように肩を落とした。

　失恋のことを引きずっているようだし、そのことで小夏を利用するようになっていることも罪悪感があるみたいだ。でも、小夏だって後には引けない。

　このチャンスをなんとか掴みたいと、もう開き直っていた。

「俺さ、元カノと付き合ってる時、葵さんみたいな子だったらいいなって思う時もあったんだよ。仕事に一途で男子と距離置くようなところ。そういうところいいなって思ってた。彼女がいたから、まあ、仲間としていいなってだけだけど」

「うん。今も同じ気持ちでしょ？」

　大阪はその問いには答えなかった。

　そのせいで、小夏は期待させられる。

　歩いているうちに路地裏に入っていき、いつの間にかホテル街にいた。

　心臓が激しく鳴りだして、辺りをきょろきょろするのも恥ずかしくなってきて俯いて歩く。

　大阪がぎゅっと手を握るので、思わず握り返すとまるで恋人同士だと錯覚しそうになる。

　足が止まるので顔を上げると、派手なネオンに一瞬くらりとした。

「ここでいい？」

　こくんと頷くと、すぐに入ってチェックイン作業をする。

　ボタンを押して好きな部屋を選ぶ中、大阪は一番高い部屋を選んでくれた。

　エレベーターに乗り込むと、小夏の心臓はばくばくと鳴りだす。

　二階で止まり、そのまま廊下を歩いて真ん中あたりの部屋にカードキーを使って入る。

　部屋はそう広くなく、アジアンテイストの落ち着いた雰囲気が漂っていた。

　照明は薄暗く、籐のソファやローテーブル、そしてベッドも茶色でまとめられている。

　大型テレビには怪しいＣＭが流れていて、ベッドサイドにパッケージが置いてあるのを見てしまうと、小夏は息が詰まりそうになる。

「綺麗で良かった」

「大阪くん、慣れてるね」

「ごめん、本当はちゃんとしたところが良かったんだけど。今からじゃどこも予約取れないだろうから」

「ここで充分だから」

　とりあえず気持ちを落ち着けようと籐の二人掛けのソファに腰掛けると、すぐに大阪も隣に座ってきた。

　居酒屋と違って密着してはいないが、ふたりきりで部屋にいるせいか、さっきより意識して身体中が火照っている。頬を染めて俯いていると、大阪が呟いた。

「男性嫌いみたいだけど、平気？」

「あの、私、大阪くんのこと好きだから」

「それでいいの？　俺、正直、失恋したばかりでその答えは言えないけど」

「うん。いい。大阪くんのためなら」

　小夏がおずおずと顔をあげると、すっと顎を掬われて唇が塞がれる。

　久しぶりの、というより、初めてのキスに近い甘い蕩けるキスに思わず吐息が漏れて、自分でも驚いた。

「んんっ……ふぁ……」

　舌を絡められて、何も考えられずに受け入れていると丁寧に口内を舐られる。

　歯列をなぞられたり、口の中をべとべとになるまで舐められたり、それは思っていたキスよりずっと性的な興奮を煽る行為だった。

「だ……め……」

「どうして？」

「こんな……ことされた……ら。ふぁ……あぁ……」

「キス嫌いだった？」

　首を振って否定した。

　嫌いどころか、気持ちよくてどうにかなりそうで、その場で脱力してしまいそうだ。

　小夏の知っているキスとまるで違うし、口内を乱される度に蜜がじゅわじゅわと溢れだす。それだって知らないことだった。

（キスって、歯が当たって……終わりだったのに）

　朦朧としながら過去の苦い体験を思い出す。

　お互いに慣れないキスで強引に口づけたために、歯が当たっただけで、色気もなく、どちらかというと痛みに近いものがあった。

　甘酸っぱい経験なんだと自分の気持ちをごまかし、初体験を迎える。

　もちろん、キスもままならない相手が、セックスを知っているわけもなく、彼の部屋で強引に洋服を脱がされて、適当に愛撫をされて、挿入。避妊もままならないようなセックスだったのだ。そしてその時の痛みは鮮烈に記憶している。

　避妊もしなかったせいで恐怖までしばらく続き、男性への不信感と恐怖心が植えつけられた。

　けれど、このキスはかつてのそれとは真逆だ。

（なに……これ……変になる……キスしてるだけなのに）

　口内を舐るようなキスはそれだけで水音がして、思わず固く目を瞑った。

「緊張しないでほしいな」

「ご、ごめんなさい」

「これでも、丁寧にしてるつもりだから。もっとしないとほぐれないかな」

「も、もう大丈夫」

　身体を押し返そうとすると、逆にぎゅっと抱き寄せられてさらに密着して大阪の心臓の音が聞こえてきそうだった。彼の体温が熱くてたまらず、逃げ出したくなる。

「だめだよ」

　ソファに横たえられると、スカートが捲れてしまい下着が露わになる。

　その瞬間、過去の苦い記憶がフラッシュバックして慌ててスカートを整えた。

　すると大阪が心配そうな顔をした。

「本当、初体験がまだみたいだけど」

「あの……余裕がなくて」

「怖い？」

　訊かれて、思わずうなずきそうになる。初体験の彼とは全然違うことはわかったが、下着を脱がされ、触れられることには慣れていない。結局、一度セックスして以来、その彼とは別れたのだ。

　ほぼ処女な小夏にとって、大阪を受け入れるには勇気がいる。

　するっと手が伸びてきて、スカートに手がかかった。そのまま捲られると下着が露わになって、小夏は心臓が止まりそうになる。強引に脱がされないかとおろおろしていると、その指先は下着越しに丁寧に秘丘を往復し始めた。

「あっあっ！」

「凄い濡れてる。キスで？」

「しらな……や、やめっ」

「こんなにしてる。やめたらダメだよ」

　首を振って否定しても、身体が従順に応えて蜜を溢れさせていく。身体の反応だって小夏には信じられないものだった。

　以前はまともな愛撫を受けなかったせいで、快感を知らないまま強引に繋がって終わった。その時の痛みは強烈だったが、今は頭の中が快感で満たされてたまらない。

　下着がぐっしょりしてくると、布越しに蜜芽を摘ままれる。

「ふあっああっ」

　はしたない声をあげても抑制が出来ずに腰をくねらせて逃げる。

「ここ、自分で弄ったことない？　それとも、やっぱり男が弄ると違うとか」

「弄るなんて」

　潤んだ瞳で否定の意味を込めて見つめた。

「じゃあ、たっぷり教えるよ。下着、脱がせてもいいかな」

「あ……」

「だめ？」

　小夏は逡巡した。この焦れた感覚と腹の奥が疼く感覚に苛まれたまま、ずっと弄ぶようにいじられるのは辛かった。

　それに、大阪はそれで満足なのかという疑問も湧いてしまう。

　上目で見つめて、そっと訊いた。

「大阪くんは、続きしたいでしょ？」

「まあ、そうしたいけど。まだその気になれないなら、その気になるまで続けるだけだから」

　続けると言われて、小夏の胸が静かに鳴り始めた。一番いけない方向に気持ちが傾いていることに気が付いてはいるが、もう遅いみたいだ。

「自分で脱ぐから」

　そう言って、そろそろと下着を脱ぎ、スカートを脱ごうとした時に、手を握られた。

「一緒に脱がしていい？」

「だ、だめ」

「でも、ひとりで脱がせるの嫌だからさ」

　鼓動が耳朶まで響いて止まらない。早く脱いでしまおうとジッパーに手を掛けると、その上から手で覆われて、そのまま誘導されるようにジッパーをおろす。

　スカートがするんとおち、下半身が露わになり恥ずかしくてもじもじした。

　その間に着ていた半袖のブラウスも彼が丁寧に脱がしてくれた。

　すっかり先に裸にされると、恥ずかしくて身体を覆うようにして隠す。

「ベッド行こうか」

　ふわっと抱きかかえられて降ろされると、大阪もＴシャツを脱いで上半身裸になる。

　鍛えられたその体を間近にすると、彼が本能をむき出しにしているようで緊張してしまう。

　そのまま覆いかぶさると、膨らみを丁寧に舐めてくる。

「んっああっ！」

「葵さんって、思ったより胸大きくて形もいいし、男が好きそうな身体してるっていうか。彼氏いないの信じられないな」

「信じられないなら、それでもっ……あっあっ！」

　小夏は抗えないほどの快感に身体が勝手に揺らめいて止まらず、逃げるようにシーツを引くしか出来なかった。身体が覆いかぶさっているせいで蹂躙されているような気分だが、恐怖はない。その代わりに、頭の先からつま先まで快楽で満たされている。

　足先をツンと伸ばして必死に抵抗してみるものの、いつの間にか足の内側を擦られて、弱い部分を見つけられていた。

「んんっ」

「足りない？」

　小夏は首を振って否定した。

　足りないどころか満ち足りてどうにかなりそうだ。

　先端を指先で扱きあげられて、いつの間にか甲高い嬌声をあげていた。

「あっあぁああ！」

「気持ちいいみたいだね」

「大阪くぅん」

　犬が甘えるような声で啼いてしまい、恥ずかしくなるが止められない。

　身体の奥から指先、内またから口内まで大阪に快感を刺激されているのだ。

　それまで恐怖としか思っていなかったことが、すっかり快感という言葉に上書き保存されてしまった気がした。

　とろんとした目で大阪を見つめると優しく微笑まれる。

「もっと欲しい？」

「ちが……」

「指で慣らそうか」

「な、なにをっ？」

　驚いて身体を竦ませて、逃げるように身体を捻ると大阪はくすくすと笑う。

「ほんと、そういう反応新鮮でいい」

「……処女じゃないけど」

「でも、気持ち良くなったことない、とか？」

　否定はしなかった。でも、すべてを言う勇気はない。

　ぼんやりしていると、足がわずかに広げられて、人差し指がすっと蜜壺に入り込んできた。

「んあっ！」

「狭いね。でも、気持ちいい」

「や、やっ……いじらないでっ」

「ここ？」

「だ、だめっ……っ！　あっん……ああぁ！」

　自分の体内の弱いところなんて知らず、指先が内壁を擦りだした途端に身体が別物みたいになってひくつき始めたのに驚いた。

　肉壁を擦られる度に何も考えられないほどの刺激が頭に走る。

　襞も丁寧に撫でられ、休む間もなく快楽を与えられて、次第に声が枯れてきていた。

「あっあ……あぁあ……！」

「声が枯れてきてる」

　くすりと笑われて、そのままキスを落とされる。

　そして唾液を交換するようなねっとりとしたキスをされると、もはや意識を保つのも難しくなる。

「ふあぁ……あ……」

　唇を重ね続けるうちに小夏は息すら出来なくなっていく。

　そんな状態のまま、蜜壺をめちゃくちゃに掻き混ぜられた。

「んんんんっ！」

（変になりそ……これがセックス？）

　朦朧としているとそのまま小夏は思い切り果てた。

　身体中を蹂躙されている、自由を奪われるようなセックスなのだが、快楽を植え付けられる行為に身悶えて蕩けてたまらない。

「イケたね。指を増やしていいかな。それとも、本番がいいかな」

「本番って……？」

「分かってるだろう？」

　それはそうだが、小夏は大阪とひとつになることが信じられなかった。

　山木のふざけたような提案から、こんなことになるなんて予想もしていなかったし、自分でもかなり頑張っていると思う。

　でも、大阪が求めてくれるなら。

「その先をして？」

　求めると、大阪は履いていたジーンズを脱いで下着を降ろした。

　すると男根が思い切り立ち上がり、天井を向いている。

　人生で二度目の男根に緊張しつつ、大阪なら大丈夫だと言い聞かせてベッドに身を預けた。

　大阪がパッケージを装着しているのを、小夏は確認する。

　足を思い切り広げられて抱えられると、蜜口に猛りがそっとあてがわれてゆっくりと貫かれた。

「あっああっ」

「ゆっくりなら奥まで届きそうだ」

「だ、だめ」

「抵抗してもダメだよ。葵さんがグズグズなのお見通しなんだから」

　熱が体内に侵入してきて、ひとつになるのを実感する。

　それだけでも喜びがあるのだが、もう一つ感動もあった。

（全然痛くない！）

　それどころか、大阪が丁寧に身体をほぐしてくれたおかげで、熱を感じる度に身体が震えて快感に変わっていく。

　相手が違うとこんなにも違うのかと、小夏は喜びが止まらなかった。

　奥まで到達すると、もはや小夏は達成感すら感じていた。

「敏感だね、葵さん」

「こんなにされたことないから」

「少し動くよ。もっとよくなるから」

　そう言われて腰を使われると、小夏の身体の中で大阪の熱が蠢く。

「あっふぁ……あっあっ！」

「そんな顔して蕩けて」

「だって……」

（お腹の奥で大阪くんが動いてるって思っちゃう）

　小夏は自分の考えは口にせず黙り、ただ喘いだ。

　これまでずっと隠されていた快楽への扉が、大阪の手によってこじ開けられた。

　なんども熱が往復する度に小夏の身体はふわりと浮いて、胸がゆれる。

　すかさず、大阪の手が胸を揉みしだき休ませないとばかりに先端を扱いた。

「ああっ！」

「急に締まった」

　こりこりと先端を刺激され続け、奥をずんずんと突かれまくり、さすがに小夏には刺激が強くなってきた。

　息が絶え絶えになり、膣壁が思い切り熱を締め上げていく。

　小夏は息を荒くしながら、頂きへと上り詰めると、そのまま思い切り果てた。

「あっあぁああ！」

　瞬間、大阪の熱も思い切り放出されたようだった。

　がっくりと倒れ込んできて、小夏のことを思い切り抱きしめてくれる。

「もう少し、する？」

「大阪く……。でも」

「風呂、入ろうか」

　身体が熱を帯びているなか、息が整わないうちに、小夏はひょいと抱えられて浴室に連れて行かれる。

　浴槽に湯を入れ始めると、すぐに大阪は向き直り小夏の身体をスポンジで洗いだした。

「ま、まって！」

「だめだよ。汗かいてるだろ？」

（大阪くん。こんなことされたら、私好かれてるって錯覚しそう）

　丁寧に身体を洗うものだから、たわわな胸を弄られ、秘丘にまで触れられた。そのうちに小夏はもじもじし始めてしまう。

　さっきひとつに繋がったせいもあるが、大阪が小夏の喜びそうなことを分かってやってきているせいもあるだろう。

「お風呂半分くらい入ったし、浸かろうか」

「うん……」

　まだ腹の奥をじんじんさせながら、すでに蜜を溢れさせ、小夏は大阪に後ろから抱きしめられるように湯に浸かった。

　もちろん、それだけで終わることはなく、浴室でも愛撫される。ベッドに戻ればまた思いきりセックスをして、小夏はすっかり大阪の虜になった。





　◇◇◇






「ごめん！　ごめんなさい！」

　起きて早々、小夏を待っていたのは大阪の土下座だった。

　昨日散々身体を重ねて、心までひとつになるほど蕩けていたのに、やはり現実はその逆で、大阪にその気は全くなかったようだ。

「いいの。そういうつもりだって言ったでしょ」

「そう言われて笑って済ませないだろ。俺、昨日の夜のことが、曖昧なんだ。凄い酔ってたんだろうし、酷いことした。葵さんのことは大切な仲間だと思ってるし、こんなことするつもりで酒を飲んだわけじゃなくて、その……ごめん」

「もういいの。別れた彼女のこと、忘れたかったんでしょ？」

　自分で言っておいて、小夏の胸はずきんと痛んだ。

　昨夜は微塵も面影を見せることのなかった大阪の元カノ。ただ、今は彼の土下座で嫌というほど実感する。今でも元カノを想うから、罪悪感に苛まれているんだろうし、適当に小夏に乗り換えようなんて思いもないようだ。

　責任を取るから付き合うなんてことを言わないのも、大阪らしい。

　彼は本当に傷心の身であり、一日二日で回復するわけじゃないみたいだ。ましてや、会社の仲間とセックスしてサッパリ忘れるなんて論外。本来の大阪の姿だ。

「もう二度としない。都合がいいのは分かるけど、身体の関係なんて望んでないから」

　そんなのは、分かってる。

「……大阪くんって、そういうことする人じゃないでしょ」

「うん……まあ、でも、学生の時、身体だけでも良いって言われたことあるから、一応そういうこと出来ないってことだけは伝えておきたくて」

　でも、そう言われた途端に、喪失感が襲ってきた。

　昨夜、寝ないで抱き合って身体を貪られたせいだろう。心まで持っていかれるように抱きしめられた小夏の身体は、セフレでもいいと言い出した女子の言い分もよく分かってしまっているようだった。

　けれど、大阪にその気が全くない。

「どうしたら許してもらえるだろう。俺を殴るとか」

「え、殴る？」

「そう。それじゃあ、済まないことも分かってるけど──」

　言われて、小夏は噴き出した。

「あのね、覚えてないみたいだけど、強引にホテルに連れ込まれたわけじゃなくて、私は一緒に来たくてここに来たの。一晩の関係でもいいからって」

「ああ、そう……なんだ。お互いに酔ってたってことか……」

　大阪がため息を吐きながら、思い出そうと必死に天井を仰いでいる。

　その姿を見るたびに胸が痛む。彼にとって昨夜の行為は、起きれば忘れてしまうような一瞬の過ちだったのだ。あれだけ散々尽くしてくれたのに──。

「そうかもね。酔ってたんだと思うよ」

（私は覚めてたけどね）

　徐々に冷めていく気持ちとは裏腹に、大阪への気持ちが膨らんでいく。

　昨夜、求められていた時の熱がまだ腹の奥で疼く。紛れもない現実で、散々尽くされた夜は、忘れたくても出来そうもない。

　思い出しきれずに肩を落とすと、大阪は小夏へと視線を戻した。

「とにかく、ごめん。どうしたらいい」

「なんとも思ってないから。大阪くんの気持ちが晴れたらそれでいいかな」

「そんなわけいかないだろ。とりあえず、今日の昼飯くらいは奢らせてくれないか。そこでまたちゃんと話し合って──」

　小夏は首を横に振った。

「それは、遠慮する。一緒にいたら、勘ぐられるし、噂がたったら面倒だよ？」

　そう言って、小夏は逃げるように脱ぎ捨てられた服を拾い、着替え始める。

　この調子じゃ、何を言っても大阪自身が自分を許せないだろう。

　いっそ軽く平手打ちでもと思うが、そんなこと出来るわけもない。小夏の脳裏にはすっかり昨夜のことが焼きついていて、気持ちが浮ついているし、身体はまだあの快楽を覚えている。

　こんな状態で平手打ちなんてしても、大した意味はないだろう。

　着替えを済ますと、小夏はにこりと微笑んだ。

「じゃ、先に行くね」

「ま、待って。あのさ」

「何もなかったように振る舞えばいいと思うよ」

　そう言って、小夏はさっさと部屋を後にした。

　あれ以上弁解を聞いているのも辛いし、大阪との関係が深くなることがないことも分かっている。長居するのは惨めでしかないし、セフレすら嫌がるほどの彼の傷心を、今の自分に癒せるとは到底思えなかった。

　余程彼女に入れ込んでいたのだろう。

　ホテル街を抜けて『アンティ』に向かって歩くと、昨日と同じ服ではっとした。

　すぐに制服に着替えてごまかそうと思い、カフェに駆け込むように出社する。

　運よく誰もおらず、ロッカールームでせかせかと着替えていると、山木が来た。

「おはよう！　あっ、昨日はあれきりふたりで出ていったけど、どうだった？」

「うん。彼女のこと忘れられないって」

　ホテルで一泊したことは伏せ、小夏は制服の白いシャツのボタンを留めた。

　残念そうに、山木は肩を竦める。

「ふたりで出てったから、もしかしたらと思ったんだけど」

「ちょっと別のところで飲んだだけ。告白しようと思っても、彼女のことが好きみたいで言えなかった」

「そっか。思ったよりも失恋の傷が深かったか」

　うまく誤魔化せたと思うが、鋭い山木なので、まだ油断はできない。

　案の定、ロッカーを閉める間際、山木がぼそっと言った。

「大阪くんって、キスが上手いらしいよ」

　その言葉に思わず唇を意識してしまう。昨夜はそのキスからすべてが始まったのだから。

「……あ、あのさ。それは噂でしょっ？」

「ううん。酔ってじゃんけん大会した時、負けた方がキスするって決めたんだって、大阪くんが入社したての頃。彼も新人扱いだったから、強引に仕向けたみたいなの。そうしたら、大阪くんのキスで蕩けちゃったって話。そんなキスされてみたいよねえ？」

　窺うように言われ、慌てて顔を逸らす。

「そうだね。でも今、大阪くんは傷心中だから」

　またしても逃げるように、小夏はロッカールームから出た。

　ふと無意識に触れた唇から、昨日のキスを嫌でも思い出してしまう。

　その蕩けるキスに翻弄されて、今まで恐怖の塊だったセックスを乗り越えることが出来たのだ。それどころか、大阪との関係に溺れてしまいたいとすら思ってしまった。

　肝心の大阪には、その気がないようだけれども。

（誠実ってことなんだろうけど。俺を殴れなんて言ってたし、土下座されたし）

　ホールに向かって歩きながら考えるものの、彼を振り向かせる策など簡単に思いつきそうにない。昨夜の飲み会を見る限り、お酒を飲ませると大阪も羽目を外してしまうらしいし、その点ではまだチャンスがありそうだ。けれど、しらふになった時との差に打ちのめされるのは目に見えている。

「あ」

　呆けたような声に顔を上げると、目の前には大阪がいた。出勤してきた彼は、昨日と同じジーンズとＴシャツだった。

「おはよう。大阪くん」

「あ、ああ。おはよう」

　挨拶を交わすと、彼は逃げるようにして、男子ロッカールームへと消えていく。

（やっぱり……そうなっちゃうよね）

　避けられた事実は理解できても、胸は痛む。それまで接点が少なく挨拶をするのが精々だったのだ。昨夜の進展は、それこそ、そんなささいな喜びすら奪い去ろうとしている。

　あんなことをしなければと思う反面、もう一度ふたりきりになれないかと考えてしまう。

　ホールに入って小さくため息を吐くと、山木が遅れてきた。その後ろからは大坂だ。

　思わず顔を逸らす小夏に、にこりと山木が意味ありげに笑った。

「何かあった、と思ったんだけど？」

「何もない……から」

　彼女は鋭すぎる。逃げるようにしてフロア掃除を始めると、同じように掃除をしていた大阪と手が触れた。

　一瞬だが、すれ違った瞬間に温もりを感じたのだ。

　わからないように距離を取って避けるが、心臓はばくばくと鳴っている。意識し過ぎだが、昨晩のことを思い出すと到底平常心ではいられなかった。

　ましてや思い出すように身体が火照りだして、頬が染まってしまう。

　顔を見られないようにと背を向けて掃除をしていると、件の大阪が声を掛けてきた。

「それが終わったら、洗浄機の前に洗いっぱなしにしてある食器とか拭いて、グラスの用意してもらっていいかな」

「うん。分かった。全部綺麗にしとくね」

「ありがと」

「ううん」

　些細な会話だと言い聞かせても、心臓が鳴り止まない。

　頬を染めながら厨房に向かうと一番奥にある洗浄機の前には洗いあがった皿やグラス、フォークやナイフがどっかりと置かれていた。

　昨夜の客が使った分の皿などは翌朝に改めて綺麗に拭き上げることになっている。

　グラスの入ったばんじゅうを手に持ちながら、適当にテーブルの上に置いてクロスで拭いていく。拭き終わったものはトレイに綺麗に並べて、トレイごと上に積み上げて揃えていく。

　お皿やフォークも大きな専用トレイを用意して、クロスで拭いていった。

　ピカピカになった食器類を整えて棚に置くと、朝の用意がひと段落したという感じだ。

　大阪と山木もオープン前のお金を用意したり、テーブルセッティングしたり、厨房のドリンクを補充したりと、忙しくしている。

　昨夜のことは何もなかった、と忘れようと思っても、彼が視界に入るたびにどくんと胸が鳴ってしまう。

　なかったことにしてくれと言われているのに、完全に恋に落ちてしまったみたいだ。

「じゃあ、店開けるよ」

　大阪の掛け声と共に、扉が開いた。午前十一時の開店を前に、すでに待っていた客が入ってくる。

　昨夜あまり眠れていないので、ミスしないようにしなければと小夏は背を正す。

　迎えた客を席に案内していく中、途中で大阪と肩がぶつかった。

「ごめんっ」

「こっちこそごめん」

　お互いに謝ると、思わず見つめ合ってしまう。

　はっとして顔を逸らす小夏は接客に意識を戻し、正気になれと言い聞かせる。

（ただぶつかっただけ。ぶつかっただけ）

　おまじないのように言い聞かせてみても、頭の中では大阪が自分に気があるのかもと勘違いしそうで仕方なくなっている。それでなくても、昨夜のことがまだ記憶に鮮明だ。

　大阪にその気が本当にないのか、どうしても信じられない。

（確かめてみたい）

　そう思って、小夏は大阪が入り口付近にいることを確認すると、足を向けていた。

　もうフラれているのに、止められない。

「──あ、ちょうどよかった。葵さん、お客様案内して」

「は、はいっ」

　大阪に笑顔で言われ、小夏は作り笑顔で引き受けると客をテーブルまで案内した。

　とてもじゃないが仕事中に大阪の気持ちを確かめるのは不可能だ。

　昨夜の快感をもう一度知りたい。

　あの時の大阪は自分を愛してくれていたんじゃないかと、確認したい。

　好きじゃなかったら、あんなに散々尽くしてくれるわけがない。

　少なくとも、普通の男性は女性に対してセックスで優しいわけがないのだから。

（私だけが皆より少しだけ特別だって思ったらダメかな）

　静かに胸をときめかせながら、小夏は大阪を見つめていた。





　◇◇◇






「開店前の忙しい時にごめん。今日から二人一組で仕事をしてほしい」

　二宮社長の声が静かなフロアに響いた。早朝から店にいるので何かと思ったら、そんなことを言うために来たのかと、小夏は驚いた。

　仕事一筋で、背中から炎が出ていそうなくらいの熱血な二宮社長。普段は朝が弱いから来ないが、ちょっとした変更や連絡事項があれば、すっ飛んでくる。

「突然そうするにはわけがあって、ホール係とキャッシャー係をきちんとわけたいと思ってる。先に言ったように、固定の二人でコンビを組むことでホールはさらに効率的な行動を取ることが出来るはずだし、キャッシャーはその分、レジと案内に専念できるようになる。どうだ？」

　小夏たちは頷いた。

　二宮社長の言うことは理にかなっているし、そういう店は他にも沢山ある。少しでも効率化をと思うなら、色々なことを試すべきだ。それでなくても、行列があることは嬉しい反面、客を待たせているということで、小夏たちにとってはプレッシャーになっている。

　二宮社長は満面の笑みを浮かべて、小夏たちを見た。

「じゃあ、ちょっと試しに俺の方で相性の良さそうな二人組作ったから、今日からそれで働いてみてくれ」

　そう言われて紙を渡されると、小夏と一緒に組むのは大阪になっていた。キャッシャーは山木だ。いつもこの三人で組むように指示されていた。思わず顔をあげて見つめると、大阪も驚くように見ていた。

　すぐに逸らすと、頬が緩んでしまう。とはいえ、仕事中にふたりの仲が発展することはなかったし、これからもないだろうとは思うが。

「じゃあ、今日は早速大阪と葵が朝からよろしく」

　そう言って、二宮社長は去っていく。小夏は大阪に向かって会釈した。

「よろしくね」

「あ、ああ。こちらこそ」

　ぎこちなく微笑まれて胸が痛むが、あの晩のせいだろう。

　仕事をしながら、また距離を縮めるしかない。

「じゃあ、もう準備は出来てるし、私お店の看板出してくる」

「頼む。もう店開けようか」

「そうだね」

　思わず微笑んでしまうと、大阪も笑みを向けてくれた。

　幸せいっぱいで仕事を始めることが出来ると、客にも自然と笑顔を見せられる。

　すぐに満席になって、ふたりでオーダーを取ったりホットケーキを運んだりしていると、あっという間に昼になっていた。

「ねえ、あの人カッコイイよね」

　その言葉にピンときて思わず客を見れば、女性が大阪を見てスマホで写真を撮っている。

　店内撮影禁止というわけではないので、小夏はただただ見ているだけだった。

　額に汗を滲ませつつ、真剣な眼差しで皿を運ぶ大阪の姿は、確かに色気を漂わせていて、カッコイイ。丁寧な言葉遣いの応対も好印象だ。

「お待たせしました。ハワイアンホットケーキです。こちら、本日のコーヒーとのセットですね？」

　甘い低音ボイスは店内がざわついていても、小夏の耳に届く。いや、聞き逃すわけがない。

　あの日、その声は小夏を散々惑わせたのだから。

　ぼんやりしていると客に呼ばれ、小夏は慌てて注文を取りにいく。

　すると、すっと大阪が出てきて小夏を見つめた。

「混んできたから役割分担しよう。俺は注文を取るから、葵さんはどんどん皿を下げていってくれるかな」

「うん、わかった」

　すぐにホールを見回して食べ終わった皿を見つけると、小夏は声をかけて下げていく。

　大阪の指示は的確で、とても動きやすかった。それに、必死になって働いていると余計なことも考えなくて済む。

　ただ、大阪がテキパキと動くと余計にホール内では目立っているようで、小夏がひと休みしようと立ち尽くした時、またもや女性の熱っぽい視線を発見して、むっとしてしまった。

　ただの客だと分かっていてもあまりの人気ぶりに改めて驚かされるし、指示を出す姿が合わされば、余計に出来る男に見えてしまう。

「大丈夫？　葵さん、疲れた？」

　突然傍で大阪の声が聞こえて、小夏は慌てた。さっきまで入り口付近にいたと思ったら隣で顔を覗き込んでくるのだから。

「平気。大阪くんの指示があると、すごく働きやすい」

「俺はこういう時、なんとかしようって燃えるタイプなんだ。葵さんのことこき使うみたいで悪いけど」

「ううん。いつもめちゃくちゃ混んでる時、各自行動してるから大変だけど、今日は分担してるせいか動きやすい。二宮社長も色々考えてるんだね」

　小夏は努めて仕事の話をした。大阪は今、あの晩のことを忘れて仕事に夢中だ。気がそぞろになって、彼の邪魔をするのもよくない。

「じゃあ、よろしく。疲れたら言って」

「大丈夫。これくらいでへばったりしないから」

　そう言って小夏は笑みを見せた。

　大阪が微笑み返してくれるので、小夏は勘違いしそうになる。

　それでなくても、大阪のことを気にかけてしまって、想いが止まらない状況なのだ。

　慌てて顔を逸らして仕事に戻るが、気持ちは落ち着かなかった。

　それに、ホールにはたっぷりと大阪狙いの女子がいる。その一人ひとりに嫉妬したり、対抗心を燃やしたりしていたせいか、疲れがいつもの倍は溜まってきているような気がした。

「葵さん、休憩行っていいよ。遅番の人が来たっていうから」

　しばらくして客入りが落ち着くと、大阪から声がかかった。

「わかった。大阪くんは？」

「後でいく」

「ありがと」

　先に休憩を回してくれたことにまた胸をときめかせつつ、厨房に入ろうとした時だ。水色のハンカチが落ちていて、小夏は思わず手にしていた。

　男性物の、ハイブランドのロゴが入った水色のハンカチ。

「大阪くん、ハンカチ落とした？」

「あ、それ俺の」

「私、洗っとくね。じゃあ、先に休憩いただきます」

　小夏は笑みを見せて引っ込むと、手にしたハンカチをそっと胸に抱きしめた。

（綺麗なハンカチ使ってる。大阪くんってセンスもいいな）

　思わずため息を吐いてしまう。

　すぐに休憩室に向かってバッグに仕舞うと、小夏は笑みを零してしまう。

（少しは近づくチャンスになるかな）

　うきうきしながらロッカールームを出ると、小夏はすぐに近くのコンビニに向かった。

　そしてサンドウィッチとコーヒーを買い、休憩室に戻ると昼食にする。

　その時、ハンカチをただ渡すだけでいいのかとふと頭によぎった。

　何かプレゼント出来るものはないかと考えるが、いいものがすぐに思い浮かばない。

　サンドウィッチを食べる手を止め、スマホを操作して情報を集める。ふと、その中で『ルームフレグランス』に目が留まった。

（気楽に手渡せる、か）

　そういえば、と小夏は自室のフレグランスがお気に入りだったことを思い出す。

（同じもの、買おうかな。ちょっと甘い香りだけど）

　考えると思わず微笑んでしまい、仕事が終わったらすぐに買おうとデパートに行くことに決めた。

　すぐに食べ終えると、身なりを整え直し、大阪に休憩を回すためにホールに向かった。

　ホールは落ち着いていて、大阪は手際よく接客をしている。

「大阪くん。休憩どうぞ」

「ああ、ありがとう。すぐに戻るよ」

「ゆっくりどうぞ」

　大阪はいつも気を遣って休まないので、小夏は気を利かせたつもりだ。

「だめだよ。また行列もできてるんだから。じゃあ、よろしく」

　そう言って、すっといなくなるように大阪は消えたが、三十分くらいすると、休憩から上がってホールで働いていた。

　そんな姿を見ると、また勝手にときめいてしまう。

　大阪を見るだけで、小夏は以前よりも恋心が大きくなって止まらなくなっていた。





　◇◇◇






「はい、これどうぞ」

「なに？」

　ロッカールームを出てすぐのところで大阪を呼び止めると、彼は驚いた顔を見せた。昨日のことを忘れているのだろうと、小夏は綺麗に包装したハンカチとリボン付きのバッグを持たせた。

「昨日落としたハンカチ。忘れた？　洗っておくっていったでしょ？」

「あ、ああ……」

　大阪の顔が一瞬引き攣ったような気がした。でも、すぐに笑顔になると小夏が用意したプレゼントを目に留めて、「これは？」と訊いてくる。

「お気に入りのルームフレグランスなの。せっかくだから、どうぞ」

「あ……ああ……うん」

「ちょっと甘い匂いだけど、寝室にはぴったりなの」

「そうなんだ」

　小夏は思わず色々喋ってしまってから、はっとして口を閉じた。

　フレグランスが寝室に置いてあることを言う必要はなかったし、一緒に寝室に置いてほしいみたいで恥ずかしくなる。

「じゃあ、あの、今日もよろしくね」

「……よろしく」

　心なしか大阪の声が小さいような気がした。

　けれど気にせず、小夏は満面の笑みを見せる。今日も大阪の指示のもと思い切り仕事が出来ると思うと嬉しくてたまらない。

　それだけじゃない。

　今日から、大阪とお揃いのフレグランスを飾るかもしれないのだ。

　頬が緩んでしまうと、ホールに出ても笑みがこぼれてしまう。

「あのさ、これ、だけど」

「なに？　あ、襟がおかしいよ？」

「え？」

　ふふっと微笑んで小夏は大阪の襟が少し裏返っているのを直してあげた。

　ついでに黒いネクタイもぎゅっと締め直してあげる。

「大阪くん、制服似合うし、ちゃんとしてるとカッコイイから」

「あ……ああ。今日さ、俺キャッシャーやってもいいかな」

「え？」

「キャッシャー山木さんだし、いいよね」

「うん」

　小夏はきょとんとしながら大阪を見つめた。なにかいけなかったかと思いつつ、レジに引っ込む大阪を愛おしく見つめてしまう。

　すると、いつもキャッシャーを勤めている山木が首を傾げながら小夏のところにきた。

「大阪くんから、ホールと変わってって言われたんだけど、どうかした？」

「さあ？」

「私、ホール苦手なんだよねえ。大阪くんの方が得意なのに」

「がんばろっ」

「なんで張り切ってるの？」

「良いことだらけだから」

　小夏はふふんと笑った。

　大阪は長身だから、キャッシャーだって様になる。お札を捌く姿やお客に声をかける姿など、見ているだけでも心が豊かになりそうだ。

「小夏。もしかして、今アピール中？」

「そういうつもりはないけど」

「ほどほどにね。大阪くん、傷心中なんだから」

「分かってる」

　そう言いつつ、大阪を見つめる眼差しは以前より熱いものになっていた。

　仕事が始まると、山木とふたりで必死に仕事をこなす中、レジから大阪が出てくることはなかった。二宮社長の提言通りに、彼は従っている。それが寂しくもあるが、距離が離れていると、また焦れた想いが増幅し、早く話したい思いが膨らんでいく。

　仕事が終わると、小夏は大阪が着替え終わるのを待った。

　彼が裏口から出てくると、待ってましたとばかりに小夏は飛びついた。

「お疲れ様、大阪くん」

「お疲れ様」

「あの、大阪くんってお菓子好き？」

「え？　まあ」

「そっか。明日持ってくるから、皆で食べよう」

「あ、ああ」

「あっ！　そういえば、独り暮らしなんだよね。買い出ししようか？」

　小夏が言うと、大阪はひくんと顔を引き攣らせた。

「いや、そこまでしてもらう必要ないから。今日もお疲れ」

　ぐいと身体を押し返されて、小夏ははじめて身を乗り出してすり寄っていたことに気がついた。慌てて離れると、小夏はまた寂しい思いになる。

　大阪はすたすたと帰っていくので小夏は追いかけるのも悪いと思い、その背をじっと見つめて、「好きです」と告げた。

（元カノのこと忘れるまで、待ってる）

　小夏は密かな思いを抱きながら静かに決意を固めた。

　翌日になって、コンビニで大阪の好きそうなお菓子を買ってから出勤すると、入り口で彼と鉢合わせた。大阪は驚いた顔をして、小夏の持っている大きなビニール袋を見つける。

「おはよう、それ、もしかして昨日の？」

「そう。好きそうなお菓子買ってきたよ」

「ありがと。嬉しいんだけどさ、はっきり言っておきたいことがある」

「なに？」

　小夏は首を傾げた。

　大阪は辺りを見て人けがないことを確認すると、物陰に隠れるように小夏の手を引いた。そんな強引な行為に驚き、小夏は胸を高鳴らせ、目も輝かせてしまう。

　大阪はもう一度辺りをきょろきょろすると、小夏をじっと見つめた。

「あのさ。気にかけてくれるのは嬉しいし、仕事する上で大切だと思うよ」

「いつも大阪くんには助けてもらってるから、これくらいして当然よ」

「でも、そういうことして俺が君のことを好きになるとか、彼氏になるとか思わないでほしいんだ。まだ失恋して日が浅いし、あの日のことは本当に悪いと思ってる。こんなことされても俺、正直どうしたらいいのか」

　大阪は頭をかきむしる。悩んでいるようにも見えるが、小夏はにこりと微笑んだ。

「好きでやってるんだし、大阪くんは今までどおりでいいんだから」

「いや、そこじゃなくて。お節介焼かれて、周りがどんな目で見るかって意味だよ」

「そういう意味？　でも、友達なんだからこのくらいはいいでしょ？」

「う～ん」

　大阪は唸って悩みだした。

　抱きしめてほしいとか、キスをしてくれとか、付き合いたいとか、そういうお願いはひとつもしていない。ただ少し、身の回りの世話をしているだけだ。

　もちろん、そういうことは大阪を狙う他の女子も目ざとくやることだろう。ただ、仕事中にやると目立つから皆避けている。

　小夏は少しでも大阪に見てほしくて、他の女子の視線などどうでもいいと思うようになっていた。あの晩以来、小夏は恋愛に対して臆病ではいられなくなっている。

　大阪へ想いをぶつけ続け、なんとしても振り向いてもらわないといけない。

　その点では少し度が過ぎたかもしれない。それを嫌がっているのだろうか。

　にこりと微笑み、大阪を見つめた。

「迷惑？」

「迷惑……じゃないよ」

「そうだよね！」

「ただ、恋愛なんて考えてないし。俺に構うより仕事に集中した方がいいだろ」

「私仕事でミスした？」

　小夏は首を傾げて不思議そうに見つめる。大阪は呆れたように頭を抱えた。

　その悩む姿を見て、小夏は嫌な予感がした。

　お前は嫌われている、と頭の隅で悪魔が囁いたような気がした。

　ぞくりとして小夏は何も考えないようにする。

「してないけど。そうじゃなくてはっきり言うけど、あの晩は葵さんを好きで抱きしめたんじゃないんだ。寂しくて仕方なくて、誰でもよかった。それだけなんだ」

「そう言ってた。それでも良いって私は言ったの」

「好きになることもない。だから、余計なことしないでほしい」

「余計な、こと……」

　瞬間、目の前が真っ暗になった。

　ただ、大阪のことを想ってやったことであって、嫌われるとは少しも考えていなかった。

　少なくとも嫌がられることをしたとは思えない。

　呆然と立ち尽くす小夏を置き去りに、大阪はさっさと帰っていく。

　小夏はただその背を見つめることしか出来なかった。






　第二話






　あれから何日経っただろうと、グラスを拭きながら考えていた。

　朝買ったお菓子は適当に休憩室に置いておき、一日もするとなくなっていた。

　大阪とはペアを組んでいるので仕事上話すことはあるが、それだけで必要以上に話すことはなく、気遣いも減った。

　グラスを磨いているのだって、大阪が目配せしてやってくれと言うのでやっている。

　本当なら言葉でお願いするのに、そういうことをすると小夏が勘違いすると思い込んでいるようで、会話も減っていた。

（寂しい）

　ぎゅっぎゅっと拭きながら、手早く終わらせようと思っても無理だった。

　大阪は相変わらず女性客に人気で、昨日も写真を撮られていた。昨日は後輩と飲みに行ったみたいだが、小夏は遠慮して帰ったのだ。

　近寄ると余計なことをしそうだし、大阪のプライベートをめちゃくちゃにしそうで怖かった。迷惑だと言われて以来、小夏もどうしたらいいのか分からなくなっている。

　グラスを磨き終えると、トレイに綺麗に並べてホールに持っていった。

　すると、大阪と目が合って慌てて逸らす。

　そしてすぐ近くのテーブルに目をやって、空いた皿を下げる。

　あれ以来、大阪のことを嫌いになれたらと思うのだが、想いは膨らむ一方だ。

　冷たくされても、怪訝な顔を見せられても、気持ちに蓋をすることは不可能だった。

　一緒に働いているから余計だろう。

　大阪はあの後も、小夏に冷たい態度を取ることなく、仕事のフォローをしてくれている。

「葵さん」

　呼ばれて顔を上げると、大阪がすぐ横にいた。

　困って慌てると、大阪が言う。

「俺も皿下げるから、奥からやろうか」

「うん……」

「俺は入り口からやる」

　小夏は頷いてすぐにフロアの奥に向かった。笑みを見せる余裕はなく、さっさと仕事を済ませようと足を動かす。奥のテーブルからどんどん空いた皿を下げていく。そうすると客もそろそろ帰ろうかと言い出すので回転率が上がり、行列も解消するというわけだ。

　ホールの真ん中あたりで大阪と身体がぶつかると、慌てて謝った。

「ごめんなさい」

「こっちこそ。じゃあ、席も空いたし、待ってる人案内するから、メニューと水よろしく」

「うん。わかった」

　何気ない言葉だと言い聞かせて、ホールの真ん中にあるカウンターで水を用意し、メニューを抱えた。

　そして案内された客にすぐに水とメニューを持っていく。

　大阪の的確な判断のおかげで、文句を言うお客に会ったことがない。ふと顔を上げて大阪を見れば、にこやかに微笑んで応対している。

　その眼差しがもう自分に向くことはないと思うとずきんと胸が痛んだ。

　大阪を好きだからやったことが裏目に出て、今では嫌われているような気がする。

　仕事だから話してくれているような気がするし、これ以上どうやって距離を縮めていいのかわからない。でも、小夏は大阪に使い捨てのように扱われても良いから、もう一度身体を重ねたいと思っていた。

　大阪にはその気が全くないことはもちろんわかっている。

　少しでも近づきたいとアピールすれば、嫌な顔をされるのだ。

　でも、彼だって欲求不満になるのではないだろうか。少なくとも、男性なら女性より明確に自覚するはずだ。だから、その処理をする係だっていい。

　でも、問題はそんなことを大阪が許すのか、という点だった。

　ほおっとため息を吐いてしまうと、客に呼ばれ、小夏は慌てて頭を切り替えた。

　ふとすると大阪のことを考えてしまって、仕事がおざなりになりそうだ。

　それに、ほったらかしにされるほど、あの晩の刺激が欲しいと思ってしまう自分がいる。いけないと思っても、忘れられない大阪との逢瀬は、日に日に小夏の中で肥大化していた。

　受けた客の注文を、厨房に通す。

　そこには大阪も偶然いて隣に立つ形になった。久しぶりに感じる温もりに、小夏は自分の欲望を抑えきれなくなりそうだ。

「大阪くん」

「どうかした？」

「帰り、ちょっといい？」

「え……ああ、うん」

「すぐだから」

　懇願するように言うと、厨房のコックがざわついた。

　それを見て、小夏はすぐに離れてホールに戻る。ふたりで抜け出した飲み会は、ほんの少し噂になっていた。

　大阪と小夏が付き合っている、という噂だ。

　でも、それは大阪本人によって否定され、小夏も否定した。

　そうしなければ大阪が苦しい思いをすると思ったから、一緒に飲んだけどすぐに帰ったと言い切った。山木についた嘘と同じことを言うしかなかった。

　ホールに戻ると、惨めな恋をしていると思い胸が痛んだ。

　フロアには沢山の女性客が溢れていて、ホットケーキをつついている。

　彼女たちは幸せそうだ。

　それに比べて小夏は大阪が目の前にいるのに、幸せな気持ちになれていない。

　──これで、本当にいいのだろうか。

　すぐにまた忙しくなると、小夏は大阪とともに夕方まで仕事に没頭した。

　へとへとになって仕事を切り上げると、ロッカールームで制服から薄ピンク色のシャツワンピースに着替え、すぐに従業員出口に向かう。

　大阪が覚えててくれていれば、入り口辺りで待っていてくれているはずだ。

　外に出てすぐ、蒸し暑さに小夏は思わず額を拭った。

「あ、葵さん。話ってなに？」

　大阪の声がして、小夏は慌てて声の方を見た。

　少し前から待ってくれていたのか、出口脇の日陰でじっとりと汗を滲ませる大阪の姿があった。とたんに申し訳なくなり、頭を下げる。

「ごめんなさい、急に」

「あの、前にも言ったけど、俺はまだ失恋から立ち直ったわけじゃないから」

「その……ここじゃ話しにくいから、隣のカフェに行かない？」

　小夏は勇気を振り絞って言う。

　カフェや居酒屋、雑貨店などが連なる道に構える店だから、立ち話するよりどこかでお茶でもしながらのんびりしっかり話した方がいいと思ったのだ。

「うん。わかった」

　大阪が気乗りしない声を出しつつも、嫌がらなかったのでほっとした。

　小夏はすぐ隣のコーヒーショップにしようと提案して、すぐに裏道から表通りに出た。

　入店すると、ふわりとコーヒーの香りに包まれた。

　対面で置かれた一人掛けのソファと、茶色の四角いローテーブルの席へと案内される。大阪が向かいに座ると落ち着かないが、小夏はぎこちなくも笑みを向けて口火を切った。

「あのね」

　どこから話すべきか悩む。

　正直なところ、今から話すことすべてが大阪の好む話題じゃないことは分かっている。

　だからこそ、何もかも正直に言わなければならない。

　嫌われてもいいからと覚悟を決め、ごくりと生唾を飲むと、じっと大阪を見据える。

「大阪くん、男子でしょ？　だから、その、定期的にエッチする相手は必要だと思うの」

「いきなり何言ってんの？」

　呆れた声だった。

　けれどここで引くわけにはいかないと、小夏はぎゅっと拳を握る。

　クーラーは利いているのに、背中には汗が伝い落ちた。

「私も、定期的にエッチしたい時があるの」

　小夏は自分でもおかしなことを言っていると思った。あまりに素直に暴露していると思いつつも、打ち明けたくてたまらず、そのまま続ける。

「その、定期的にエッチしたい理由があるの。私の場合はだれでもいいわけじゃなくて、大阪くんじゃないと多分ダメだと思う」

「だからセフレにってこと？　俺はそういうの無理だよ」

　一度言ったよね、と訝しむような顔で大阪はため息を吐いた。

「というか、なんで俺？」

　自分でも、大胆なことを言ったと思うが嘘じゃない。大阪がセフレを嫌がるように、小夏だって不特定多数の男性と関係を持ちたいわけじゃない。

　大阪じゃないと嫌なのだ。

　もしかしたら、大阪以外を受け付けない身体になったのかもしれない。

「私、あの晩以来、ずっと大阪くんのこと考えてる。それはあの日の刺激がすごく強かったから。でも、その前のエッチはすごく最低で、二度と男性とエッチなんてしない、できないと思ってた」

　一気に言うと、彼は目を丸くした。

　自分の身体を開発しまくったのは、大阪だ。彼が無意識に性的に身体を開発してくれたせいで、最近の小夏は自慰行為すら空しくてたまらなくなってしまった。

　つまり、たっぷりと大阪とセックスしないと、身体が満足しなくなったのだ。

　今までそれが言えずに遠回りなことをしたけれど、はっきりと全部言うしかない。

　小夏はもっと吐き出してしまおうと息を吸った。

「私、あの晩まで、処女同然だったの。彼氏が一度いたけれど、その彼とのエッチが最悪だった。一度しただけだけど、痛くて仕方ない思い出しかなくて。だから、男の人が苦手になってたの。でも、私があの晩、あんな風になったのは、大阪くんのせいで……ううん、大阪くん、だからなんだと思うの」

　陽が落ちかけてきた時間とはいえ、カフェの一席で話す内容ではないと自覚しながら、小夏は熱の上がる顔をもたげ、大阪に懇願した。

「だからね、こんな私をどうにかしてほしくて」

　頬を赤らめながらそうお願いすると、大阪は口をぱくぱくさせて顔を真っ赤にした。

　性欲処理をしてほしいとお願いしているのは、彼ではなく小夏の方だ。

　大阪じゃないと身体が満足しないから、お願いしている。これなら大阪だって少しは責任を感じてくれるだろう。

　上目で見つめると、大阪は頭を抱えていた。

「そりゃ、確かにあの時、葵さんは初めてみたいなものだって言ったけど。そのあとのことまで考えてなかったし。俺じゃないとダメって……。なんで？」

「基本的に男の人が苦手なのと、大阪くんに身体を開発してほしいから」

「ま、まてよ。そういうこと、女子が言うか？　そういうの、男子が言うもんだろ？」

「言ったらだめ？」

　潤んだ瞳で訴えた。大阪がこんな身体にしたのだ。小夏は身も心も困っている。

　うっかり適当な男性とセックスでもしたら、また自信喪失して恋もままならない状況に逆戻りするだろう。けれど、大阪となら心も身体も満たされる確信がある。

　たとえ、大阪にその気はなくとも。

「あの、言いにくいけど、俺以外の人とか、ひとりで、とか。色々あるだろ」

「どっちもだめ。他の人は自分勝手なんだろうし、私、初対面の人とエッチする勇気ないもの。それに、大阪くんみたいなエッチがいいの。それにひとりでエッチなんて──」

「それ以上言わないでいい」

　大阪が真っ赤になって言葉を遮った。

　小夏はすべて打ち明けてすっきりしたくてたまらず、歯止めが利かなくなっていった。

　それに、大阪を前にすると一度身体を重ねたせいかスラスラと言いたいことを言えるようになってしまっている。チームを組むようになって普段から仕事を一緒にしているせいもある。

　まだまだ言い足りないと、小夏は身を乗り出して訴えた。

「大阪くんにとってあの日は一回で終わる、ありふれた夜だったかもしれないけど、私にとっては、人生が変わるくらい刺激的な日だったの。男性があんなに尽くしてくれるなんて知らなかった。それまではエッチが怖くて、付き合うのも避けてた。今でも、大阪くん以外の人はまだ苦手だよ？　だからお願い。私と身体の関係を続けて」

　大阪が顔を真っ赤にしたまま、頭をかきむしる。

　分かっている。彼にとって、これは嬉しいことでもなんでもない。

　それどころか厄介ごとを背負い込んだ気分だろう。

　でも、あの日以来、大阪との距離感がおかしくなってしまったし、思い出して自慰行為をしても、大した快感を得られなくなってしまった。

　大阪の言うとおり、他の男性が満たしてくれるかもと思ったが、出会い系アプリをインストールする勇気すらなかった。

　つまり、大阪が直接満たしてくれない限り、小夏はずっと付きまとってしまうことになるのだ。

　これは大阪にとっても悪い条件じゃない。

　傷心中は別の女性とセックスすれば、その傷も癒えていくとネットかなにかに書いてあった。大阪の性格がそれを許さないことだけが問題で、他はすでに条件を満たしている。

　後は踏ん切りをつけてもらうだけだが、大阪はそれでも苦笑を浮かべるだけだった。

「あのさ、確かに俺は手近なところで済ませてしまったし、よりによって仕事仲間なんて最低なことをしたと後から気が付いたよ。でも、葵さんのことを好きになってくれる人だっているわけでさ。俺、そういう軽いこと出来ないし、するつもりもない」

「私は、大阪くんのこと軽いなんて思わないから」

「いや、だから」

　大阪が困ったように頭を抱える。以前にも見た光景だ。

　でも、小夏だってどうにかしてほしいのだ。大阪以外が受け入れられない状況を。

　他の男性から今告白されても、絶対に受け入れられないだろう。

　小夏の頭の中は大阪悠馬ただひとりで満たされている。

「お願いします」

　小夏は頭を下げた。

「やめろよ。あの日、俺は葵さんに酷いことをしたんだ」

　ぐいっと肩を起こされると、小夏は泣きたくなった。

　ここまで拒絶されると、もはや自分に魅力がないとか、元カノのことが好き過ぎるとか、悲しい結論ばかりが思考を埋め尽くす。

　肩を落とし、項垂れる小夏を前に、ため息を吐き、しばし沈黙すると大阪は言った。

「……俺、ここまで何でも言ってくれる子初めてだ」

「ごめんなさい、少しはオブラートに包むべきなのに」

　自分でも男性相手に、同性にも、同僚の山木にすら言えないようなことを言ったものだと驚いている。

　小夏が恥ずかしくて顔を逸らすと、大阪は頬をかいた。

「まあ、本当ならその方がいいんだろうけど。ただ、ちょっと頼られて嬉しい気はしているよ」

「え……」

　小夏の目が点になった。

　散々嫌われていると思っていただけに、嬉しいなんて言葉を聞けるとは思っていなかった。

　なぜという言葉が頭に浮かぶ中、大阪が言う。

「正直なところ、気乗りしてるわけじゃない。ただ、あの日したことの償いなら、俺はちゃんとしないといけないから。あと、葵さんが理由も教えてくれたのに、ほったらかしも出来ないし」

「じゃあ、いいの？」

「付き合うわけじゃないけど、いいの？」

　質問で返されて、小夏は何度も頷いた。

　付き合ってほしいと思ったが、それが叶わないのは痛感している。

　今は、あの晩してくれたことをもう一度してほしい、それだけだ。

　そのあとに小夏が大阪を意識してしまうのが問題だが、そこまで深く考える余裕もなかった。

　急くように小夏は尋ねる。

「今晩でも？」

「好きな時に呼んでくれていい」

　ふわりとした心地が小夏を包み、そして思わずにっこりとしてしまう。

「ほんとに？」

「嘘なんてつかないよ。ただ俺も男だから、そういう時は仕事とは態度違うのは理解してほしい」

「うんっ」

（ふたりきりの秘密っ）

　嬉しくて飛び上がるような思いだが、目の前で大阪は困った顔をして頭をまだかきむしっている。相当動揺しているらしく、あの日はかなり酔っていたのだということが窺えた。

「お酒、飲む？」

「え？」

「大阪くん、少し飲んだら罪悪感もなくなるかも」

「そうかもしれないけど」

　小夏はメニューを広げてアルコールはないかと見つめた。

　カフェにもお酒があるだろうとくまなく探すと、ワインと簡単なカクテルがあった。

「ワイン飲む？」

　大阪が困った顔を見せつつ、こくりと頷いた。

　店員を呼び、グラスワインをふたつ頼むと小夏はにこりと微笑んだ。ようやく願いが叶いそうで、適当に食べ物も頼むと大阪が盛大にため息を吐く。

「葵さんって、思ってたのと全然違う」

「私、最初に付き合った人での失敗以来、今まで恋愛したことなかったから。仕事では年相応に頑張ろうと決めてたけど、恋愛の経験値は高校生くらいだし、そのせいで別人に見えるのかも」

「仕事の出来る、おとなしい人だと思ってたよ」

「私もそういうつもりでいた。でも、あの晩のせいでそれが無理ってなっちゃって」

「そっか」

　大阪は覚悟したような、それでいて逃げ道が絶たれたような悲壮を込めた息を吐く。

「俺が責任取るよ」

　笑みと共に送られたその言葉に、小夏は胸を高鳴らせた。

　責任なんて言われると、妄想が肥大しそうだ。まるで結婚して責任を取る、なんて誤解しそうな言葉だ。とはいえ、そんなことは夢みたいなことだが。

　やがて白ワインが運ばれてきて、小夏達は乾杯した。

　大阪が困ったように口をつけて飲み始めるので、小夏もそれに倣った。

　頼んでいたパスタも運ばれてくる中、小夏はちらちらと大阪の様子を窺った。

　改めて見ても、綺麗な顔立ちだ。今日も白いＴシャツにはロゴが入っていて、ジーンズは着慣れているもの。赤いスポーツブランドの靴を履いていて、ゆるっとしているが洗練されている。小夏が着るピンク色のシャツワンピースはこの夏のバーゲンセールで買ったものでお気に入りだが、サイズ選びを間違えたせいで少しだぼついていた。

（幸せ）

　ほんわかした心地でワインを飲むと、大阪がそっと水を出してくる。

「葵さん、もう頬が赤いよ」

「あ、ありがとう。緊張してるせいかな」

「さっきからぐいぐい飲みすぎだよ」

「そうかもね」

　水を飲むと火照っていた頬がいくらか静まり、小夏はパスタを絡めて口に運ぶ。

　もくもくと食べながら大阪を見る。彼は食べる時も姿勢がよく綺麗だった。

（ご飯ふたりきりで食べるのも、初めてだった）

　そう思った途端に心臓がばくばくと鳴りだして、小夏は意識しないようにパスタを口に詰め込んでいった。自分からセックスしたいと言い出すことは出来ても、それ以前の普通のデートはまだまだみたいだ。

　そもそも、デートなんてことを大阪がしてくれるとは思えないが。

　幸せで満ちたりたまま食事を終えた。会計は割り勘で互いに納得し、店を出た。

　すると、大阪が店前ですぐにタクシーを止めた。

「え？」

「ラブホってわけにはいかないから」

「だって、別に」

「とにかく、ちゃんとしたところに行くから」

　頷き返しながら、余計に自分は特別なのかもしれないという妄想が広がりかけそうになる。けれど、それは大阪が真面目なだけだ。本当ならラブホで良いと内心では思っているはずだと小夏は自分に言い聞かせる。

　しばらくしてホテルに着くと、小夏は唖然とした。

　そこは、都内でも有名な会員制の高級ホテルだった。

「私から誘っておいて、言いにくいんだけど。そんなお金ないよ……？」

「いいよ。俺が払うから」

「え、でも、だったら普通の」

「いいから。来て」

　手を取られた小夏は、こくこくと頷きながら、なんとか平静を保とうとする。

　自分が恋人に選ばれたわけではない。

　強引に誘い出して無理な要求を呑んでもらっている。ただそれだけの、セフレみたいな関係だ。

　そう何度も頭の中で反芻した。

　エントランスを抜けると、フロントには豪華な花が生けられていて黒い大理石が壁一面に広がっている。

　ふと、今の自分が適当な恰好だと思い出して恥ずかしくなるが、もう遅い。

　大阪がフロントと話してチェックインの手続きを手際よく済ませている。

（大阪くん、なんで会員なの？）

　疑問に思っているうちに、カードキーを手にした大阪は慣れた感じでエレベーターに足を向ける。

　エレベーターに乗り込むと、眼前には夜景が広がった。

「綺麗。大阪くんってこういうところも普通に来るの？　会員制のホテル、でしょ？」

「親戚が利用してるから、俺も利用出来るんだよ」

「そうなんだ」

　とはいえ、手慣れているところを見ると、元カノと散々利用したのかと嫉妬しそうになる。

　そう思うと、別のところがよかったと思うが、今は元カノと比較している場合じゃない。

　高層階に着いて、フロアに降りるとまた慣れた感じで大阪が歩きだし、部屋の前で足を止める。

　そしてカードキーで扉を開ける彼の後ろ姿に、小夏は一気に緊張して心臓が飛び出してしまうかと思った。

　部屋の中に入ると、大阪が言った。

「シャワー浴びる？」

「うん。じゃあ、大阪くん先にどうぞ」

「いや、一緒に入らないか？」

　小夏は驚いて、首を振った。さっきまでそんな話題は嫌だと毛嫌いしていたはずなのに、いきなり誘われては動揺してしまう。

「あ、あの」

「まあ、そういう反応するよね。葵さんって自分で言っておきながら、反応はめちゃくちゃ初心だし、発言と行動が伴ってないよね」

「そう言われても、あの夜しかまともに経験ないから」

「そうだったね。俺、シャワー浴びるから、よかったら一緒に入ろう」

　小夏は首を振った。

　出来るわけがないし、ホテルに到着した途端に大阪がやる気を出したので逆に困ってしまう。経験がないせいで、どう振る舞えばいいのか分からない。

　彼がすたすたと浴室に向かってしまうので、とりあえず小夏はベッドに腰かけた。

　静かな部屋にはすぐにシャワーの音が聞こえてきて、胸が静かに鳴り始める。

　誘われたのだから一緒に入っても問題ないかもしれないが、大阪の視線を身体中に浴びる自信がない。ベッドの上なら、そんなこと気にせず蕩けてしまうだろうが、浴室じゃあどうなるか想像も出来なかった。

（でも──）

　ごくっと生唾を飲む。

　ホテルに来た理由はただひとつ。セックスするという簡単な理由だ。

　大阪はその点をすぐに割り切って行動してくれているのだから、きっとまた存分に尽くしてくれるのだろう。酷い行為をするとは思えない。

　以前のことを思い出すと、途端に緊張より興奮が蘇る。

　そろそろと着ていた服のボタンに手をかけると、小夏はシャツワンピースを脱いだ。

（きっと、この場合はそうすべきなのよ。誘った私がしり込みしてる場合じゃない）

　下着姿になると、浴室に向かってそっと声をかけた。

「一緒に入ってもいい？」

「え？　ああ、いいよ」

　聞きなれた声だが、反響でいつもと違って聞こえてきる。

　恐る恐る下着を脱いで浴室に入ると、大阪はジャグジーでくつろいでいた。

　身体を隠すようにタオルで覆っていると、大阪がすっと立ち上がる。

　いきなり見せられた裸体から顔を背ける小夏に、彼はクスクスと笑った。

「誘ったのそっちだろ」

「そう、だけど」

　目の前に晒される逞しい肉体に目を奪われつつ、だらりと垂れた男根に思わず目が移動してしまう。

「そんなに見ないでくれるかな。葵さんって、ちょっと変態ちっくなところあるよね」

「ないっ。ないと思いたいっ！」

「まあ、少しはあると思うけど」

　そう言いながら大阪は、小夏がしがみつくように掴んでいるタオルを剥ぎ取る。すると、彼女の裸体が晒された。

　逃げられないと思いつつ、自ら望んだことだと言い聞かせて恥ずかしさに小夏は耐える。

　品定めするように小夏の裸体を眺めると、大阪は一度小さく頷く。

「とりあえず、身体洗ってあげるよ」

　そう言って大阪にシャワーの前に立たされると、鏡の前にふたりの裸が重なる。

　恥ずかしさに目を逸らすと、泡をつけられてするするとスポンジで身体を撫でられた。

「んぅ……」

「背中弱い？　それとも胸？」

「どっちも……」

　喘ぐように訴えると、大阪にたっぷりと作った泡をふくらみにのせられ、先端を扱くように洗われる。

「ふあぁっ」

「丁寧に洗って、それからしっかり浸かろうか」

　大阪は話しながらも先端をピンピンと弾いて小夏の反応を鏡越しに見ていた。小夏は身体を震わせて必死に声を我慢するが、吐息が漏れてしまう。
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「鏡で、わざと見せてる……？」

　小夏は頬を染めながら、上目で訊いた。けれど大阪は知らん顔だ。

「なにを？　身体を洗ってるだけだよ」

　鏡を見れば、自らの痴態が映されている。淫らに歪んだ顔やぐにゃりと変形したたわわな胸、そして今にもがっくりと頽くずおれそうな膝が小刻みに震えていた。

　言葉とは裏腹に、自分の身体が従順に反応していて、恥ずかしくなってくる。

　膨らみをそろそろと洗われながら丁寧に先端を摘ままれていると、次第に蜜がたっぷりと溢れた。腹の奥が切なくじんじんとあつくなり、もどかしくて息が乱れてくる。

「そこ、ばかり。いや……」

「丁寧に洗っているだけだよ。それとも、他にしてほしいところがある？」

　小夏は頷くが、その先は言えなかった。

　じわりとしている部分は恥ずかしさいっぱいで、蜜ばかりが溢れて止まらない。

「教えてほしいな。どこ？」

「せ、背中をもう少し、洗って？」

「背中？」

　言われるまま、大阪は背中をごしごしと洗いだす。すると、今までとは違う刺激が走り、小夏は身を捩らせた。

「あっあっ！」

「背中も好きだった？」

　首を振って否定した。背中はもぞもぞして、その感覚も嫌いではないが、直接的な刺激は少ない。ただ、大阪が触れていると思うと、どこだっておかしくなりそうなことは間違いないのだ。

　鏡にはすでに箍たがが外れてしまった自分の表情があり、小夏は気持ちを固めた。

　ここまで来たのだから、今さら恥ずかしがってばかりもいられない。

「ここ……が……もどかしくて」

　するすると大阪の指先を誘導していくと、焦らすように秘丘を撫でられる。

　たっぷりの泡を使って丁寧にスポンジで洗われ、もじもじしてしまう。

「立ってられない……」

　小夏が喘ぐように言うと、大阪はくすりと笑った。

　椅子に座らせてくれても、なおも彼は膝立ちになって後ろから丁寧に内股を洗い、焦らすことしかしてくれない。自然と足が開いてしまい、小夏は求めてしまう。

「指先も洗おう」

「そ……こ？」

「教えてくれたから、たっぷり感じる方法を試してあげるよ」

（たっぷり……）

　どくんと胸が跳ねる小夏の手は取られ、指先を丁寧に洗われた。

　脇腹から腰を抜けていく柔らかなスポンジが、足まで洗いあげていく。

　普段は自分で洗っている部分を、大阪の長い指がスポンジ越しにまさぐっているというだけでもたまらなかった。

　また声を上げそうなのを我慢するほど、蜜がとろとろと垂れてきている。

　丁寧に太ももを洗われると、小夏の身体にシャワーが当てられた。

　身体中に湯を浴びせられ、最後に秘丘に思い切り当てられる。

「ひあ……」

　声とともに悦ぶように足を開いてしまうと、大阪はそっと指を滑り込ませて蜜壺に指を二本突き入れた。

「あっああ！」

「見て。鏡」

　ちらりと見れば、大阪の指がつっぷりと体内に入っている。

　そして、指先は獰猛に体内を掻き混ぜ始めた。

「ふあっああっ！」

　ぎゅっと大阪の腕にしがみつくと、衝撃に小夏は目を閉じてしまう。

　体内で彼の指先が内壁を思い切り擦り上げていて、くちゅくちゅとはしたない音が浴室に響き渡っている。

　シャワーの水圧によって蜜芽を同時に刺激されているので、それだけでも果ててしまいそうだ。

「イックぅ」

「まだまだ」

　そう言われた瞬間、大阪の胸の中で果てた。

　存分に痴態を晒し、まるでそれが望みだったのだろうと暴かれ、心まで覗かれているような気分で達した瞬間、自分がどうしてほしいのか、わかりきってしまった。

　小夏が息も絶え絶えの中、蜜壺に潜ませた指を抜きつつ、大阪は尋ねてくる。

「家ではどうしてる？」

「い、いわないっ」

　耳朶を染めて口を引き結ぶと、すっと顎を持ち上げられてキスが落とされた。

「こういうこと、一度くらいしたんでしょ？」

「いわな……」

「ちょっと変態だなって思うのは、そういうところ。セックスしたいって言ってるくせに、エロに無欲な態度見せて、知らん顔してる。そうとうしてる、だろ？」

　キスでごまかせないかと舌を突き入れて必死に大阪の口内を舐る努力をする。

　まだ経験の浅いキスでなんとか話を逸らそうとしていると、大阪のねっとりとした舌の動きが始まり、すぐに頭が蕩けだす。

「ふあ……これ……だめぇ……」

「キス？」

　こくんと頷きながら、自らも積極的になるように必死だった。

　このチャンスを逃すと大阪はいつ身体を重ねてくれるか分からない。

　会うたびに貪欲にならないといけない。

（はずかし……い）

　猛然と舌を動かす行為に胸を高鳴らせながら、小夏自身も陶酔していく。

　果てたばかりでもまた火がついたように熱くなって、身体を預けた。

　すると、湯に誘導してくれる大阪と共に、ジャグジーに向かいあって浸かる。

　腹の辺りをかすめる猛りに、小夏はどきりとした。

（お風呂の中で……？）

　上目で見つめると、大阪はそのまま小夏の身体を持ち上げて猛りの上に乗せてくる。

　小夏も自ら腰を沈めると、以前はゴム越しだったそれが、何もないせいで熱くてたまらない。

「ふあっ！」

「あ……ごめん。これはまずいよな」

「続けてくれないと、いやっ」

「でも、ちゃんと避妊してないから」

　大阪が戸惑う声を出すが、小夏にとってはそれどころじゃない。

　なんの隔たりもなく大阪とひとつになってしまったのだ。快感が以前よりもずっと増している。冷静でいられないし、今さらベッドに戻ってなんて無理だった。

「私、今日なんでもないから」

　適当なことを言って大阪を安心させようと必死だった。

　まともにセックスしていないから、いつが危険日だとか安全日だとかの知識はゼロだ。

　大阪の言うとおり、小夏は相当変態だと自覚してしまう。

「じゃあ、気を付けるから」

　恐る恐る言う大阪に安堵しつつ、小夏は一体感に蕩けて夢心地だった。

　最奥まで到達し、子宮を突くような錯覚に、余計にいつもとは違う快感が呼び覚まされる。

　いけないことをしているという背徳感、大阪と深く繋がっているという実感への酩酊状態。

　そのまま揺さぶられると、きゅっと内壁が猛りを咥えた。

　自らも腰を使いながら大阪の顔をうっとりと見つめる。

　大阪は息を乱して、小夏を見つめてきた。

「余裕あるね」

「な、ない……けど」

「俺は、正直こういうの初めてで。こうしてると夢中になってる」

「夢中に？」

「葵さんの反応見ることに」

　自然と弾ませる胸の中、恋心すら揺さぶられて頬を染めた。

　尻肉を鷲掴みにされながら思い切りキスをされると、小夏は息すらできない。

「んっんっ」

「奥までとろとろ」

　甘い声が耳の奥まで響いて、また身体中、大阪のことでいっぱいになっている。

　舌が絡み、交換するように交じり合う唾液に、まるで本当の恋人同士だと錯覚しそうになる。

「だ……め……」

「葵さんの身体……もっと確かめたい」

「だめ……」

　熱と熱が奥で繋がる行為に、大阪も陶酔しているのかうわ言を言っているようだった。

　確かめたいと言われて、小夏は嬉しくてたまらない。

　身体だけの関係でただ反応が知りたいというだけの意味でも、それは小夏にとっても嬉しいことなのだから。

　キスが終わると、大阪がそのまま首筋にキスをし、胸元にもキスを落とす。

「んっ……」

　初めて痕が残るキスをされて、小夏は慌てた。

「勘違い、しそうだから」

「あ、いや……深い意味はないから」

　大阪は言うと、そのまま思い切り突きあげてくる。

　いきなりの激しい動きに見悶えていると、さらにこじ開けるように最奥を貫いてくる。

「あっあぁっ！」

「次、いつ会う？」

　息を絶え絶えにしながら、小夏はその問いに一瞬答えられなかった。

　大阪はあんなに嫌がっていたのに、まるで小夏との関係が楽しくなったかのようにも見えた。

　奥を思い切り貫かれるたびに、以前よりずっと深い仲になっていくような錯覚がした。

「来週……」

「三日後は？」

「え？　……あっあぁあ！」

「このホテル」

　奥がきゅっと締まり、小夏は慌てた。

　このまま果てたらどうなるのか分からない。避妊をしていないから、あとは大阪に任せるしかないのだ。

　身体をがくがく震わせていると、大阪も喘ぎだした。

　以前とはまるで違い、少しも余裕がない。

　けれどそれすら新鮮で小夏はとろんとした目で大阪を見つめる。

　男性が陶酔している瞬間を見るのは初めてだ。その様子も小夏の胸を切なくさせる。

　その刹那。

　結合していた部分を引きはがされた。そして白濁が飛散する。

　息を荒くする大阪を見て、小夏はどくんと胸を鳴らした。

「ごめん、足りないよな」

　激しく息を乱れさせながら、大阪はぐったりとした。

　大丈夫かと思うものの、近寄っていいのか分からない。

「先に出て」

　小夏は言われるまま、シャワーを浴びてから浴室を出るとタオルを巻いてベッドに座り込んだ。

　初めて尽くしだが、なにより刺激の強さと、大阪との繋がりの深さに勘違いしてしまいそうになる。その気持ちをしずめようと、小夏は自分に言い聞かせ続けた。

「ごめん。続きしようか」

　大阪がすぐにタオルを巻いて現れると、そのまま組み敷かれた。

　潤んだ目で見つめていると、大阪は先端にしゃぶりついてくる。

「ふあっあ！」

「葵さんの弱いところ、全部開発しようか」

「だ、だめっ」

「そんなこと言ってられないよ。まずは、右と左、どっちが敏感なのか教えて」

「ふあっあっ！」

　右胸の先端を執拗に舌先で捏ねられて小夏は腰が浮いた。

　大阪がしたら、どこだって反応してしまう。

　それに、もう身体をひとつにした仲なのだ。大阪も理性が吹き飛んでいるように見える。一度避妊しないだけでここまで違うかと、小夏は驚いた。

「三日後で本当にいい？」

「明日でもいい」

　大阪がすぐにのってくるので、小夏は嬉しくてたまらなかった。

　彼女にはなれないが、今は間違いなく、大阪の大切な何かになっている。

　右胸が舐め終わると、今度は左だ。さっきより反応が鈍いと大阪はにたっと笑った。

「でも、左の胸の方が大きい」

　自分でも気が付かないことを指摘され、小夏は頬を染めた。





　◇◇◇






「あっあぁあ！」

　いつものスイートルームには小夏の喘ぎ声が響いていた。

　ベッドの上では小夏がメイドのコスプレをして後ろ手に手錠をされている。

　拘束され、しかもぴちぴちのメイド服は胸の先端を隠す程度しか布がない。少し動けば胸が露わになるし、足を開けば下着も丸見えという、いわゆる大人のおもちゃの部類のもの。

　大阪が持ってきたことも意外だったが、手錠まで持ってきたので乗り気になってしまった。

「葵さん。この服似合ってる」

　身体を顔と肩で支えて四つん這いに近い姿勢にさせられたままの小夏を見て、大阪は楽しげに言った。

「大阪くん……」

　潤んだ目で続きをしてほしいと訴えると、大阪は尻をするすると撫でてくる。

「ふあっ」

「今日で何回したっけ？」

「五回くらい？」

「慣れたね。お互い」

　蜜をたっぷりと溢れさせながら、今は大阪を待つように仕向けられている。

　先ほどまで存分に指で掻き混ぜられていたのだ。そこから唐突に引き抜いて会話をするのも大阪の焦らしプレイのひとつだった。

「今度、職場でする？」

「だ、だめ」

　否定はしても、頬を赤らめる小夏の胸は高鳴っていた。

「嘘だよ。期待した？」

「それは、……まあ、少し」

　大阪は露わになっている蜜壺の辺りに薄布一枚を隔てて顔を埋めてきた。

「っあ！」

「こういうことすると悦ぶタイプ。今まで付き合ってきた子にはいなくて、俺も新鮮だな」

　布越しに舐められて小夏は蜜を一気に溢れさせる。

　すぐにぐじゅぐじゅと舐め取ると、大阪は思い切り布を剥ぎ取り、直接蜜壺に舌を突き入れてくる。

「あっあぁああ！」

「メイドさん。まだまだイクの早いですよ」

「だ……め……だめっ」
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　内壁を舌でザラザラと舐められて、刺激されるたびに腹の内側がもどかしくてたまらない。

　こんな風にされるのだって、羞恥に満たされるより快感に悦ぶ方が勝っている。

　非常識なこと、アブノーマルなことにどんどん溺れていく。

　この前は、いつもより仕事が遅くなってしまいホテルを取ることが出来なかった。

　けれど小夏はすでにその気になっていたし、仕事もそのために頑張っていたようなものだ。大阪も帰るつもりはなく、近くのセキュリティの甘いビルに忍び込んだ。

　そしてトイレに入り込むと散々と貪られた。

　あまりのことに最初は考えが追いつかなくて緊張していたが、人けもなく、トイレを利用するような人もおらず、次第に思い切り喘ぐようになり、大阪が呆れていた。

　後から冷静になって近くのレストランでそのビルを調べると、廃ビルに近い、ほとんど使われていない建物だと知った。

　偶然だからよかったものの、使っている人間もいるのだ。

　その人間と鉢合わせしていたらと思うと、小夏はあまりに非常識なことをしたと、さすがに後悔した。大阪も調子に乗ったと頭を下げてくるのでふたりで苦笑した。

　結局、そのビルのことがあって小夏がアブノーマルな要求も受け入れることが分かると、今度はおもちゃにコスプレ、難しい体位と要求が増えていった。

　もちろん、その程度で大阪が満足するわけもなく、今では困難な恰好をしながら、攻められたり、言葉責めされたりとエスカレートしている。

「はぁはぁ……奥がひくひくして……我慢出来ない……」

「うん。葵さんからたっぷり蜜が溢れて、我慢出来なくなっているのは分かってるよ」

「だったらっ」

「でも、まだだめ」

　布をよけられて指を突き入れられると、小夏は身を捩った。

「あっぁああ！」

「どうかな。まだ指一本だけど」

「ふあぁあ……あぁあ……」

　蕩けて何も考えられないでいると、そのままめちゃくちゃに掻き混ぜられる。

　拘束されているから、動くたびに手錠ががしゃんがしゃんと音をたて聴覚も刺激される。

　それに無理な体勢になっているせいで息がしづらく、涎が今にも滴り落ちそうだ。

「あっぁぁ……」

「胸が物足りなさそうだ」

　胸のあたりのわずかな布を剥ぎ取られると、すでに尖った先端を摘ままれる。

「あんっ！」

「同時は一番好きだったね」

　蜜壺をめちゃくちゃにされて、胸の先端までもを捏ねられると、もはや身体はひくつくことしか出来ず、何度も短く痙攣しては果てるを繰り返す。

「あっぁあ！　またぁ！　またぁ！」

「もう何度目かな」

　大阪はセックスになると、少し意地悪になるが、むしろそれが心地よかった。

　決していじめてくるわけではなく、小夏の快楽の追求にとことん付き合ってくれているように感じたし、まるで反応を見るのを楽しんでいるようにも見える。

　小夏は従順に反応していたし、こんなことをされても嬉しくてたまらない。

　指が増やされてぐちゃぐちゃに掻き混ぜられると、小夏はすぐに果てた。

　ぐったりしてしまうと、指が引き抜かれて手錠も外される。

　自由になったが、着ているメイド服が卑猥に身体にまとわりついている。

　直そうと思うが、とてもそんな元気になれない。

　そのまま四つん這いにされると、すぐに猛りが挿入された。

「んあっ……あぁあ！」

「苦しそうだね。葵さん。なかですごく絡んでくる」

「だって、すぐだから……奥が凄くひくひくして……る」

「写真撮りたい」

「え？」

　意外な提案に小夏は思わず冷静になった。

　そんなことをして、もし写真を残したら、大阪が小夏といた証拠になりかねない。

　しかも、こんな卑猥なことを楽しむ仲だ。セフレか彼女かどっちかになる。

　ただ、小夏の要望に応えているだけだという言い訳は通じないだろう。

「嘘だよ。ただ、葵さんの恰好、見ててヤバいから」

「へ、変？」

「その逆だよ。お金稼げそうなくらい綺麗でエロい」

　言われて、どう反応すべきか分からなくなる。

　大阪は時々、小夏を惑わすようなことを言うが、小夏の望むような意味じゃないことはよく分かっていた。彼が言うことは『性的に』、という言葉を付けたりすると、よく意味が分かるようになる。要するに、大阪もその気になってすごく興奮して、小夏を性的に見れる程度にはなっている、というわけみたいだ。

　ただ、期待はしてしまう。

　今まではただの職場の仲間で話すこともなかったし、こうしている時は小夏だって性的に満たされている。

　それ以上を求めているつもりはない、はずだ。

　猛りが腹の奥で蠢くたびに身体を震わせて悦ぶと、さらに激しく猛りを抜き差しされる。

　そのせいで意識をすぐに手放しそうなほどくらくらして、シーツを思い切り引いた。

「あっああっ！　奥いっぱい当たるぅ」

「そこも大好きだよね。葵さん」

　ずんずんと突かれていると、恍惚として何も考えられなくなる。

　次第に蕩けてきて、隘路がきゅっと締まると、猛りを思い切り咥えた。

　また果てそうな気がして、小夏は息を短く何度も吐いて懸命に意識を保とうとする。

　ぬちぬちと音を立ててせわしなく猛りが抜き差しされて、もはや何も考えられない。そのまま思い切り突き上げられると、小夏は嬌声を上げて果てた。

「あっんぁああ！」

　背を仰け反らせて悦ぶと、脱力して意識を手放す。

　大阪も熱を放ったのか、ぐったりとした小夏を抱きしめながら倒れ込む。

　抱き合ったまま寝ていると、小夏はうとうとして朦朧としてくる。

　この幸せはいつまでも続いてほしい。

　けれど、心のどこかではこれ以上のものを望んでしまっている。その証拠に大阪の言葉にはいちいち胸がときめいてしまう。というか、彼がそんな勘違いをするようなことを言って、戸惑わせてくるのがいけないのだ。

　そんなことを思いながら、シーツに包まれて目を閉じた。

（あっ！）

　少しして思い出すように起きると、大阪は未だに夢の中だった。

　ちょうどいいと小夏はベッドサイドに置いてある大阪のスマホを手にする。

　そして、大阪の指を使ってロックを解除すると、勝手にスマホを見た。

　最近の日課なのだ。

（私が教えてあげたアプリ、まだインストールしてない。入れておいてあげよ）

　すぐにダウンロードすると、他にも色々とダウンロードしたアプリを見て目を細めた。

　小夏のプライベートな情報が載っているアプリがあるファイル。

　その中には生理予定日のアプリ、毎日の予定管理、小遣い情報など、勝手に教えて共有してもらっている。

　小夏のファイルは開けられないようにしてあるし、例え間違えて開けても、付き合っている彼女のだと言い切ってほしいとお願いした。

　大阪は最初嫌がっていたが、生理予定日は何かと便利になっていて、大阪が密かに重宝しているのを知っている。他に予定管理も、真面目な大阪がデートに誘う際には丁度いいらしく、結局重宝しているようだった。

　小遣いの把握にしても、小夏の金銭感覚が分かった途端に、初めて連れていってくれたようなホテルが不釣り合いだと気が付いて、たまに連れていく程度になった。

　結局、消さないでいてくれている。

　そして思わず見てしまうのが、ラインアプリだった。

　元カノとの関係を会うたびにこっそり確認している。

　その日も確認したが、仕事と友人以外は女性の名前でそれらしい人物はいなかった。

　恐らく、綺麗に消して復活させてもいないのだろう。

　それは安心なのだが、いくらでも検索出来てしまうし、電話番号だって人に聞けば分かる関係なら、戻すことは簡単だ。

　気が休まらないと思いつつ、自分が彼女になったわけじゃないのだからと言い聞かせて、スマホを握りしめた。

　適当に好きそうなゲームアプリを増やしておくと、小夏は夢心地でシーツにもう一度包まった。

　今日みたいな事があると、小夏はアプリの日記に丁寧に書いておくのだが、その日は疲れて、瞼が落ちてきていた。

（大阪くん、私のことどう思ってるんだろう）

　薄れゆく意識の中で、小夏はそのことばかりを考え続けていた。
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「葵さん、ちょっと」

　仕事中に呼ばれるなんて珍しいと思いつつ、終業まであと五分だから会いたいという話だろうと胸を高鳴らせた。

　どこかすっかり恋人気分でいるせいで浮かれると、大阪は難しい顔をしてロッカールームの前でスマホを見せてきた。

「俺のスマホ弄るのもうやめてくれないか」

「でも、今まで好きにさせてくれたじゃない」

「別に良いとも言ってないだろう？」

　そう言われてしまうと、何も言えない。

　勝手にやっていたし、それにスマホをこっそり弄って元カノの詮索などやってはいけないことにも手を出していた。

　素直に受け入れるとロッカールームから夕方から勤務するバイトの子たちがぞろぞろ出てきた。

「じゃあ、俺たちちょうどいいから上がるか」

　うんと頷くと、葵の目にはじわりと涙が浮かんだ。

「な、泣かないでくれよ」

「ごめんなさい」

「スマホ勝手に弄るのはダメだろ？」

「そうだけど。気になるから」

　小夏がしくしくと泣きだすので、思い切り手を引かれて抱きしめられる。

　入り口の鍵をかけられると、小夏は胸を高鳴らせた。

「……こんなところで」

「ち、ちがっ」

　潤んだ瞳で訴えると、大阪が慌てているのが分かった。

　けれど薄い扉の向こうは厨房だし、長時間鍵がかかっていたら不審だ。

　今まで何度となくチャレンジしようとして大阪が拒んだ場所が、この職場のカフェのロッカールーム。

　まさかこんなことからセックスになるとは思わず、小夏は胸をどくんと鳴らす。

「ここ、女子のロッカールームだし」

「大阪くんがしないなら」

　小夏は膝立ちになると、大阪の履いていたスラックスのジッパーを引き下ろし、猛りを引き抜いた。そして、すぐに口に含むと必死に舌先で扱きだす。

「うあ」

　大阪のだらしない声が聞こえてくると、小夏は胸がいっぱいになって精一杯に舌を使う。

　そのまま思い切り咥えて、前後に扱くと喉の奥に当たって苦しかった。

「あまり……うまくできない……」

「葵さん……俺……こういうの……望んでない……」

　突き飛ばされるように身体を離されると、小夏は慌てた。

　散々身体を重ねておいて、今さら小夏から奉仕するのは望んでいないなんておかしい。

　やはり、身体の関係すら求められていないのかと思ってしまう。

「明日、ちゃんとしよう。ホテル取るから」

　大阪はすぐにシャツを整え、ジッパーを上げてしまう。

「あの」

「職場はダメだし、葵さんがすることない」

「だ、だって。こういうの好きだと思って」

「なんの情報か知らないけど、俺は嫌だ。じゃあ、明日ちゃんとするから」

　すっかり衣服を整えた彼がロッカールームを出ていくと、小夏は呆然とした。

　なにが間違っていたのか分からない。自ら奉仕したらすっかり嫌われてしまった気分だ。

　普通なら喜んで受けるはず、そう思って知識だって総動員して挑んだ。

　ロッカールームだったからいけなかったのだろうかと思う。

　けれど人けのないビル、駅のトイレ、カラオケボックス、マンガ喫茶などなど、非常識な行動はたっぷりとしてきた。今さらだ。

　職場はバレたら大変だが、そのスリルを楽しむのではないだろうか。

　それとも、職場にバレたら辞めなくてはいけないという不安が勝ったのかもしれない。

　ほおっとため息を吐くと突然の虚しさに襲われた。

　何をしているのだろうと立ち上がり、乱れた制服を整える小夏は、もう一度鍵をかけて着替え始めた。

　山木にはあれきり、大阪のことはすっかり諦めたと嘘を吐いてごまかしている。

　この関係を理解されるとは思えないし、きっかけがあの夜だと言えば謝られるだろう。

　結局、何も関係は進んでいない。進まないどころか、身体の関係がある以上、ふとしたきっかけで二度と口を利かなくなるような、緊張感がある時がある。

　今みたいに、大阪の機嫌を損ねたり、逆に小夏があまりに非常識なことを要求されて応えられずに沈黙したり。

　好意があるならお互いに深まることでも、身体の関係しかないと思うと次第に虚しくなってきた。けれど、大阪を想うと止めることは出来そうにない。

　Ｔシャツにスカートを履いて着替え終えると、小夏は肩を落としてロッカールームから出た。

　明日になれば裏口で待っていてくれるだろうし、人目を気にしつつホテルまで連れていってくれるだろう。でも、今日は何もない。

　ため息を吐きながら裏口から出ると、やはり大阪の姿はなかった。

　自分たちの関係が空しいものだと思い知らされる。

　空を見上げると、青空がいつの間にか薄曇りになっていた。しかし、相変わらず蒸し暑い。

　ひとりで帰宅する日は寂しさも増して、トボトボと帰路につこうとした。

　その時、表通りに出たところで、ぽんと肩を叩かれた。

　何かと思って振り返ると、そこには大阪がいた。

　嬉しくなって表情を明るくするが、彼は苦々しい顔で小夏を見つめてくる。

「すぐそこのカフェ入らないか」

「うん」

　声も重苦しく、嫌な予感しかしない。とても良い話とは思えないが、話したいことがあるなら聞かないわけにはいかない。先ほどのロッカールームでのことを咎められるのかもしれないし、もしかしたら関係解消かもしれない。

　おどおどしながらついて行き、通りの向かいにあるアメリカンテイストの店に入ると、大阪はパイプ椅子に座り、小夏は向かいに座った。すぐにアイスコーヒーを頼むと、小夏は俯いた。

　大阪は言った。

「さっきはごめん」

「私こそごめんなさい」

「ただ、もうこの関係やめないか」

「え……」

　顔を上げると、大阪はどこか悲しそうに見えた。

　理由を訊いていいのだろうかと、手をもじもじさせる。この関係は世間で言えばセフレだが、どちらかというと小夏の一方的な性欲処理に大阪が付き合わされているという言い方が正しい気がした。

　単純に大阪がその気になっているだけだからウィンウィンな関係にも思えるが、大阪が望んで付き合っているかはいつも疑問だった。

　大阪が拒絶しないから続いただけで、小夏も機嫌を損ねないでいい関係でいたいと願ってはいたが、限界だったのだ。それでも、すんなりとは諦めきれなかった。

「もう少し、だめなの？」

「やっぱり無理だよ。確かに俺のしてることは酷いよ。今さら葵さんにしたことをなかったことにしたいとか都合のいいことは言わない。俺も楽しんでたことは認める。でも、それは男としては当然で。それに、やっぱり失恋が癒えるわけじゃないんだ」

「失恋……まだ？」

　葵は意外だと思った。

　会うたびにこっそり見ていたスマホには、元カノらしい連絡先はなかった。

　女性とのやり取りもメインは小夏で、後はカフェの仲間や友人らしい女性だけ。

　復縁したいなんて、そんなやり取りはどこにもなかった。寂しいとか会いたいとか、そういう恋愛っぽいやり取りだって見逃していない。

　それなのに、まだ彼女が忘れられない？　と、どこか腑に落ちない。

「それにさ、失恋してすぐに誰かと付き合うなんて出来ないし、身体から始まった関係とかずるいだろ」

「私は気にしないけど」

「葵さんはそうかもしれないけど。そもそも俺たち仕事仲間だから」

　大阪が顔を背けた。まともに顔も見てくれないのかと胸がぎゅっと掴まれるように痛んで、途端に泣きたくなる。

「うん。そうだよね」

　そう口にしながら、小夏は肩を落とした。

　元カノはひとつの口実であって、大阪が関係を清算したい一番の理由は周りの目だと分かったのだ。

　周りに知られることが、あるいはそこから噂になることが、彼は嫌なのだ。その結論に行き着いたことが、小夏の心を暗くした。

　元カノを越えられないこと、結局カフェの仲間以上にはなれないこと、ふたりが付き合っていることを公にするのに反対していることなどなど、お互いが付き合うにはすぐには越えられないハードルが多すぎた。

　そもそも、大阪が小夏をそこまで好きなのか、という問題もある。

「だから、もうこんな関係やめよう。葵さん、身体大切にしないと」

「……」

（どうして今そんなこと。なかったことにしたいってこと？）

　胸が痛くてたまらない。

　身体の関係を欲したのは小夏だが、酷い扱いを受けたとは思っていない。

　大阪と一緒にいれる時間が心地よくて、肌が触れる時間が最高に幸せだった。

　まるで取って付けたみたいな言い訳に、小夏は涙が溢れそうだ。

「俺、やっぱりすぐに別の人とは無理なんだ」

「分かった。もうやめよう。大阪くんが辛いなら」

　自分でもよく言えたと思うが、これ以上関係が悪化するのが怖かった。

　仕事でもチームを組んでいるし、顔だって毎日合わしている。ぎくしゃくして普通の話すら出来なくなる方が怖くてたまらない。

　大阪に無理なお願いをしたから、その反動でこうなってしまったのは理解している。たまにお茶を飲むような友達になってほしいとでも言えばよかったのかもしれない。

　でも、あの晩のことを思い出すと、そんな軽い関係ではいられない。

　小夏だって、身体は充分満足している。

　今は週に二回程度抱き合っているから、おそらく関係が途絶えた途端に欲求不満になるだろうし、大阪への想いは一段と膨らむだろう。

　その時のことを考えると絶望でいっぱいだ。

「あのさ、俺からの勝手なお願いなんだけど。これから寂しくなっても適当にアプリで男見つけて、セフレにならない方がいいと思う」

「え……？」

「勝手なこと言ってるのは分かってるよ。自分がその役割をしていたから、葵さんが貪欲に相手の言うことをきくのが怖い。世の中のことあんまり知らなそうだから」

「う、うん。私、そこまでしないから」

　大阪が想ってくれることで期待しそうになりつつも、未だに残る恋心を必死に封印しようとした。そういう優しさがあるから、大阪がいいともいえる。

　ただ無作為に身体の関係だけを結んだりはしない。

「ほんと、大丈夫か？」

　心配そうに顔を覗かれて小夏の胸は張り裂けそうだった。

　そんなに優しく想ってくれるのに、関係は解消なのだから。

「うん。もうこういうことはしないから」

　小夏は微笑みながらも、喉が緊張でカラカラだった。

　運ばれてきたコーヒーは苦かったが、一気に飲み干した。

「あの、仕事とか何か相談とか、そういうのは頼ってくれていいから」

「それは、分かってる」

　小夏は必死に答えた。

　ロッカールームで迂闊なことをしたから嫌われたと思った。

　それ以外に考えられないし、そろそろお互いの関係も終わりに近づいていたのだろう。

「何か食べないか？」

「ううん。今日はもう帰るね」

　小夏は立ち上がると、すぐに店から出た。

　涙が溢れだして止まらず、頬を伝い落ちる。今までなんとか保ってきたかりそめの幸せは、終わってしまった。

　話す機会さえほとんどない、カフェの仲間に戻ってしまったのだ。

　駅に着く頃には涙でぼろぼろになった目元を直すため、駆け込んだトイレで化粧ポーチを取り出した。けれど、また涙が溢れてきて、マスカラどころじゃなかった。

　渋々ポーチを仕舞って、涙が収まるのを待って、ティッシュで顔を拭う。

　思い出しては泣きそうで、化粧直しも出来そうになく、結局その日はぼろぼろの顔のまま、電車に乗って帰った。
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　取り残された大阪はがっくりと肩を落としていた。

　小夏のことを想って関係を終わらせたが、どう考えても嫌われたとしか思えない。

　仕事を続ける以上は、最低限の関係は保ちたいが、最近の小夏の行動はもはや盛りのついたメスのようだった。

　こうなると、人間だろうが止められないんだと気が付いて、大阪もたじろいでいた。

　それにもう一つ大問題がある。

　小夏の重い愛情表現だ。

（アプリ、何個入ってたっけ）

　そろそろとスマホを取り出すと、鍵をかけたフォルダを開く。

『葵さんフォルダ』と名付けるわけにもいかず、名前のないままのフォルダには小夏の情報が詰まっているアプリが沢山あった。

　とりわけ一番驚いたのは、生理予定日のアプリ。

（便利なんだけど……。俺、夫でもないし、子作りするわけでもないし。葵さんを管理してるつもりもないから。最低限、避妊に役立つくらいで）

　うっと息が詰まりそうな思いになりつつも、小夏がきちんとマークを付けるので生理予定日から排卵日、セックスした日まで丸わかりだ。

　女性のそんなものまで知ってしまうなんて初めてで、見てはいけないような気分だった。

　小夏の小遣い帳だってそうだ。

　どんな内訳か事細かに書いてあって、共有してくる。

　何かと自分のプライバシーを共有したがるので、愛情が重かった。

　ただ、そうは思ってもどこか嬉しい気分はあった。

　ここまで女性のことを知れたことはないし、関係を解消したところで小夏のアプリは起動中だ。彼女が書けば、同じものが追加で記入される。

　ほったらかしたら危なそうだから、ちょうどいいとは思う。

（重いけど。あ、このゲーム知らない。入れてくれてある……のは嬉しいけど）

　いつの間にと思いつつ、大阪の好みのゲームが入っているのだからどうしたらいいのか分からない。消したいのだが、面白そうで消せない。

　普段忙しくしているから、もくもくとブロックを消すゲームが好きだった。何も考えずに消していくと爽快で、最近謎解きゲームもハマっていると言ったら、すぐに面白そうなゲームをインストールしてくれた。試しに遊ぶと止まらない。

　ただ、遊んでいると小夏のことを嫌でも意識してしまう。

　無意識に傍にいるような気分になるし、こうして気にかけてくれると思うと嬉しくもあった。

　元カノは大阪のことに無頓着で、どこかお飾りの彼氏という印象だったのだ。忙しいことを理由に会えないことも多く、こっそり盗み見たスマホには、合コンまがいの飲み会の予定が書いてあることもよくあった。

　見た目は清楚系な女の子なので安心していたが、付き合ってみるとかなりの遊び人だった。ただ、そのために余計に束縛したくなって、心がかき乱されるばかりだった。

　普通のＯＬだった元カノの仕事終わりに合わせて食事に誘うこともあったが、それも長く続かなかった。友達と遊びたい、もっと自由な時間が欲しい、束縛し過ぎと罵られたのだ。

　だがその裏で、彼女はせっせと二股をしていた。

　どこかの飲み会で会った男子と付き合い、本命はそっちだった。

　後から聞いた話だと、元カノは常に男を比較するため、二股、三股は当たり前ということだ。

　学生時代は五股、いや、数え切れないほど同時に付き合っていたと聞かされて、見た目とは裏腹な腹黒い女だったことも見抜けず、絶望した。

　だからか、ほとんどかまってもらえなかったせいなのか、小夏の過剰な愛情は嬉しくもある。

　こんな風に愛情を注がれて、ちょっと邪魔だと払いのけるくらいが、今はちょうどいいなんて不思議だ。

　最初は正直なところ不気味だった。

　身の回りの世話をしようとしたり、いきなりプレゼントを渡してきたりと、傷心の癒しどころか、理由も分からない甲斐甲斐しさがただ怖かった。

　けれど、次第にそれが小夏の愛情表現だと分かると、じわりと胸が切なくなっていった。

　しかも、セックスしないといけない状況になってからは、小夏の身体を好きにしてしまって。

　お陰で──。

（失恋の傷が癒えたどころか、さっさと乗り換えそうになって）

　ぼんやりしながら、天井を仰いだ。

　恋愛で一番したくないことだった。元カノがどんな人間であっても、簡単に乗り換えるような薄情な人間にはなりたくなかったのだ。

　それが、あっという間に塗り替えられて、小夏の身体を開発することに熱が籠り、アブノーマルプレイをたっぷりと仕込んでいた。

　そうして余計に小夏にハマり、どっぷりとセフレを楽しんでいる最中、いつしか自分が最低な人間だと気が付いた。

　小夏の気持ちを弄び、身体を蹂躙していたのだ。

　アイスコーヒーの氷はすっかり溶けて、表面には水が浮いていた。

　ストローで掻き混ぜて飲むと、少し薄くなっている。一気に飲み干して帰った小夏の背を追うように出入口を見つめ、大阪はもう少し一緒にいたかったと思い痛む胸を押さえた。

　ご飯を食べ、その様子を見つめて、最後くらいは幸せをかみしめて自分の過ちと向き合いたいと思っていた。でも、小夏は泣きながら帰った。

　相当酷いことをしていたのだろう。今さらだけれど、誘ってきたのが小夏からでも、そのあとの行為は嫌だったかもしれないし、本当はセフレを望んでいなかったのかもしれない。

　結局答えは見つからないし、職場で仲良くやっていくしかない。

　スマホを見つめると、小夏が勝手にインストールした交換日記が更新されていた。

　大阪は気持ちが依存的にならないよう、書かないでいた。

『お疲れ様です。色々アプリインストールしてすみません。消してください』

（消す……）

　小夏とは明日も会うし、仕事だって一緒にするから顔も合わせるし話だってする。

　けれど、明日からは抱き合ったり甘えたりすることがなくなる。

　キスしてみたいと思っても、小夏に触れていいわけがなくなるわけだ。

（消せないだろ）

　ぼんやりしながら、アプリは残しておいた。

　すっかり小夏に取り込まれたと思うものの、もうセフレとしては見れなかった。

　小夏のことを想うと、酷いことは出来ない。

（好きだけど、まだちょっと無理だ）

　腰抜けかと思いつつも、大阪はすっかり恋愛がうまくいかなくなって困っていて、かといって小夏にシフトする勇気もなかった。

　コーヒーを飲み干すと、深いため息を吐いた。

　小夏がはっきりと『好き』と言ってくれればいいのに、と考えるがそれは無理だろうと思った。彼女も失恋の痛手があってセックスが苦手だったのだ。

　告白の類が得意とは思えない。それに職場でチームも組んでいるから、ぎくしゃくしたら仕事にも影響する。

（八方ふさがりだ）

　ぼんやりしながら考えていても答えは出ず、大阪はスマホをもう一度見つめた。

　これまでならば、ホテルで小夏と思い切り抱き合っている時間だ。

　そう思うと、自分が上手くやれないせいで関係を壊したことが心にずしんとのしかかってきた。





　◇◇◇






（貸し切りパーティーするなんて、初めて）

　十人程度の女子がパステルカラーのワンピースやスカートで着飾り、立食パーティー形式にテーブルを並べ直した店内で、賑やかにしている。

　二宮社長が言うには、前からやってみたかったけど、色々と調整が難航し、今回ようやく実現できた、とのことだった。

　たしかに、たくさんの客を当てにするよりパーティーに専念するほうが楽な面もある。

　ただ、貸し切り中は他の客が入れないから、その点も含めて値段は高め、採算が取れる程度と言っていた。つまり、この女性たちはそれでもパーティーがしたくて集まってきたというわけだ。

　各々に写真を撮りまくって笑顔を零していて、どこか幸せそうに見える。

「この限定ホットケーキ映える！」

「やばい！」

　興奮しながら小皿に取っていくのを見て、小夏は羨ましいと思った。

　ここの店の商品に特別な感動は湧かなくなっていた。それは悲しいことかもしれないが、いつも見ている商品でもあるし、毎回女性好みに仕上げているのにも慣れすぎたのかもしれない。

　先ほどの映えると言われたホットケーキも、海外のホットケーキを少し真似たものらしく、花で飾り付けたりしている。

　ホットケーキだけでは飽きるかもしれないと、他にもケーキやゼリーを用意している。

　そんな中、大阪が皿を下げたりグラスを用意したりしているのがやたらと目立った。

　他の店員が呼ばれたら動くのに対し、大阪は積極的に接客をしている。

「写真撮ってくださーい」

　言われてニコニコしている女性を撮る。

　慣れたものだと眺めていると、大阪がちらりと小夏を見てきた。

　さぼってるつもりはないと、慌てて皿を下げたりしてごまかすが、胸が弾みだす。

　そのまま厨房まで下がったものの、緊張して仕方ない。

　あの日から二週間が経過したが、結局気持ちの整理は出来ていない。

　思わずアプリの日記は書いてしまうし、小遣い帳も記入してしまう。生理がくればきっとそのことも書くだろう。

　大阪のことだから、気持ち悪がって消去しただろうが、確認する勇気はない。

　とぼとぼとホールに出ると大阪は女性に囲まれて写真を撮っていた。

「すっかりここのアイドルだね」

　山木の呆れた声を聞きながら、小夏は頷いた。

「だって、かっこいいもん」

「その後付き合ってると思ったけど、違うんだ」

「違うよ」

　身体の関係だけはあったが、それすら綺麗さっぱり白紙になった。

　もとの同僚に逆戻りというわけだ。

　パーティーは滞りなく終わり、女性たちは大阪との別れを惜しみながら帰っていった。

　ああいうことが好きな女子だから、今日のパーティーも、大阪もＳＮＳにアップされ、拡散されていくのだろう。

　店の繁盛より、大阪が人気になってますます店内に居座る客が増えてしまうことが気掛かりだ。

「片付けようか」

　大阪の声とともに片付け始める中、ふと肩が触れて振り向くと、そこには彼がいた。

「ごめんなさい」

「悪い」

　慌てて離れ、小夏は別のところの皿をまとめる。

　出来るだけ存在しないように振る舞いたいが、仕事となるとそれは難しい。

　大阪は身体も大きいから、うっかりするとぶつかることがよくある。それにいちいち期待しても意味がないのに、小夏は胸を高鳴らせていた。

「葵さん。こっちの方片付け終わってないから、先にお願いしていいかな」

「は、はい」

「それが終わったら、昼の用意頼む。ドリンク類の確認とアイスコーヒーの残量と」

「わかりました」

　急いで皿を片付けてから、小夏はぼんやりしているわけにはいかないと洗い場に皿を下げてカウンターに足を向けた。

　カウンターの中はジュース、アイスコーヒー、アイスティーのパックが普段はまだあるが、ほぼなくなりそうだ。すぐに補充しても、昼までには冷えないかもしれない。

　慌てて持ってきて冷蔵庫に入る限り補充し、氷の確認をする。こちらは沢山出来ているようだ。

　カウンター内に急いで用意して置きっぱなしになったジュースやアイスコーヒーのパックを片付け、丁寧に拭き掃除をする。

　普段よりも凝縮された忙しさに、小夏は息を吐いた。

　やはりパーティーをするにはデメリットもあるようだ。

「お疲れ様。昼は一斉に開始するから、それまでみんな休憩して」

　二宮社長が上機嫌に言う。どうやら成功だったらしい。

「初めてにしてはまずまずなのと、もう少し、店内を盛り上げてみてもいいかもな。それから、大阪は写真係」

　二宮社長がにやりとする。どうやら彼が今後の売り上げに大きく関わることを察したらしい。

「まあ、パーティーを増やすのもありだろう。さて、みんなで昼でも食べにいくか？」

　二宮社長が言うので、みんなはぎくりとした。さすがに昼まで一緒がいいとは思わない。

　すぐに空気を読んで、二宮社長は「じゃあ、一時間後に戻ってこいよ～」と手を振りながら退散していく。

　フットワークの軽い人だと思っていると、ふと二宮社長がすたすたと戻ってきた。

「そういえば、大阪と葵のコンビってまだ仕事で継続中だよな」

「そうですけど」

「このまま続けてくれないかな。他は見直してるところなんだけど、ふたりは息がぴったりみたいだから」

　思わず小夏は大阪を見つめた。

「私は別にやってもいいかと」

　小夏が言うと、大阪が慌てたように言った。

「じゃ、じゃあ俺も」

「来月のシフトから変則的になるから、その点もよろしく。大阪はもう少し、サービスして写真撮れよ？　笑顔が引きつってる」

　二宮社長が満面の笑みで言うので、小夏は苦笑した。

　そういう器用なことが出来たら、最初から彼はやっているだろう。

　そういうタイプじゃないことは、小夏が一番よく分かっている。

「お疲れ様でした」

　大阪は二宮社長に頭を下げると、小夏を見つめてきた。何かと思ってたじろいでしまうが、大阪は黙り込んだままだ。

「あの、どうかした？」

「……仕事大変かもしれないけど、頑張ろうな」

「うん。でも、大阪くんがいるから平気だよ」

「そうかな」

「頼りにしてるから。じゃあ、お昼食べにいくね」

　手を振って去ると、小夏はほっとした。

　余計な会話をすると甘えたくなるし、昔のように夜の約束でもするのかと期待してしまう。

　けれど、大阪がそんなことをするわけがないと、小夏は山木を誘って外に食べに出た。

　すでに煌々と光る太陽がまぶしすぎて目を細める小夏は、道を歩きながら、自分の心に大阪がまだいることに気が付かないフリをした。






　第三話






　大阪はぼんやりとしながら、ゆったりしたリビングの２ＤＫのマンションの一室で、夜を過ごしていた。窓から見える夜景を見ても、テレビを見ても、動画を見ても落ち着かない。

　時計を見れば、もう午後九時だった。

（ああ、この時間って葵さんとしてる時か）

　週に二回程度あった濃厚なセックスを大阪が忘れるわけもない。だからだろう。従順に従うメスのように可愛い反応を見せた小夏を想うと、ひとりで欲求不満になりそうだった。

　かつて、小夏の方から欲求不満で性欲処理に付き合ってほしいと打ち明けられたことを思い出すと、立場が逆になった気分で、心も身体もモヤモヤする。

　──小夏の代わりなんていないし、手ごろな女性なんて無理だ。

　それに、あの頃のことは忘れたくても忘れられそうにない。

　普段の仕事ぶりとは違って小夏が従順に反応し、たわわな胸はたっぷりと刺激をするほどに鋭敏に育った。

　もちろん、とろとろの蜜壺は蜜で溢れるばかり。

　妄想だけでも弾けそうだと、慌てて小夏のことを考えないようにする。

　正直なところ、元カノのことよりずっと考えていた。

　元カノはセックスもろくにしてくれなかったし、面倒くさいと言って先に眠ることも多かった。そのくせ、他の男とは沢山していたようだ。

　どこが悪かったのかは分からないが、小夏の反応を見る限り、痛いことをしていたとか、テクニック的に問題があったとかではないような気がした。

　単純に、好かれていなかったということだろう。

　その点でも、小夏の反応は恋人のそれと同じで嬉しくてたまらないものだ。

（なんとか、ならないかな）

　ぼんやり考えても、距離が縮まる気がしなかった。

　この前も、パーティーの片付けの喧騒の中で声を掛けようとしたが、驚いた顔をされたせいか、何も言えなかった。この後に食事に行こう、昼ごはんを一緒にと誘うつもりだったが、無理だったのだ。

　小夏を手酷く振ったのは自分だ。期待させてまた振るようなことなんてもう二度と出来ないし、勇気を出して告白することも出来そうにない。

　元カノのことをまだ好きだと言い切ってしまったのだから。

　頭の中が小夏のことでいっぱいになる大阪は、気持ちを切り替えようと二宮社長に電話をした。

　困った時は彼に相談するのが手っ取り早い。

　もちろん恋愛以外のこと、ビジネスなどの件でも進捗を確認したいからだ。

　スマホを鳴らすと、二宮社長はすぐに出てくれた。

「どうした、大阪」

「ああ、二宮社長すみません。忙しいですか？」

「いや、話ならなんでも聞くけれど？」

「ちょっと、その。カフェで気になる人がいて」

「ああ、葵さんでしょ？」

　言い当てられて、大阪はびくっと身体を震わせ、頬を真っ赤にした。

　なぜ気持ちがバレていたかと思うものの、二宮社長は従業員の性格も把握しているし、大阪のこともよく知っている。

　初めて会った立食パーティーの時も、「お互いに飲んでいる酒が一緒ですね」と声を掛けられたのだが、大阪は全く気がつかなかった。

　そこから話が弾んで大阪の計画している仕事の話に発展したのだ。

　そして良いビジネスパートナーでもある。

　密かに働かせてほしいという約束も守られているし、下手な敬語もなく、いち社員として扱ってくれるので助かっている。

　咳払いをして真面目に答えると、二宮社長はくくっと笑う。

「元カノと対照的な子だよな。仕事熱心だけど、男に免疫なさそうで」

「そう。そういうところもいい」

　照れながら大阪は頭を掻いた。そこまで言い当てられると何も言えない。

「それで？　深い話は訊かないけど、飲み会でも開こうか」

「そうしてほしい。前みたいにいきなり。気まぐれって感じで」

「分かった。でも、普通に告白しても断らないと思うけど」

　痛いところを突かれて大阪は顔を引きつらせた。

「……ちょっと、そこは色々あって」

「まあいいや。それは明日にでも。で、仕事の方だけど、俺の店でいいのかな」

　二宮社長の言葉に大阪は頷いた。働かせてもらってよく分かることだ。

　臨機応変な対応やお客様を思ってパーティーを開くこと、決して損をすることもなく、互いに楽しめる空間の提供など、二宮社長の考えは一貫している。

　行列が出来た際の待ち時間への対策だってしっかりと考えているし、二人一組、チームで接客することもいい案だった。

　チェーン店では当たり前にやっていることであるが、小さな店ではてんてこ舞いということも多い。その点でいえば着眼点が多岐にわたる二宮社長を選んでよかったと思う。

　そして、飲み会が多いのも、このご時世には珍しいが悪いことじゃない。

　飲み代は二宮社長持ちだし、強制じゃなかった。接客が苦手でも、コミュニケーションを学ぶにはいい機会だろう。不参加の人間を咎めることもない。

「まだ草案ですが、良い店が出来ると思ってます。ホテル内のカフェは活気がある方がいいですし、オシャレですからその点もクリアしています」

「ありがとう。着工はまだ先だっけ？」

「そうですね。でも、今度ホテル内に入る店舗の方と会議があります」

「忙しいけど、シフト平気か？　変更するけど」

「出来れば融通が利くと嬉しいです」

　大阪は顔をほころばせる。

　正直なところ、閉店までいるシフトはあまり気乗りしていない。

　今進めている事業のネット会議に参加できなくなるからだ。

　遅番へのシフト変更に問題はないが、時には休ませてもらわないといけないだろう。

「じゃあ、よろしくお願いします」

　大阪は頭を下げると、電話を切った。

　なんとか飲み会で小夏と話せることが出来ればと思うのだが、以前のように上手くいくか分からなかった。

　それに、今度はもう元カノのことを言ったらだめだ。

　小夏を想っているとしっかりと打ち明けないと、仕事でもギクシャクしてしまう。

　アプリを開くと、小夏の日記が更新されている。

　そっと見れば、お昼に食べたハンバーグのことだった。

　そういえば、と生理や排卵が始まらないかと確認するとそれも問題ない。

（俺、やばくないか）

　普通の男子なら確認しないことを隅から隅まで確認してから明日の飲み会で小夏にアタックするのだ。

　頭を抱えてしまうが、もうどうしようもない。

　それほどに、大阪の小夏への想いは深いものになっていた。





　◇◇◇






　その日の朝、小夏は少し遅れ、慌てて着替えてホールに出た。

　すると、二宮社長がみんなを集めているところだった。珍しいと思いつつ、小夏も人の輪に加わる。

「今日、仕事終わったら飲みに行かないか。来れるやつだけでいいぞ」

　すると、行ける、行けないと声が上がる。

　小夏は特に用事はなかったが、行こうか迷った。ふと大阪を見れば「俺参加します」と言っている。

　久しぶりに話が出来るかもと期待するものの、その先の関係がないと思うと、小夏は落ち込んだ。

「私、今日は遠慮します」

　思わず断ると、二宮社長が言う。

「葵さん、仕事で話があるから、今日は来てくれないか」

「あ、はい」

「来週から変則シフトだろ、その点の最終確認だから」

「分かりました」

　それだけ話したら帰ろうと決めるが、複雑な気持ちだった。

　以前は楽しかった飲み会だって、大阪を意識して不参加を選択している。山木と話していれば問題ないはずなのにと思うが、同じ空間にいたら自然と意識してしまう。あれ以来、仕事以外で口を利くのが怖かった。

　もしも身体の関係を結んでいなければ、普通に彼女になりたいとゆっくりと望んでいたら、今は恋人にだってなれていたかもしれないのに。

　傷心中だということにつけ込むのは卑怯だったのだ。

　ため息を吐きそうになると、ぽんと肩を叩かれた。誰かと思い顔を上げると大阪だった。

　いきなりで驚いて、しどろもどろになる。

「予定あったの？」

「う、うん」

「仕事のことで話ちゃんとした方がいいだろうと思って。これからふたりで変則シフトだろ。閉店作業も加わるから」

「でも、前に閉店までいたことあるから」

　笑ってごまかすと、大坂は心配そうに見つめてくる。

「明日、送るよ」

「いいよ。ひとりで帰れる」

　苦笑してかわそうとするものの、心臓はばくばくと鳴りだす。なぜそんなことを今言うのかと考えそうになって、逃げるように離れた。

　大阪は優しいけれど、その優しさが時々辛いと思うようになっていた。

　適当にあしらってくれればいいのに、そういう素振りを見せたことがない。

　山木と話をして気持ちを逸らそうとするが、大阪を見つめてしまう。

「小夏、まだ大阪くんのこと好きなら、飲み会でまたチャンス作ろうか？」

「いい、いいよ。仕事の話終わったら、帰るから」

　苦笑いをしてごまかすが、大阪の行動にまだ心臓が鳴り止まない。

　仕事が始まっても、大阪とふたりきりで接客にあたると目で追いかけてしまう。

　少し話しかけられただけだと言い聞かせても、「送るよ」なんて言われてしまうと、さすがに動揺してしまう。

　水をそろそろと客の待つテーブルに運ぶ間も上の空だ。

「あっ」

　ぼんやりしたせいで、運んでいた水を落としそうになる。

　するとすぐに大阪が支えてくれて、抱えられる恰好になった。

　久しぶりに感じる温もりに気が遠くなりそうだ。

「あ、ありがとう」

「どうかした？」

「ううん。ちょっと寝不足かな」

　適当なことを言ってごまかし、小夏は逃げるように水をサービスしに行く。

　接客にあたると、大阪目当ての女子はどんどん増えて、彼女らの視線は大阪に釘付けになった。

　最近は大阪目当ての客が増えるばかりだ。

　ＳＮＳで大阪のことを検索したことがあるが、ハッシュタグが付いていて、もはやアイドルのような扱いだった。

　写真も気楽に応じているし、接客態度も丁寧だからだろう。

　小夏がせかせかと動いている時も、大阪は辺りを見回して、効率よく皿を下げるところをテキパキと指示してくれる。大阪は水がないところや注文を聞いていないところもすべて覚えていた。指示を受けて小夏は水を運んだり、オーダーを取ったりと、忙しくしている。

　ひと息つこうとキャッシャーの方に向かうと、山木がレジの前でスタンプトカードを作っていた。スタンプが十個集まると五百円割引になるかなりお得なカードだ。

「疲れた。今日も忙しい。大阪くんの指示助かる」

「ここから見ても分かる。本当に彼、私たちより後からきた同じ年の後輩とは思えないよね」

「中途採用の社員って滅多に取らないのに、二宮社長は大阪くんのこと見抜いてたんだね」

「このままだと、チーフって肩書がついてもよさそう」

「そういえば言ってたね。まとめ役が欲しいって」

　山木と頷きながら話していると、大阪の視線を感じた。

　余計なおしゃべりは無用だと、手招きされる。

　けれど山木の言う通りなのだ。二宮社長は大阪が来る前にチーフが必要だろうとぼやいたことがある。まとまりのない人間達を誰かがまとめてくれたらいいな、と。

　大阪はまさに適任だ。

　もしかしたら、そのために二宮社長が引き抜いてきたのかもと思うほどだ。

　仕事に戻ると、大阪はくすりと笑った。

「話してる暇ないだろ？　厨房行って、出来上がったの順番に運んで。俺は皿を片付けるから」

「はい。それが終わったら、今度は水を回ったりして様子見でいい？」

「いいよ。俺は行列の具合を見ながら、案内するから」

　ふたりで作戦を立ててから各自仕事に戻ると、小夏は急いで出来上がったホットケーキを運びだした。

　そして脳裏によぎる、大阪がチーフになったらということがどこか現実的で嬉しく思う。

　彼がみんなをまとめてくれたら、もっと働きやすくなると思うし、忙しくなって今までのわだかまりを解消するきっかけにもなるかもしれない。

　それからせかせかと動き回っていると、時間はあっという間に過ぎて仕事の時間は終わった。

　二宮社長が言っていたように、夜は飲み会だ。

　三軒隣の居酒屋にいつものように入ると、小夏は二宮社長のもとに向かう。

　そこには大阪もいて、小夏は胸をどくんと鳴らした。

「ふたりともお疲れ様。とりあえず酒でも飲もうか」

　二宮社長がすぐにビールを頼む一方、小夏はすぐ隣に大阪がいて肩を竦めた。

　まさかこんな形で一緒に飲むなんて思っていなかったからだ。

　二宮社長を向かいにし、大阪と隣同士で飲むなんて。

　ビールが運ばれてくると、すぐにグラスを手にして乾杯した。

「お疲れ様。ところでシフトのことだけど問題ないか？」

「俺は時々、都合が悪い日があります」

「私は大丈夫です」

「あ、そう。じゃあ、都合が悪い日は教えて。それだけ。じゃあ、俺、他のやつにも声掛けてくるから」

　そう言って二宮社長が立ち上がると、小夏は唖然とした。

　これはただの確認というだけで、仕事の話でもなんでもない。困ってしまい思わずビールを飲むと大阪が苦笑した。

「あのさ。少し飲んで帰らないか」

「あ……、うん」

　隣同士で体温を感じて、小夏は俯いた。

　予想外の展開に戸惑うばかりだし、お酒なんて飲んだら以前の行為が甦り、変なことを口走りそうで怖くなる。

「今って、葵さん彼氏いるの？」

「え？」

　いきなり訊かれて、小夏は目を点にする。

　ぐびぐびと飲んで、大阪の問いに深い意味はないのだと言い聞かせた。

「いません」

「あのさ、この隣のカフェに行くの好き？　山木さんとふたりで」

「手っ取り早いから。あ、あの、なんでそれを」

　言いかけて、小夏は赤面した。

　勝手にダウンロードしたアプリを大阪は消去していないようだ。小夏の日記を見ているらしい。アプリを消去する操作は簡単だから、今ここで消すことだって出来る。

　けれど、なぜ消さないのだろうという疑問が湧いてそこから期待が膨らんだ。

「あの、アプリ消してないの？」

「あ、いや、その……日記、見ちゃいけなかったかな」

「それは、いいんだけど……」

　頬を染めながら、なんとか話を逸らそうと思った。

　大阪は反応を楽しむためにけしかけているのだろうし、くだらない日記を見てちょこちょこ質問してみたいのだろう。

「あの、今度ふたりでそのカフェ行かないか」

「えっ……」

「山木さんも一緒でいいから」

　心臓が飛び出しそうだった。期待するなと言い聞かせているのに、なぜか大阪は揺さぶるようなことばかり言う。

　カフェに三人で行ったところで、山木はすぐに退散するに決まっている。そうしたら、ふたりきりになってしまうではないか。想像できないほど、大阪は鈍いわけじゃない。

「ハンバーグ、好き？　あの日記見てると、毎日食べてる」

　小夏は凍りついた。

　なぜ日記を毎日見ているのだろう。もちろん、削除しなかった小夏も悪いだろう。

　大阪が気にかけるとも思わず、好き勝手書いていたのも、もちろん一因だ。

　だが、ここで素直にハンバーグが好きです、とそう答えるべきか悩んでしまう。

「あ、ごめん。気持ち悪いな」

「ちがっ。違うの。見てるとは思わなかったから。ハンバーグ好きで、つい食べちゃうの」

「あ、そうなんだ。あの店が好きってわけじゃなくて？」

「そう、あの店も好きなんだけど、ハンバーグが好きで」

　小夏は息継ぎも忘れて必死に話していた。

　好き勝手書いていたから、ハンバーグの焼き加減が絶妙だとか、柔らかくて美味しいとか、新商品が出たとか、呑気に書いていた。好きなソースはデミグラスソースで、あの店はじっくり煮込んでいるみたいだ、とかひとり幸せをかみしめて書いていたのだ。

「あの、アプリは消してもいいんだよ？」

「それもそうなんだけど、消すのもさ」

　頭をポリポリ掻いて恥ずかしそうな顔をするので、小夏はどきっと胸を鳴らす。

　期待させないでほしいと思いながら、お酒を飲んでいくと頬が染まっていった。

　知らないうちに、周りには人がいなくなっている。

「葵さん、俺のこと嫌い？」

「えっ」

「嫌いになった？」

　顔を覗かれて訊かれて、息が詰まる。どう答えたらいいのかさっぱり分からない。

　本音を言えばまだ好きだし、もう一度、あの悦楽の関係に溺れたい。

　彼女じゃなくて、そういう関係でいいから復縁したいと思う。けれど、彼女となると話は別だ。今みたいにお互いに気持ちをさらけ出すことに小夏は慣れていなかった。

　好きな人に好きと伝えたり、甘えてみたり、彼氏だから大胆になれるタイプではないみたいで、むしろ適当に扱われる方がいい感じがして不思議だ。

「嫌いじゃないけど」

　もじもじしながら言うと、大阪はさらに身体をくっつけてくる。

　誰かに見つかったら大変だと慌てて身体を離すと耳元で囁かれた。

「このまましたいって言ったら？」

「え……」

「葵さんのこと忘れられなくて、好きになってるって言ったら？　毎日忘れられなくて後悔してる」

　息をするのを忘れそうになる。

　彼は何を言っているのだろうと、目を瞬かせた。遊びで言っているのかと懸命に考えるが、大阪はそういうことが出来るタイプじゃない。

　あの過ちが始まった晩の後だって、土下座してきたのだ。

　こんな風にからかう人じゃない。

　小夏は緊張して酒を煽った。自分を想ってくれているのは嬉しいが、返事が思いつかない。

　大阪は今や客のアイドルだ。少しＳＮＳで検索すれば彼の笑顔が現れるほど。

　そんな人から好かれていいわけがない。

「ご、ごめんなさい。私、自信ない」

「そう言うかなって思ってた。でも、教えてくれたよね。俺に触れてないと欲求不満になるって。その後、どうやって解決してたのかな」

　小夏は言葉を詰まらせる。

　結局あれ以来、ひとり自慰行為をしてなんとか気を紛らわせているものの、仕事中に大阪に触れられる方がずっと刺激が強くて、自慰もやめた。

　一緒にいる空間と触れ合いの方がなにより満たされている。小夏の中でますます大阪への想いが恋愛感情に変化していっているのを実感するばかりだし、ただ一緒にいるだけでも幸せだった。同じ空気を吸ったり、指示を受けて仕事をこなしたりしているだけでも充分だ。

「あの、私」

　小夏は俯いて視線を逸らした。

　きっと大阪はあの頃の小夏をただの変態としか認識していないのだろう。弱みを握られているような気分だ。

「ふたりで外に出ないか」

　小夏は首を横に振った。

　刺激が強すぎると思ったし、久しぶりに体温を感じて気持ちが昂っている。

　この後の展開が透けて見えるようで、心臓が口から飛び出してきそうだ。

　ぐいっと手を引かれ、小夏はよろけるように立ち上がる。

　大阪は二宮社長に挨拶もせずにさっさと店を出ていくと、小夏も足をよろめかせながら後についていった。

　どこに行くのだろうと思えば、店だ。

　施錠してあって入れないはずだと思っていたら、大阪が鍵を取り出した。

「俺、鍵任されてるんだ」

　そのまま開けると、小夏の胸は期待からか、ばくばくと鳴っていた。

　店内に入ると、蒸し暑くなっていた。すぐにクーラーを入れる大阪の後を、小夏はついて歩く。

　ホールまで向かいすっと足を止める彼は、小夏の方に向き直った。

「テーブルに手、ついて」

「あ……」

　以前のような関係が戻るかも、そんな期待を抱いてしまうと、小夏はおろおろしながらも近くにあったテーブルに手をついていた。潤んだ瞳で振り返ると、スカートを捲られて下着を降ろされる。指が秘丘を往復し始め、蜜がじゅわっと溢れた。

「ふあっあぁあ」

「どこまでしてほしい？」

「だ、だめ……お店……よ？」

「以前はどこでもセックスしたろう？」

　小夏は首を振った。

　大阪が快楽のままに好き勝手に蹂躙してくれるのは嬉しい。けれど、店には彼を求めてくる女性客だっている。そんな場所でできるほど小夏はまだ特別でもなんでもないのだ。

　もっと、別の場所でと目で訴えた。

「葵さん。明日思い出しそうだね」

「あぁ……あぁっ」

　蜜壺に指を突き入れられて、身体が震えて悦んでしまう。

　ずっと我慢していたことだから余計だ。節のある長い指が蜜壺をめちゃくちゃにしていく。内壁をこすられて、またひくぅっと身体が震えた。

　たらりと蜜が溢れてきて、小夏は理性を失った。

「あっあぁっ」

「また……好きって言わせたいな」

　小夏は獣のように喘いでいた。理性的な言葉を使えないほどの快楽に小夏はおかしくなっていて、告白めいたことなんて出来そうにない。

　指が増やされて、蜜壺は少し窮屈になるものの、抜き差しされるたびにじゅぷじゅぷと水音が立つ。小夏は腰を揺らして応じ、潤んだ目で訴えていた。

　すると、後ろから胸を鷲掴みされて、着ていた服を剥ぎ取られる。

　店内で半裸にされると、身体中が粟立ってぞくりとした。

「あっ……外から……見えちゃ……」

「人陰程度だよ」

　ちらりと目をやれば、薄い日よけのカーテンが引いてある。けれど、明らかに店内に誰かいるのは分かるし、その動きが普通じゃないと思われそうだ。

　店内を覗くものはいないだろうし、壁の陰になって見えにくいものの、こちらから外は見えている。小夏の卑猥な影だって丸見えのはずだ。

「あっ……大阪くぅ……」

「締まってる。外を意識してるんだね。葵さん、少し触れただけで蜜がたっぷりだ。だいぶ俺に慣れたね。身体は俺に反応してる」

　大阪が嬉しそうに興奮していると思った。

　前は小夏の身体を好きにしている時、そんな風に口に出して言うことはなかったけれど、今の彼は自分の反応を愛おしいように感じてくれている。

　けれど、小夏にとってはそのどれもが戸惑いだらけだ。

　膨らみの先端をこりこりと捏ねられると、身体がのけぞった。

　大阪が満足げに吐息を漏らす。

「右が弱い。そして、膣はたっぷり犯してあげないといけなかった。葵さんが悦ぶ方法なら、もう身体が覚えてる。場所は非常識なところほどいい。だから、今日はここが一番いいってことも分かってる」

「だめ……私、前の関係が欲しくなって……、元の関係に……仕事仲間に戻れなくなるの、いや」

「彼女になってほしいな」

　小夏は首を振った。

　彼女なんて綺麗な存在になれそうにない。適当にポイ捨てされるような関係じゃないと、小夏はどうしたらいいのか分からないのだ。

　まともな恋をしたことがないせいだろう。

　この日は遊んだだけだと言われた方が、心臓に優しい。真剣に付き合いたいと言われると、逃げ出したくなる。ましてや、相手は大坂だ。

「葵さん。身体は俺が開発した。もう他の男じゃ無理だよ」

「分かってる……けど」

　喘ぎながら、小夏は彼女にはなれそうにないと訴える。すると蜜壺に入っていた指が引き抜かれて、小夏はほっとした。

　けれど、スラックスから雄々しくそそり立つ熱が引き抜かれて、蜜口にあてがわれた。

　そのままゆっくりと挿入される。

「あっあぁあ！」

「今日は安全日、だよ」

　小夏は目の前が真っ白になりそうだった。

　自らの欲求を満たすために入れたアプリが、まさか大阪の気持ちを満たしていっていたなんて。

「だ、だめっ」

「そう言って、引き下がると思う？　俺が煩悩のない男に見えた？」

　小夏は初めて、大阪の野獣のような面を見た気がした。

　無邪気にアプリをインストールして近づいたつもりになっていたのは、子供のおままごとだ。大阪の方が、ずっと大人で、強引な男性だった。

「葵さん。俺だって手に入れたいものがあったら、なんでもする時があるよ」

　ズンと貫かれて小夏は喘いだ。息が詰まるほど奥まで貫かれて、久しぶりに感じる生々しい感触に最奥では子宮が早速悦びを覚え始める。

「あっあぁああ！　奥まで、いっぱいっ」

「葵さん、俺のこと好きなんだよね」

　小夏は頷いた。その気持ちは間違いない。けれど、まだ彼女になる勇気はなかった。

　大阪はきっとその辺は経験値が豊富だから、じれったい上にもどかしいのだろう。

　最奥では熱が往復して、小夏が求めていたものを与えてくれているような感動すらあった。

　けれど、心の奥底では複雑でもある。

　今まで同僚としてしか見てくれなかったのに、突然身体の関係を持つなんてどうしたのだろう。以前と全く同じだ。本当に好きなのだろうか。

　そう思うと、膣壁がきゅっと締まった。

「だめ……もう……くらくらする」

「葵さん、奥で絡んでくる。そろそろイキそうだろう？」

　勝手に腰が揺れて、小夏は空中をぼんやり見つめた。腰を持たれて強引に貫かれているのに、身体も心も喜んでいる。ただ気持ちの奥底だけが戸惑いに満ちていた。

「あっあぁっ！」

　小夏があれこれ考えられなくなっていると、刹那、大阪の熱が膨張して突き上げてきた。

「ふあっ！」

　大阪の吐息が荒くなり、苦しそうにしている。

　小夏も腰を使い受け入れるように揺らした。そして互いに絶頂を迎えようとした瞬間。

「あっあぁああ！」

　葵の声がホールに響いた。

　同時に、白濁がたっぷりと体内に注がれていく。

　猛りはどくどくと脈打ちながら、しばらく小夏の中で精を吐き出し続けた。

　引き抜かれると、大阪はすぐにティッシュを取りに行き、後始末をする。

　小夏はがっくりとテーブルに身を預けて息を整えながら、ようやく現状を理解した。

（どう、しよう）

　後戻り出来ない状況だと実感する。

　足を伝い落ちてきた精を感じて、小夏が慌ててしゃがむと大阪は丁寧に拭ってくれた。

「後悔させない。気持ちの確認もした。葵さん、俺じゃだめかな」

　大阪は自分の服を整えながら、小夏にも服を着せてくれる。

　脱ぎ捨てられていたＴシャツを拾って着せてもらっても、小夏の考えは変わらなかった。

「私、彼女なんて無理です」

「なんで」

「前のような関係なら戻りたい」

「そんなのダメだろ。俺は、ちゃんと付き合って関係を深めたい」

「そういうの慣れなくて」

　大阪からの好意を受け、ぞわぞわしていつも以上に身体が鋭敏になっているのを感じた。

　でも、他に好きな人が出来たとか嫌いになったとか言われたら？

　小夏にとってその時が最大の絶望の瞬間だ。その時が来そうで怖くて、彼女になんてなれそうにない。

　服を丁寧に整えると、小夏は頭を下げた。

「時々、こんな風にしてくれればいいんです」

「そういうつもりでしたんじゃない！」

「わ、わたし。きっと変だから。だから、そういう扱いでいいんです」

「だから、俺はそれも含めて好きだって言ってるんだよ」

「すみません。お疲れ様でした」

　小夏は頭を下げると、逃げるように店を後にした。

　強引に精を注がれて、まだ動揺している。結婚を誓った仲ではないし、付き合っているわけでもない。でも大阪が真剣に付き合いたいと言ってくれているのは理解した。

　けれど、小夏の頭の中はぐちゃぐちゃだ。

　小夏への扱いはまずは身体からというものだ。本気で好きだなんて思っているのか、という疑念が拭えないのもあるし、大阪と不釣り合いで自信だってない。

　彼の傷が癒える手伝いをしただけで満足だったのか、それ以上を望んでいたのかは、自分でもまだよくわからないのだ。

　大阪みたいな人の彼女になったらどんな振る舞いをすればいいのだろう？　と悩んでしまう。

　心の奥底の不安のようなものは、きっとそれだろう。期待してしまうのは、ほんの少しだが、恋人同士のようにデートがしてみたい、という願望があるせいだろう。

　けれど、緊張してそれすら断るような気がする。

　ダメ過ぎて自己嫌悪になる。

　少し頭を冷やそうと、開いているカフェに飛び込んだ。窓際のカウンター席に座って、コーヒーを頼み、小夏は慌てたように飲んだ。

　まだ腹の奥がじんじんしたのを感じて、しばらくは忘れられそうにない。

　思わず幸せな妄想が頭をよぎった。

（付き合っても……いいのかな）

　お互いの関係がギクシャクしないならと勇気を出しつつ、スマホを手にした。

　先ほどは逃げてしまったが、少しだけ返事を待ってほしいと告げてもいいかもしれない。

　けれど、電話をする勇気はなくて、ＬＩＮＥでメッセージを作った。送信する勇気がなくスマホを握りしめる。

　もじもじしていると、目の前を大阪が通った。慌てていると、大阪は知らない女性と話しだす。

（だれ……？）

　モデルのような黒髪美人の女性が大阪と親しげに話しだした。仕事仲間ではないから、プライベートな知り合いだろう。じっと見ていると、女性は大阪へのボディータッチが多かった。

　大阪も女性に触れたりすることが多く、そのままふたりはどこかへ行く。身を乗り出して見ていると、斜め向かいの居酒屋へ消えた。

（私とあんなことあったのに、別の女性とすぐ飲めるの？）

　気になってコーヒーを飲み干すと、小夏は彼を追うように店を出ていた。

　後を追うべきか迷っていると、女性と大阪が先の居酒屋から出てくる。さっき入ったばかりだからと過信したせいか、鉢合わせしそうになった小夏は、すぐに人陰に隠れた。

「悠馬。もう少し雰囲気いいところで飲もう？」

「いいけど」

　その言葉にどきっとした。

　大阪の名前を気安く呼ぶ者は職場の人間にはいない。プライベートの仲の良い友達だろうと思うが、それにしてはボディータッチが多くて肩をすり寄せるように歩くので気になってしまう。

　大阪も嫌がる様子がなく、しれっとした態度だ。

「とりあえず、ホテルでも行くか」

（ホテル！）

　どうしてそうなるのかと思って、眩暈がした。

　もう少し話を聞かないといけないと思って耳を澄ましていると、女性が言った。

「私の代わりの彼女出来た？」

「出来るわけないだろ」

「だよね。私のこと大好きだったからね」

　小夏は聞いていられなくて、肩を落としてふたりとは逆に歩きだした。駅とも反対であてもなく歩くという感じだ。

　やはり、大阪は小夏の想いを利用しているだけだった。

　遊びはしないと思っていたけれど、アラサー男子がそこまで真面目になれるはずもないのだ。それに、何度も身体の関係を軽々しく持ったのだ。

　今さら普通に付き合う方が難しいかもしれない。

　ひとり真剣に恋人になろうと悩んだことがバカらしいと思えてきた。

　心の奥底にあったもやもやが、嫌な予感が的中したことで大きくなり、苦しくてたまらない。

　とぼとぼと歩いていると、知らないうちにかなり歩いてしまっていて、小夏は慌てて引き返した。さすがにもうあのふたりもホテルに到着して仲良くしている頃だろう。

　じわりと涙をにじませて駅に向かい歩く最中、小夏は今夜の店での情事を思い出す。

（責任なんて、取るつもりもないんだろうな）

　どうしようと思いながら腹を擦るが、もう後の祭りで小夏は大阪を問い詰める勇気もなかった。





　◇◇◇






「悠馬。もう帰るの～？」

「帰る」

「ホテルって言うから、私に未練あるのかと思ったのに、ラウンジでお茶だけ？」

「そっちこそ、新しい彼氏いるんだろ？　俺に興味ないって言ったくせに、いいのか？」

　大阪はむっとして、足を組んだ。

　ホテルのラウンジに残る客は残り二組程度で、閉店を待つのみという状況だった。

　その中で、どの客ものんびり話をしていて、時間を忘れている様子が窺える。

　けれど大阪だけは、時計で十時近いことを確認すると、さっさと帰りたいとばかりにため息を吐いていた。

　居酒屋で良いと思って入ったものの、満席でそそくさと退散した。そこまではよかったのだが、元カノの佳か奈な美みが奢ってとしつこく言ってくるので、結局ホテルのバーに行こうと告げた。

　だが、ホテルに行ったところを誰かに見られたら大変だと気が付き、慌ててラウンジでとどまることにしたのだ。それに、佳奈美にお金を使う必要はもうない。

　以前は振り向いてほしくて派手に使っていたが、今は小夏がいる。

　佳奈美のわがままに付き合ってブランド物を買い与える必要はないし、プライベートビーチに連れていって満足させてやることもない。

「お酒飲まない？」

「そろそろ閉店だ。紅茶を飲んで帰るぞ」

「私のこと好きなんでしょ？」

「もう好きじゃない」

　大阪はじろっと睨んで佳奈美を威嚇した。調子に乗るとラウンジでもいくらでも粘って好き勝手言い出すから怖い女なのだ。

　小夏と出会って、佳奈美に執着していたことに気が付かされた。振り向いてくれないから躍起になって、そして身を滅ぼしていたことに。

「今の彼、つまらないし、ちょっと時間もあるから今日しない？」

「帰るぞ」

　立ち上がると佳奈美が「えええ～？」と駄々をこねる。

　今なら分かるが、佳奈美は付き合っている男性を本気で好きになっているように思えない。乗り換えた彼にだって、きっと大阪の悪い部分をたっぷり言ってその気にさせただろう。

　けれど、結局飽きてもう大阪のところに戻ろうとしている。

　大阪のところというより、金銭目当てで大阪とよりを戻したいというところだろうが。

「じゃあ、俺は先に帰る。もう二度と来るなよ」

　ローテーブルに叩き付けるように一万円札を置くと、大阪はさっさとラウンジを後にした。

「ふふ。怒ってるの？　あのね、お金が欲しいわけじゃないの。よりを戻したいだけなの」

「俺はもう二度と嫌だ。顔も見たくない」

　はっきり言い切ると、大阪は速足でホテルを出ると念のために辺りを窺う。

　小夏、そしてバイトの人間が近くにいたら大変だ。

　誰もいないことを確認して駅に向かうと途中、大阪は肩の荷が下りた気分になって深いため息を吐いていた。






　第四話






　いつものようにホットケーキカフェ『アンティ』は満席だ。中でも人気者の大阪はカメラで隠し撮りされるなど、日に日にファンが増えていた。

　バイトの子の噂では、ＳＮＳで拡散されてファンが増え続けているとのこと。

　店の目当てがホットケーキではなく、大阪が見たいから来るなんて子もいるようだ。

　二宮社長も知っているそうだが、小夏には複雑だった。

　あの日、強引に関係を結んだ店内は甘い香りでたっぷり包まれていて、ふたりの残り香なんて想像も出来ない。

　あれから一週間経っているが、身体に異変はない。というか、異変があったら大変だし、どうしたらいいのか分からない。

　妊娠した時身体に何が起こるのかネットで検索する日々で、落ち着かない毎日だった。

　大阪のことは諦めきれずに好きだし、仕事中に身体が触れるだけでも緊張して頬を染めている。

　でも、一週間前のあの日、あの行為だけはどうしても納得出来ていない。

　そして、すぐに元カノとホテルに行ったことも、許せないことのひとつだった。

　思い出すとむかむかしてきて、仕事どころではなくなりそうだが、気持ちを必死に切り替えて水をサービスしに店内を歩きまわる。

　動いていればいずれ忘れると思って、空いたグラスに水を注ぐ。

　ふとそのテーブルを見れば、あの晩に強引に身体を繋ぐことになったテーブルだった。

　卑猥に喘ぐ自分を妄想してしまい、頬がカッと熱くなって何も考えられなくなる。

　そして自らを獰猛に突き上げているのは、大阪。今フロアで注目を浴びている彼だ。

　大阪から告白された直後だった。

　正真正銘、心も身体もひとつに繋がった場所──。

　恥ずかしくなって手を滑らせてコップを落とすと、コップが床に転がった。

「あっ。申し訳ございません！」

　幸いコップはプラスチック製で割れる心配はなかったが、中の水は飛び散っていた。

　客にかかっていないか確かめると、スカートに少し跳ねている。

「スカートが」

　ぼやくと、大阪がすぐに来た。

「申し訳ございません。すぐに拭きますので」

　彼がモップで一面すぐに綺麗にしてしまうのを見て、小夏は赤面した。

　彼との行為を思い出してコップを落としたことがバレたらと、緊張して立ち尽くしてしまいそうになるが、どうにか堪えて落ちたコップを拾い、洗い場に持っていく。

　新しい水を入れて運ぶ頃には、大阪が床を綺麗に拭き上げてくれて、スカートに水が跳ねたことを謝罪していた。

「申し訳ございません」

　大阪が頭を下げると、むしろ女性の方が赤面してペコペコ頭を下げた。

「い、いえいえ！」

「スカートに少し跳ねたのですが、水ですから痕にはならないかと思います」

　大阪が真面目な顔で言うので、小夏までどきりとする。

　こんな顔を普段は見せるのに、あの時はまるで別人みたいだったと改めて思わされる。

　理性がなくて、男がむき出しになっているような状態だった。

　思い出して顔を真っ赤にさせていると、大阪がちらりと小夏を見てきた。

「葵さん、どうかした？」

「いえ、なにも。お客様。本当に申し訳ございませんでした」

　大阪に構わず頭を下げながら、小夏は少しだけ特別な気分を味わってしまっていた。少なくともここに来ている客よりは、大阪にとって小夏は身近な存在だ。

　だからといって優越感を感じるというわけではないが、引け目を感じたり、自分に自信がないと思ったりすることも少しずつ減ってくるかもしれない。

　客が納得してくれたので、小夏たちは少し離れてふたりで入り口付近に立った。

　大阪は少し足を開いて、メニューを小脇に抱えた。

　足が長いので、男らしい恰好がとても様になる。そういう恰好を小夏も何度も脳裏に焼き付けて憧れていた。客の憧れはよく分かるのだ。

「ごめん。あの日のことだろ？」

「うん。分かりやすくて、ごめんなさい」

「あのさ。身体に異変があれば言えよ。俺がなんであんなことしたのか、ちゃんと考えろよ？　酷いことしたいわけじゃなくて、小夏に拒否されてやけくそで」

　突然名前で呼ばれて、小夏は頬を真っ赤に染めた。

　本当にあの晩から大阪の態度はおかしくて、好かれていると錯覚して誤解してしまいそうだ。

「私より、元カノとちゃんと付き合いなおした方が」

「なんで元カノと？」

　大阪は首を傾げてから、顔を引き攣らせる。

　小夏は口を開けて説明しようとした。あの晩のこと、そしてその一部始終を見ていたことを。

　すると大阪は「ごめん」と小さな声で言ってきた。

「見てた？」

「すぐに帰れなくてカフェに寄ったら、大阪くんと女性が居酒屋に入ったから。様子見ようと思ってついて行こうとしたら、店を出てホテルに行くって話が聞こえてきて」

　大阪が項垂れて頭を抱えた。

　小夏だって同じだ。あの日の衝撃は今だって忘れない。

　好きだってアピールしてくれるのは嬉しいが、結局元カノとよりを戻したいならそちらを優先してほしいし、小夏は一緒に働くだけで充分だ。

「あのさ」

　大阪は何か決めたように顔を上げると、小夏をちらりと見てから目を合わさないで言った。小夏は見上げるようにしながら、そんな彼をじっと見つめる。

　高い鼻梁と鋭い目に、思わず見惚れそうだった。

「あの後、ふたりでホテルのラウンジに行ったって言ったら信じてくれるか？」

「ラウンジ？」

「俺、元カノとやり直したいなんて思ってないんだよ。あいつ、今付き合ってる彼氏にちょっと飽きたみたいでさ。それで俺のところに来たんだ。だから、俺もお茶だけ飲んで追い返した」

「ほんとに？」

　小夏は胸を静かにときめかせながら訊いた。

　あの晩は結局眠れずに朝方少しだけ眠って、睡眠不足のまま仕事をしたのを覚えている。

　遊ばれているのに割り切れない想いと、酷いことをされたと裏切られたような気持ち。

　もう少し大事にされたいと思っても、言い出せないもどかしさだってあった。

　小夏は彼女でもなく、単純に身体の関係で繋がっているだけだと言い聞かせて、なんとか気持ちを落ち着かせるしかなかった。

　大阪から好きだと言われても浮かれるなと必死で気持ちに蓋をした。

　お互いの関係の始まりが身体からのせいで、どこから恋愛が始まったのか分からないというのもある。とくに大阪は小夏に対して、最初から尽くすような行為が多く、誤解してはいけないと何度も言い聞かせていた。

　好きという甘い言葉の媚薬を飲まされて勘違いしているだけだと繰り返し、明け方になって気持ちも落ち着いてくるとようやく眠れた。

　けれど、結局好意はむくっと膨れて、ついに今日はテーブルを前にあの日の行為を思い出してしまい、水をひっくり返してしまった。

　大阪は元カノとはなんでもないと言っているし、その言葉は嘘じゃないだろう。

　彼が嘘を吐いたことはないし、そういう真面目な人間だから小夏だって好きになっている。

　そんな彼が自分を前にすると理性を保てないのだと思うと、余計に恋心に火が灯ってしまうわけで。

「あの、私のこと本当に？」

　好き？　とはさすがに言えず、上目で訊いた。

　店内には客がいて、聞き耳を立てているかもしれない。

「うん、そうだよ。それ以外にあり得ないだろ。大事にするから、こんなところで言わせないでくれ」

「あの……」

　店内を見回して、小夏は赤面した。

　まだ仕事は残っているし、小夏は少なくとも普通の女子じゃない。

　大阪に対して執着しているところもあるし、付き合ったらそんな煩わしい性格が災いして、嫌われるかもしれない。恋をまともにしていないから、大阪とバランスが取れないかもしれないという不安だってある。

「とりあえず、仕事終わらせないか？　この話聞かれたくない」

「分かった。じゃあ、空いたお皿下げてくるね」

　そう言って、店内を歩き、空いたお皿を一枚一枚集めて洗い場に持っていく。

　大阪も水を配り歩いたり、皿を下げたりして忙しくした。店内の回転率を上げるために皿を積極的に下げて新しい客を入れていく。

　小夏も注文を取ったりして一生懸命動いた。

　そして、時間が来て遅番の人間に後を任せるとロッカールームで着替えを済ませて、裏口で待ち合わせた。

　ロッカールームで小夏は汗を拭いて、少しでも化粧直しが出来ないかとポーチを広げて肌や唇を整えた。着替えを終えてロッカールームから出て、裏口を出ると大阪が手をひらひらさせながら、待っていた。

「どこか行こう」

「あの……もう一度訊いてもいい？」

「なにを？」

「私のこと、好き？」

「そう。好きだよ」

　小夏は頬を覆って俯いた。

　信じられない思いでいると、頭をふわふわ撫でられる。

　ひとつに束ねただけの髪の毛が少し崩れて、小夏は上目で見つめた。

「付き合ってくれる？」

「……うん」

　恥ずかしさでいっぱいだが、元カノとの縁も切ったと聞いて、小夏も自分の想いと向き合ってなんとか返事が出来た。

　今ここで断れば、きっと後悔するだろう。

　小夏がにこりと微笑むと、大阪は手をすっと取って指を絡めて繋いでくる。

「じゃあ、俺の部屋に来る？」

「今から？」

　驚いて目を見開くと大阪は顔を背けてボソッと言った。

「だって、付き合ってるだろ」

「あの、そうだけど」

　もじもじしながら小夏もあの晩を思い出して身体が火照りだす。

　関係がより深くなったら、大阪だってあの晩のように手加減なんてしないはずだ。

　それどころか、より一層──。

（想像が追いつかないっ）

　頬を真っ赤にして妄想しているうちに、小夏は煩悩に塗れてしまう。

「来たくない？」

「……行く」

　小声で言うと、大阪は手を引いて歩いてくれた。

「先に何か食べないか？　いつも……その……してばかりだから」

「うん。じゃあ、ハンバーグ」

　小夏が笑みを見せると大阪は嬉しそうに笑った。

　隣にあるカフェに入ると、ふたりで向かい合わせに椅子に座って、メニューをふたりで顔を突き合わせて見つめた。

　小夏は以前から美味しさをリポートしている、デミグラスソースたっぷりのハンバーグだ。大阪はチーズ入りハンバーグに決めたようだ。

「大阪くん、足りる？」

「小夏は？」

「名前……で呼ぶの早くないかな」

「そんなことないだろ」

（大阪くん……下の名前なんだっけ）

　ぼんやり考えていると、大阪がくすっと笑い、小夏のおでこを突いた。

「俺の名前忘れたんだろ？　悠馬だよ」

「あっ！　悠馬だ。自己紹介以来だから」

「呼んで」

　甘えて言われて、小夏はもじもじしながら姿勢を正し、息を思い切り吸った。

　男性の名前を呼ぶのは初めてだ。

「ゆ、ゆう、ま」

「え？　そんなぎこちなく？」

　大阪に──悠馬に苦笑され、小夏は赤面した。恋の経験値がないことがバレバレだ。

　なんとか言い直そうかと思ったが、二度目はしばらく時間を置いてからにしたい。

　上目で見つめて、必死に言い訳を考える。

「初めてで！　私、まともに付き合ったことないって言ったでしょ？」

「あ、そうだった」

　思い出すのが遅いと思いつつ、念仏のように「ゆうま、ゆうま」と練習のために唱える。

　目の前で悠馬がくすくすと笑っていて、恥ずかしい。

　上手く言えなくてもどかしいのだ。すらすらと言えれば良いが、本人を前にすると緊張して舌が回らない。

　それでなくても、彼は憧れだ。それに身体のことだって知り尽くされている仲だ。

　上目で気にしつつ、手をもじもじさせながら、もう一度「ゆうま」と言ってみる。

「なに？」

「練習！　練習で。ごめんなさい。というか、話は変わるけど……あの、あれからアプリ消さなかったでしょ？　どうして？」

「うーん。最初はなんとなく。けど、ぼんやり見てるうちに、新鮮になってきた。女の子の生活を垣間見てる感じがしたし、消す消さないは自由みたいだったから。なんか、気になって消せなくなって」

「もうそこで、好きに……なってたの？」

　おずおずと訊くと、悠馬はうーんと首を傾げる。

　違うのかと緊張して答えを待つと、彼は恥ずかしそうに頬を赤らめた。そして顔を逸らして、腕組みをすると、もじもじしながら言い出す。

「好き……になってた。でも好奇心が先というか、独占欲もあったし。なんか、いけないことしてるみたいで止められなくて」

　いきなり告白されて目を点にしつつ、結果オーライだと小夏はくすくすと笑った。

　傷心の悠馬を想うと止められず、彼の気持ちが気になって仕方なかった。自分を少しでもアピールしたくてたまらない時でもあり、なんとか視界に入れればと試行錯誤していたのが、ちゃんと実を結んでくれたのは、たまらなく嬉しく感じる。

　とはいえ、引かれていたような気もしていたし、上手く出来てない実感はあった。

　ふたりの前にハンバーグが運ばれてくると、顔を見合わせてからナイフとフォークを手に持った。好きな人の前で食べるとなると緊張してぎこちなくなるが、フォークを丁寧に使いながら口に運ぶ。

「美味しい。やっぱりここのハンバーグが一番なの」

「そう。他の店も連れていくよ」

「うん。ありがとう」

　思わず微笑むと、悠馬は小夏に熱っぽい視線を送ってくる。何度か感じていた視線から顔を逸らしハンバーグを頬張っていると、すぐになくなって小夏は慌てた。

　美味しかったとナイフとフォークを置いて「ごちそうさまでした」と手を合わせる。

　悠馬も嬉しそうに小夏の様子を見ながら、食べ終わったようだ。

　コーヒーをゆっくり飲むと、会計を済ませて外に出た。

　陽が落ちて暗くなり、悠馬に思わず身体を擦り付けるように歩いてしまう。

　すると手をぎゅっと握られて、頬が染まった。

「タクシーで帰る？」

「いいって。電車で」

「でも、その方が早いから」

　甘えてばかりだと慌てるが、悠馬の言葉が蕩けるように甘く脳内に響き、思わず頷いていた。

　タクシーはすぐに捕まり、小夏たちは乗り込む。

　しなだれかかるように寄り添うと、悠馬は頭を撫でてくれた。

　どこに住んでいるのだろうと期待をして外をチラ見していると、都内の中心に立つタワーマンションに到着した。

（え……）

　自分たちの給料は薄給と言っていいだろう。決して高層マンションに住めるようなお金をもらってはいない。小夏だって、都下にあるアパートに独り暮らしをしているし、周りのメンバーだってそんな感じだ。

　それがなぜ悠馬だけこんなところで、と目を瞬かせた。

「親戚の伝手だよ。タダで住まわせてもらってる」

「すごい親戚がいるのね」

（前にも親戚って言ってたけど）

　悠馬の家庭のことを訊く勇気もなく、マンションの前で降りて、エントランスを抜ける。

　入り口のオートロックを開錠すると、エレベーターで上がった。

　高層階に着くと、小夏は胸を高鳴らせる。高層階だなんて思ってなかったし、どんな親戚がいるのだろうと勘ぐってしまう。

　降り立つと、彼は言った。

「このフロアは全部俺の部屋だから、気にしないでいいよ」

「あの……そんなに凄いの」

「親戚がね」

「うん……」

　フロアにある数部屋は、全部をその親戚が所有していて、それぞれ悠馬が好きに使える部屋だという。あるいは、部屋がフロアひとつ繋がっていて物凄く広い部屋なのだろうか。

　どちらにせよ、信じられないことばかりだ。

　正面玄関の鍵を開けると、小夏は一緒に招き入れられた。

　緊張しながら入ると、そこは広々とした２ＤＫのマンションだった。リビングがやたら広く、寝室があって、窓からは夜景が一望できる。

　高級ホテルのような造りに驚きつつ、小夏は身を竦ませた。

「お風呂入らないでいいよな」

「え？」

「何しに来たか忘れた？」

　甘えた声で言われて、小夏はようやくここにいる意味を思い出した。

　はっとして悠馬を見ると、すぐに後ろから抱きしめられる。

　以前とは違って甘い雰囲気が漂い、すぐにうなじにキスが落とされた。

「んんっ」

「玄関でしたくなるだろ」

「だめ……」

　よろめくように靴を脱ごうとすると、悠馬が丁寧に脱がしてくれ、そのまま横抱きにされてベッドルームまで運んでくれる。

　グレーを基調にした寝室で、小夏がどきりとしていると、灯りも点けないままベッドに降ろされる。

「小夏の顔が見えない。電気点けていい？」

　小夏は小さく頷いた。小夏からも悠馬の表情が分かりにくかった。

　リモコンで電気が灯されると、寝室がぱっと明るくなって互いの顔がよく分かるようになる。

　悠馬の表情は以前のように欲望に満ちていて、小夏を狙っていた。

「あ……」

「小夏、たっぷり愛したい」

　そう言われるや、悠馬からキスをされる。口内を丁寧に舐るようなキスに一気に蕩けてしまい、小夏は息を乱した。

　はあはあと淫靡な吐息を漏らしながら、悠馬の太い首に腕を回して、自らも積極的に舌を絡め求める。

　くちゅくちゅと音が立つほどねっとりと求め合うと、彼は満足げに小夏から離れた。

　うっとりと見つめると、悠馬がふとベッドから離れてクローゼットを開けた。

　なにかと思っていると、その手には手錠にローターがあった。

　はっと息を呑めば、悠馬はにこっと微笑む。

「緊張することないだろ」

「あの、もしかして」

「今までたっぷり開発したつもりだけど、俺じゃない奴に無理やりされる時の感度も知りたいから、見せて」

「そ、それ、愛情がないと思うっ」

「愛情だよ。俺が操作してる」

　するすると手錠を嵌められると、ベッドサイドに固定され、両腕を上げるような恰好になった。自由をなくすと、着ていたブラウスはプチプチと脱がされていく。その荒っぽい仕草にどきっとするが、わざとそうしているのだろう。

　以前とは真逆の行為に、小夏は上目で「だめ」と懇願する。

「仕上げ、だよ。小夏の身体を完璧に俺のものにしたいから」

　履いていたスカートを取り、わざと下着一枚にすると、そのままローターを仕込まれる。ぬるんと膣内に入れられると小夏は震えた。

　そのまま小夏は開脚すると、ぞくぞくとした期待が押し寄せてきていた。以前のような非現実的なことをされるたび、胸が震えて止まらなくなってしまう。

「じゃあ、ローターで果ててごらん」

　言われた途端、腹の中で機械が勝手に振動し、小夏は悶えた。

「ああっあっ！」

「弱いみたいだね。足りないっておねだりできる？」

　少し意地の悪い顔で言われて小夏はどきりとしつつ、そんな言葉に蕩けてしまう。

「足りない……悠馬……もっと強くして？」

　自ら足を広げて強請ると、悠馬はにこりと微笑んだ。そして膣内のローターが外にも音がするほど激しく振動し始める。

「んあっ！」

　快感に身体が仰け反り、身悶えて逃げようとしても、腕が固定されていてがしゃがしゃと手錠を揺らすことしか出来なかった。足を閉じてごまかしても、動けば動くほどにローターが膣内を浸食していく。

「んあぁああ！」

「そんなにいい？」

「悠馬が……見てるから」

　とろんとした目で訴えると、小夏は蜜を垂らしながら本音を吐露する。本当はローターなんてなんでもいいのだ。目の前で悠馬に好きにされるだけで、小夏は悦に浸れる。

　しかも、こんな風に拘束されている状況を思うと、愛情を感じてたまらない。

「もっと、強くして」

「機械には限度があるよ、小夏」

　うぃーんと激しい音を立てながら、小夏の腹の中でローターが暴れまわっている。

　足りないと首を振り、悶えながら思っていると、突然止まった。

　ぎしっとベッドの上に悠馬が乗ってくると、小夏はどきっとして乱れた自分が恥ずかしくなってくる。

　悠馬が目の前にくると、小夏は潤んだ瞳で見つめた。

「こんなに刺激が強いのに、イク気配がないね」

「それは……おもちゃだもの」

「足りないからだね」

　こくんと頷くと、悠馬は手近にあったタオルで小夏の目をふさいだ。何も見えなくなると小夏は口をパクパクさせて辺りを見回す。真っ暗で何も見えなくなっていると、彼が耳元で囁いた。

「小夏の身体を好きにしていいね？」

　ぞくぞくしながら頷くと、悠馬がさらに言う。

「蜜がもうたっぷり垂れているし、身体は満足しているみたいだけど。全然足りないのは気持ちの方かな」

「ごめんなさい。私、その……ローターが合わないのかもしれないの」

「素直だね。でも、物は使いようだよ」

　そう言われた途端に、ローターが一気に暴れ回る。

「んんんっ！」

　腹の奥でおもちゃがめちゃくちゃに振動しているのが分かる。けれど、それは悠馬の猛りとは違って、とても機械的な振動だ。慣れてくると、身体が冷静に『おもちゃ』だと受け止め始める。

（悠馬……っ）

　悶えていると、胸に突然むしゃぶりつかれた。
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「ひあっ！　だめっ……変になるっ」

「足りないって言ったろ？」

　ちゅうちゅうと音を立てて吸われて小夏はくらくらした。

　視界を塞がれているせいで、音がいつもより卑猥に聞こえてきたし、身悶えるたびに手錠がカシャカシャいうのもいけない。

　さっきまで平気だったローターが腹の奥で蠢いて媚薬のようになっているせいで、悠馬が少し触れるだけでも身体全部が性感帯になったみたいな刺激だった。

　先端を丁寧に捏ねられて、小夏は「ふあっふあっ」と何度も果てそうになって息を荒げた。

　いつもなら丁寧に舐られるまで果てないのに、少し舐められただけで頭が蕩けている。

　ちゅっと何度も吸い付かれているうち、小夏はがくがくと身体を震わせて蜜を溢れさせた。

「あっああぁあ！」

　身体をひくひくさせながら果てるが、体内のローターが止まることはない。

　悠馬もこれから、とばかりに小夏の下着を脱がしてくる。

　まだ呑み込まれているローターを調節したりして、小夏は困らされるばかりだ。

　振動が小刻みになると、少し楽になったと思った。

　けれど手の拘束はそのままだし、下半身まるだしのシャツだけ羽織る半裸という状況は変わらない。

　はしたない恰好のまま、足を立たされていると、小夏の股にふわりとした感触がある。

　なにかと思った途端に、秘玉が舌先で転がされた。

「んっああぁあ！　だめっだめっ！」

「だめじゃないだろ。小夏、蜜がたっぷりだから舐めないといけない」

　ペロペロと音を立てて舐められて、小夏は理解しがたい状況に酩酊していた。

　目隠ししていなければ、きっとその光景は目に焼き付いて離れないだろう。

　趣向を変えるのか、ベッドサイドから解かれた小夏は、腕だけの拘束になって寝転がされると、足を思い切り開脚させられ、蜜を舐め取られる。

「あっあぁっ」

「もうイキそうだね。ひくひくして、かわいい反応してる」

「もう、充分……」

「そうかな？」

　小夏はひんひん喘ぐと、そのまま果てた。

　もう二度目。身体はぐったりとしているが、ローターが引き抜かれる様子もない。

　身体をひっくり返されて四つん這いにさせられると、小夏の秘丘が露わになった。

　そのままローターが最高震度で暴れだすと、小夏は悶えた。

「もうすぐにイキそうだ」

「だ……め……からだ……が……」

　息も絶え絶えに悶えていると、悠馬の指先がおもむろに蜜芽を弄りだす。

「ふあぁぁあ！　あっあっあっ！」

「何度もイクといいよ」

　触れられただけで電流のような刺激が走り小夏は頭を真っ白にさせられる。

　視界も自由も遮られて、感覚だけが最高に研ぎ澄まされた状態だ。しかも、膣ではローターが暴れている。

　蜜芽を弄り回され続けていると、小夏はもう一度絶頂を迎えてしまう。何度も何度も頂きを昇り、頭がおかしくなりそうだった。

「変に……なっちゃ……う」

「可愛くて、愛おしいよ、そんな小夏が」

　言われるとさらに身体が火照りだし、もはや意識が保てないほどになりそうだった。

　蜜芽を弄ぶように弄られながら小夏は懇願した。

「く、ください……奥にたっぷり……いっぱい……」

「小夏、その意味分かる？」

「私、悠馬なしじゃ生きれない」

「俺だってそうだよ。責任取らないといけないね。こんなにしたんだから」

　言われてようやくローターが引き抜かれ、拘束がすべてほどかれる。

　視界がクリアになるものの、蜜でべとべとになった内またや涎にまみれた口、そして蕩けた顔など、小夏は酷い状況だ。

　けれど、それを見た悠馬は愛おしそうにキスしてくれ、そのまま横たえてくれる。

　開脚した足の間で彼はスラックスをくつろげると、そのまま猛りを引き抜き、蜜口にあてがった。ゆっくりと貫いていくと、小夏は夢心地に喘いでいた。

「あっあああ！」

「嬉しそうだね」

「今まで一緒になりたくても、なれなかったから」

　小夏が本音を吐露すると、悠馬はずんずんと突き上げてくる。

　子宮を揺さぶるほど激しく突かれて、小夏はシーツを引いた。

　悶えていると、身体をひっくり返され、今度は後ろから突き上げられ、身体が浮きそうになる。

「んあっ！」

「奥が締まるし、たっぷり注ぎたい」

「ゆうま……」

　蕩けた頭で理性を吹き飛ばして甘えると、パンパンと肌がぶつかる音がリズミカルになる。

　小夏も腰を揺らしながら応じ、後ろを振り向いて悠馬ににっこりと微笑んだ。

「幸せ」

「俺もだよ」

　小夏が耐えきれずにベッドに身を預けて悶えると、悠馬の動きは最奥を揺さぶるように激しくなってくる。

　内壁がこすられると、小夏はふるふると震えて甘い声を上げた。

　身体の奥だけでなく心まで満たされて自然と笑みがこぼれてしまう。

　悠馬、とうわ言のように言いながら、腰を揺らした。

「小夏。足りないだろ？」

「もっとしてほしいの」

「いくらでも、満たしたいよ。小夏のために」

「ふあっふあっ……奥が悠馬で満たされてるっ」

「小夏の体温が心地いいよ」

　甘えた言葉を言い合うだけでも、きゅっと膣が締まり、猛りを咥え込んでしまう。

　蕩けてしまって、小夏は今にもまた果てそうだ。

「あっあぁっ！」

　膣壁がひくついて猛りを締め上げると、悠馬は切ない声を上げて奥へ突き入れる。

　思い切り突かれて、小夏は恍惚とした。

　その刹那、腹の奥で白濁が飛散する。

「んぁっ!!　悠馬っ」

「小夏っ」

　小夏の手を悠馬がしっかり握り、互いに果てると精がたっぷりと体内に注がれる。

　以前と違って、その行為がふたりを深くつなげてくれる気がした。

　悠馬がほったらかして逃げるような人じゃないと、よく理解しているからだ。

「もっと、して？」

「分かってるよ」

　猛りが引き抜かれると、小夏は丁寧に溢れた精を拭われた。

　優しさに思わず悠馬の胸に顔を埋めると、彼は頭を撫でてくれる。

「小夏、一緒に住もう」

「え……？」

「家に帰したくない」

　突然言われて、理解が出来そうになかった。

　頭をフル回転させても、果てたばかりでろくに考えられない。

「続き、しようか」

　甘くささやく彼に抱きかかえられると、今度はリビングの窓辺に立たされて、絶景を前に後ろから思い切り突き上げられた。

　何度果てても、小夏は足りないと思ってしまう。

　同時に、今日から同棲がスタートかと思うと、このとろとろな時間が永遠に続くのかと思えて、幸せ過ぎて何も考えられなかった。
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「これ……歯ブラシ」

　奥歯をギリギリと噛みしめながら、小夏は何度目かの朝を迎えた。

　あの晩はたっぷりと抱き合って、朝は慌ててカフェに向かって仕事をした。身体中に残された痕を気にする暇もなく働いていたから、もしかしたらふたりの関係はバレたかもしれない。けれど、シャツは首元までぴっちりしたものだし、キスは胸元が重点的だった。

　だから大丈夫なはずだ。

　結局、もともと身体の相性は抜群なために悠馬のマンションに帰宅すると抱き合ってしまい、一週間近く仕事とセックスしかしていなかった。

　けれど、その日は休日で改めてマンションを見回したのだ。

　そして洗面所に立った時、ピンク色の歯ブラシが置いてあってぞっとした。

　誰のだと問い詰めるまでもない。悠馬が二股出来るほど器用な人間じゃないことは分かっている。だとすれば、元カノのものだ。

　力任せに磨いているのか、先っぽは広がっていて汚い。

「捨ててないの？」

　思わずぼやくと、悠馬が来た。

「どうかした？」

「あの。この歯ブラシ」

　指さすと、悠馬が顔を引き攣らせる。すぐに手に取って隠す姿に、小夏はさらにむっとした。元カノとはもう関係が切れていると教えてくれたが、これじゃ切れていないも同然だ。

　とはいえ、別れたばかりだし仕事も忙しいので処分出来ていないのも分かる。

　ただ、あからさまに残っているので、元カノが自ら処分しなかったのだとも思えた。

「悪い。あのさ。時間なくて」

「そうだけど。ちゃんと引っ越しもしないでここに住んで良いっていうから来たけど、女物のシャンプーとかリンスとか当たり前に揃ってて、変だなって思ってたの。怖くて聞けなかったけど」

「それはさ！」

　悠馬が言い訳を考えるように頭を掻くのだが、無駄だ。

　元カノの私物を使わされていたのだ。大問題だ。悠馬は大したことはないと思っているようだが、小夏は泣きたい気分だ。

「すぐに捨てるよ、新しいもの買おう」

「シャンプーもリンスも高いものだし、私に貸してくれるバスタオルだって肌触りいいし。多分だけど、お皿も全部彼女の趣味だったりするんでしょ？」

　ぎくっと悠馬の顔が引きつる。

　小夏は深いため息を吐くと、呆れてしまった。

　気がつかなかったわけじゃないが、寝室が綺麗なモノトーンだったのに対して、食器類はカラフルな色がついていたり、和食器だったり、女子が好みそうなデザインだったのだ。

　最初は悠馬の趣味かと思ったが、和食器のひとつがあまりに可愛いのでネットで調べてみると、女子に人気とあり不思議に思っていた。

　映える、とタイトルにもあったので、悠馬の好みとは何か違うような気がしていたのだ。

「とにかく、早くご飯食べないか。今日はどこに行く？　休みだろ？」

　話題を変えるように言われて、小夏はじろっと睨んだ。

　歯を磨いてから、小夏はタオルで拭って悠馬を見つめた。

「本当に元カノと別れたの？」

「別れたよ！」

　必死に言う悠馬だが、小夏は信じられない思いだった。

　部屋にはそこら中に彼女のものがある。それを平気で使っている神経が分からないのだ。もちろん、あまりに多いので捨てられないということもあるのかもしれない。

　でも、歯ブラシ一本捨てられない、なんておかしいと思う。

「今日は部屋をチェックする」

「あの、そこまでするか？」

「だって、私と同棲するのに私の物がないじゃない」

　ずんずんとリビングに足を向けると、すべてが胡散臭く見えてきた。

　リビングに置いてあるソファ、ライト、ラグマット、ローテーブル……すべてが元カノのセンスで選ばれたものかもしれないと思うと、全部焼却処分したくなる。

（ここでエッチしたこともあるのにっ）

　昨夜なんて、ソファでエッチしたのだ。散々愛を囁かれたのに、元カノの匂いがしそうだと思うと、げんなりしてしまう。

　仁王立ちして眺めていると、悠馬がぎゅっと後ろから抱きしめてくる。

「あのさ。とりあえず、朝ごはん食べないか？」

「嫌」

「だって、今付き合ってるの小夏だろ？」

「じゃあ訊くけど、このソファとローテーブル、ライトは誰が選んだの？」

「お、俺だけど？」

　耳朶で囁く悠馬を、小夏は手で払いのけた。

　甘ったるい雰囲気をつくって誤魔化すつもりだろうが、そんな気分じゃない。

　今日は質問攻めだと、ツカツカとキッチンに向かう。

　そして棚を見つめながら、悠馬に訊いた。

「お皿にこだわりがある？」

「お皿？　さあ」

「これ、これとこれ」

　小夏は気になっていたお皿を片っ端から取り出して見せた。ＳＮＳ映えしそうな皿を見せると、悠馬の顔が引きつる。今まで気にしないで使っていたが、やはり元カノが選んだものらしい。

「捨てないの？」

「ごめん。あのさ、新しいの買おう？　な？」

「他にもあるでしょ？　なんで平気なの？」

　小夏は元来の性格に火がついて、部屋中を歩きまわった。

　よく見れば、部屋全体がアイアンテイストで寝室と雰囲気が全然違うような気がする。

　もしかしてと、リビングルームに置いてある一番大きな棚を見つめてから、悠馬を見た。

「この棚、元カノが選んだ？　あと、ローテーブルも」

「あ、ああ」

　悠馬が頭を掻きながら顔を逸らした。明らかに態度がおかしい。

「というか、この部屋全体の家具」

「実は、全部元カノが選んでる」

　がくっと力が抜けそうになる。

　寝室だけは悠馬の部屋も兼ねているため、彼女が関わることがなかったのだろうが、他のものはすべて選んだなんて信じられない。

　元カノの図々しさも酷いが、悠馬も相当入れ込んでいたのだと思わされてぞわぞわしてしまう。

　そして、怒りがふつふつと湧いてくる。何も訊かなければ、きっとそのまま生活が始まっていたのだろう。

　そもそも、悠馬は新しい彼女の小夏が嫌悪感を抱くと考えなかったのだろうか。

　元カノが選んだ家具や食器に囲まれている小夏が幸せだとでも思っていると？

　ひくっとこめかみを震わせると、悠馬は顔を引き攣らせた。

「ごめん！　今日、今から新しい家具買おうか」

「いきなり家具を全部取り換えるなんて出来ないわ。せめてお皿だけでも」

　そう思いつつも、棚やらローテーブルやらソファやら、てっきり悠馬の選んだ家具だと思ってうっとりしていたのに、元カノが選んだものだと思うと気持ちが悪くなってきた。

　小夏だったら、ナチュラルテイストに揃えるか、悠馬が好きそうなモノトーンテイストにするのに、とため息を吐く。

「あのさ、親戚に頼めば家具はすぐ揃うから。だから買いに行こう」

「そんな都合よく親戚が」

「いるんだ。だからさ。小夏の好きな家具を買おう？」

「だめよ。そこまで我儘言うつもりないもの」

　そう言ったものの、ソファではもう甘えたくないと思うし、キッチンでセックスも楽しめそうにない。

　とりあえずと家具を揃えるまでは、寝室で甘えるしかない。

「大丈夫だから」

　言われて、小夏は首を傾げた。

　全然大丈夫じゃない事実ばかりだが、そもそもその親戚とやらに頼めば家具が一式揃うというのだって大事だ。小夏には体よく何でも買ってくれる親戚なんていない。

　このマンションといい、ただのカフェの店員にしてはお金の使い方が豪快だ。

　それに、ぱっと見て揃えている家具だって高そうなものだし、簡単に処分していいものかと思えてくる。

「でも」

「とにかく、今日は買い物に出よう？」

　言われて、小夏は頷いた。

　そこまでわがままを言うつもりはないが、ふたりだけの家を作るようで楽しくもあった。

　着替えて朝食を済ますと、小夏たちはデパートに向かった。

　車で向かう途中、悠馬はご機嫌取りに必死だったが小夏は分かってくれればいいとあしらった。地下駐車場に入り、そのまますぐに店舗に向かう。

　小夏はそんなつもりはなかったと思いつつ、浮かれてしまい思わず悠馬と手を繋いで歩いていた。ついつい頬が緩んでしまう。

　にこりと微笑むと、悠馬も微笑み返してきた。

「どんな風にしたいんだ？」

「うーん。見てみないと。悠馬は？」

「俺は、小夏が選んでくれればいいよ」

　ならばと、小夏は頭で自分好みの部屋を思い描く。

　そして、家具売り場に到着すると早速物色し始めた。

　アイアンテイストの部屋から一転して、木の温もりを感じるナチュラルテイストにしたい。ローテーブルから棚まで無垢の素材のものを選び、今のソファは茶色の皮張りだが、若草色の布張りの物にして、周りに馴染むようにする。

　ラグマットも白系のものを選んで、できるだけ落ち着いた雰囲気にした。

「だいぶ雰囲気変わるな」

　悠馬が腕組みをして家具を見つめていた。

　楽しそうというより、興味津々という感じだ。

「嫌？」

「いいけど。今の部屋そんなに嫌だったか？」

「元カノが選んだものかと思うと、いい気分じゃないだけ。ふたりの部屋なら私が選んだものに囲まれていたいの。それで、悠馬が好きなポスターとかランプを選びたいな」

「俺？」

　困った顔を見せるので、小夏は微笑んだ。

　ふたりで選んでこそ、同棲というものだと元カノと差別化したかった。

　会ったことはないが、自分の方が勝っていると勝ち誇った気分になりたい。

「うーん。これ？」

　悠馬が指さすポスターは壁や寝室のイメージともマッチしているようなモノクロのものだ。思わず小夏はほくそ笑む。

「ランプは黒にする？　グレー？」

「黒……かな」

「じゃあ、そうしよう？　テーブルクロスだけど、グレーとかモノクロがいいと思うの」

「あっ！　それいいと思う。でも、ソファは若草色だし」

「黒なら合うと思う」

　小夏は笑顔で言い切った。

　テーブルクロスはいらないかと思ったが、すべて小夏の好きなもので囲まれてしまうより、悠馬と混ざりあった部屋の方が毎日幸せだ。

　ふふっと微笑むと、悠馬は首を傾げる。

「どうかした？」

「ううん。しあわせっ」

　小夏が言うと、悠馬は余計に困った顔をする。

　朝は機嫌を損ねていたからだろう。始まりは歯ブラシだったから、余計だ。

　小夏はまだまだ悠馬の身の回りのものを自分色に染めようと、店内を歩いた。

　可愛い置物があったり花瓶があったり、どれもこれも欲しくなりそうだ。

　目移りしそうだが、家具をそこら中買い替えるのだから、少しでも我慢しないといけない。

「小夏、これ好きそうだけど。さっき見てた」

「えっ？」

　言われて振り向くと、さっき思わずじっと見ていた木製の猫の置物を悠馬が手にしていた。ただ、置物にしてはかなり高価だったので、諦めて棚に置いたのだ。

「なんでもないっ」

「買うけど？」

　きょとんとした顔で言われて、小夏はやはり悠馬は普通じゃないと思わされる。

　すぐに置物を取り上げて、棚に戻した。

「いいって。置物って他にもあるから」

「これがいいんだろ？」

　小夏は返答に詰まった。

　確かにそれがいいが、見た目の可愛さとは裏腹に値段が可愛くない。

　小物は少しずつ揃えればいいのだし、今回は物色して終わりでも充分だと思っていた。他にもマットを買ったりしたいから、少しでも節約する面を見せておかないと、金遣いが荒いと思われたら困る。

「あの、他の物を見よう？」

「いいんだ。ふーん」

（ふーんって）

　小夏は驚きつつ、玄関マットを見始める。

　どうせ今使っている大きなロゴ入りのも元カノのものだろうと思い、素朴な柄を探す。

　悠馬も一緒に選んでくれるので、小夏はウキウキして話しかけた。

「どれがいい？」

「うーん。小夏は？」

　ふたりで顔を見合わせると、くすくすと笑い合ってしまう。幸せを噛みしめながら、手ごろな値段でシンプルなデザインのマットを見つけて悠馬に見せた。

「いいね」

「じゃあ、もう帰ろう？」

　小夏は大盤振る舞いに怖くなって、自ら言っていた。

　部屋中の物を今日だけで総入れ替えするつもりかもしれないと予感して、朝の癇癪を反省する。

　すると悠馬が不思議そうな顔をした。

「皿は？」

　棚に綺麗に陳列された物を指さしている。値段を見れば、安物ではなかった。

「そ、それはまた今度」

「だって、嫌だろ？」

「ゆっくりちゃんと選びたいから」

（悠馬の金銭感覚、お金持ってる人みたい）

　確かにマンションの高層階に住み、高級ホテルを利用する時点でただのカフェ店員じゃないことくらいは察しがついていた。ただ、今回のことで、もしかしたら根本的にお金持ちだったのかもしれないと思わされている。

　小夏は一般家庭に育ったが、家具を揃えるのに何の躊躇もなく買うことは一度もなかった。両親は共働きだから、それなりにお金だってあるはずなのに。

　それでもじっくり選んで決めて、よく考えて買う、という買い方しか知らなかった。

　その日の思いつきで買うなんて初めてだ。

　あのまま皿やらカーテンやら思いつくままに買っていたらどうなっていたか。

　カードで支払いを済ませてしまうと、そのままマンションに送ってもらう手続きをする悠馬の脇から覗き見し、その金額に目を剥いたが、訊かないことにした。

　カードの名義は親戚らしいが、悠馬のサインで済ませていたし、不思議な点が多い。

「小夏、機嫌なおした？」

「さっきからご機嫌でしょ？」

　手を繋ぎながら車に戻ると、小夏は甘えるように悠馬の手に何度も指を絡ませた。

　すべてを新調するには時間がかかりそうだが、これで小夏と悠馬の新居の完成だと思った。

　けれど、元カノはまだまだ小夏を困らせてきたのだ。





　◇◇◇






「全部捨てた～」

　悠馬はカフェに出勤したのに対し、小夏は家に残って家具を売りに出していた。

　もともといいものだったのですぐに買い手がつくと、引き取りに来ることを条件に格安で売り渡した。そのため、小夏だけ休みを取って、せっせと応対していたら、いつの間にか午後を過ぎていた。

　いざこざの発端となった歯ブラシはとっくに捨てて、シャンプーもリンスもボディーソープも小夏の好きなものに変えている。

　悠馬が買ってくれると言ったが、あまりになんでも買ってくれるので断った。

　自宅から持ってこれるものは持ってきて、何度か往復した。アパートのいらないものは処分し、元居た部屋は解約した。

　身軽になったものの、食器やらカーテンやら、まだまだ元カノの選んだものは残っている。

　思えば、隅から隅まで元カノが選んでいて驚いてしまう。

　ひと休みしようと新しい若草色のソファに腰を降ろすと、小夏はローテーブルに置かれていたパスケースを見つけた。

　悠馬が忘れたものかもしれない。

　きっと慌てていて、戻ってくる暇もなかったのだろう。

　手に取ってみると、ふと、違和感があった。

　首を傾げてよく見てみると、パスケースのブランドだけノーブランドなのだ。

「もしかして……」

　ぞくっとしつつ、丁寧に舐めるように見つめる。

　合皮の素材に、安っぽいプラスチック製のループが付けられていて、どう見てもハイブランドの物ではない。ハンカチ一枚だってハイブランドなのに、パスケースだけ違うとか違和感しかない。

　もしかして、と嫌な予感にそのパスケースを思いつく限り調べてみる。

　すぐには見つからないと思ったが、片っ端から探そうとサイトを回っていると、ある通販サイトに似たものがあって、小夏は驚愕の声を上げた。

「あった！　五百円？　送料無料!?」

　同じ物か分からないが酷いものだと思いつつも、悠馬が大事に持っていると思うと切ない。

　恐らくこれは元カノからのプレゼントだろうし、悠馬はわざと持っていたわけじゃなく、買い替えることも忘れて使っている程度だろう。

　ただ、小夏としては複雑な気分だ。

「こんなもの捨てないと。私も色々買ってもらってるから、私からプレゼントしよう。帰ってくるまで時間もあるから」

　そう思うや否や小夏はすぐに化粧を始めて、以前行ったデパートにバスで向かった。

　以前とは違うフロアに向かい、紳士物の小物を扱うところでぶらぶら歩いていると、ちょうどいい店を見つけて、店員に声を掛けた。

「パスケースを探しているんですけど」

　小夏が笑みを見せると、店員はすぐに案内してくれ、適当なものを選んでくれる。

　そしてその中で一番高い物を買うと小夏は満ち足りた。

　帰宅すると、小夏は小さな紙バッグを隠して、料理を作りながら待つ。さながら新婚だと浮かれていると、ドアが開いた。

「お帰りなさい！」

　飛び跳ねるようにドアに出迎えにいくと、すぐに抱きしめてくれる。

「ただいま、小夏。今日はご苦労様、大変だった？」

「ううん。気楽だった」

　浮かれつつリビングまで抱き合いながら歩くと、ご飯を前に寝室に飛び込みそうになる。その前にパスケースを渡さないといけないと、小夏は理性を必死に働かせてダイニングテーブルに座った。

「今日のご飯はなに？」

「そうめんとサラダ」

「美味しそうだね。そういえば、昨日の夏野菜のカレーも美味しかったよ」

「ありがとう」

　幸せを噛みしめながら微笑むと、小夏はおもむろに紙袋を出した。

　悠馬はなんだろうと首を傾げている。

「パスケース、忘れて行ったから新しいのに買い替えたよ」

「え……ああ……ああ……あれか」

「いや？」

　小夏は窺うように訊いた。

　パスケースが元カノからのプレゼントだったと悠馬も思い出したのだと、すぐに分かったからだ。ただ、改めて口にしないので小夏も黙っているが。

　にこりと新しい物を差し出して、小夏は言った。

「あれ、古いし捨てたけどいいよね？」

「いいけど……」

　悠馬の顔が一瞬戸惑いを見せた。

　けれど、元カノのものを持っていると、以前のように小夏の機嫌が悪くなるので、怒りはしない。それに、その彼女とは別れたのだから、持っている必要はないはずだ。

「もしかして、新しいの買ってくれたの？」

「そう。悠馬にふさわしい物」

　小夏がウキウキしながら言うと、悠馬は箱を取り出して驚いた表情を見せる。

「これ……。いいの？」

「私がプレゼントしたかったから」

　とはいえ、久しぶりに大盤振る舞いした買い物だった。

　こんなことでもない限り、普段財布の紐は固くしめている。

　パスケースをまじまじ見ていた悠馬は嬉しそうにしながら、新しいカードを入れている。

　問題ないみたいだ。

　そして、小夏はさらに大事なことを言おうと背を伸ばした。

　この部屋は、やはり元カノと悠馬との思い出が多すぎる。少なくとも、家具から皿からカーテンまで、何から何まで選んだ部屋だ。

　買い替えるのは簡単だが、ここまでくると彼女がいたと思うだけでも嫌悪感が湧いてくる。

「引っ越ししない？」

「え？」

　悠馬の目が丸くなった。

　驚いているのはよく分かる。これだけ買い替えたから納得したと思っていたのだろう。

　小夏もそのつもりだった。

　けれど、買い替えるほどに元カノのことを感じて気持ちが悪くなるのだ。

　大事にマンションに住んでいる必要なんてなくて、もっと安価なアパートでいい。

　気軽なところでいいから、ふたりきりの再スタートを切りたいのだ。

「小夏、あのさ。なんかあった？」

「だめ？　すぐじゃないの」

「気持ちは分かるけど、ここを売り払うのだって大変だし」

「売り払う？　親戚の伝手か何かで借りてるんでしょ？　気楽なものかと思っていたけど」

　小夏が言うと、悠馬ははっとした顔をする。

　じっと見つめるが、悠馬は慌てる様子もなくため息を吐いた。

「じゃあ、このフロアの空き部屋は？」

「それでもいい。だからお願い。私、元カノのこと意識させられるの嫌なの」

「え……もしかして、それでパスケースを？」

　小夏は力強く頷いた。

　たかがと思うかもしれないが、ハイブランドを好んでいる悠馬に、五百円程度の物をプレゼントするなんて許せないことだ。自らは悠馬に散々色々な物を買わせているのに、送料まで無料の安物だ。

　明らかにバカにしている。

　そういう女性が傍にいて、悠馬の隣で好きに振る舞っていたかと思うと、いくら彼女でも怒りがふつふつと湧いてしまう。

　部屋だって、ただふたりで過ごしてたわけじゃないだろう。悠馬と抱き合っていただろうし、考えれば酷い妄想を搔き立てられる。

「でも、それを心機一転の引っ越しというべきか」

「なんでもいいの。この部屋じゃなければ」

「分かった。少し時間をくれないか。ここのマンションが売れたら次のマンションが買えるだろうから、交渉してみる」

　それを聞いて小夏は目を丸くする。親戚の伝手とか、親戚がマンションを持っているというわけじゃないのだろうか。

　──悠馬が、所有している？

　そんなバカなと思いたいが、色々な事が重なって、小夏の直感は彼が普通のカフェ店員じゃないと告げている。

　本当は、悠馬は何者なのだろう。そもそも、一年前に途中入社した時にはすでに、彼は二宮社長から一目置かれる存在だった。

　身の回りの物に安物はなく、さらにこのマンション。そして家具を総入れ替え。

　怖いことじゃないが、ほったらかしに出来ることでもない。

　小夏はおずおずと訊いてみる。

「悠馬ってどこかのお金持ち、とか」

「急にどうかした？」

「あの、さすがに私だっておかしいなって思うわよ。こんなに色々な物を買った後に、マンションを売り払うとか新しいマンションを買うとか。私がわがまま言っているのは分かるけど、でも、適当にアパートで二人暮らし出来ればいいなって思ったの。お互いのお給料でやりくり出来そうな安いところ」

「ああ、うん」

　歯切れの悪い返事とともに、悠馬が渋い表情を見せた。

　やはりこの話はしたくないのだろう。それに、これ以上問い詰めるべきか迷うほど、悠馬は顔色を変えた。

「言いにくいこと？　もしかして訊いたらいけなかった？」

「違うよ。そうじゃない。ただ、本当のこと知っても黙っててくれないかな。二宮社長にも迷惑がかかるし、色々と俺の仕事にも差し障りがある」

「仕事……？」

　突然悠馬は真面目な顔をした。

　ソファに座り直し、小夏は息を呑んだ。やはり隠し事があった。けれど、一体なにを聞かされるのだろうと、心臓が鳴りだす。

　悠馬が見つめてくるので、じっと見つめ返した。

「俺はいくつかホテル経営をしている社長なんだ。今、開発中のリゾートホテルにこのカフェのような女性向けの可愛い雰囲気のものを取り入れたくてね」

「もしかして、二宮社長と最初から知り合いだったの？」

　悠馬は深く頷いた。小夏は緊張して身を強張らせる。

「パーティーで偶然知り合って、そこで意気投合してさ。カフェも色々あるけど、何がいいかと教えてもらっているうちに、だったら働いてみればと言われて、俺も気になって働くことにしたんだ」

　悠馬は恥ずかしそうに言う。

　小夏は目を点にした。胸を張って渡したブランドのパスケースが恥ずかしくなる。

　彼はその気になれば好きな物をいくらでも買える人なのだ。いまさらハイブランドの物を持たなくても、もう充分に手に入れている。

　もしかしたら、貰い飽きたくらいかもしれない。

　恥ずかしさで頬を染めると、悠馬は気が付いたのかパスケースを手にした。

「パスケース？　ありがとう。電車通勤は久しぶりだから、ちゃんとした物は嬉しいよ」

「あの、そういうの沢山あるんじゃ」

「小夏からもらったものは、これだけだろ？」

　言われて赤面した。確かにそうだが、安物だろうがきっと喜んで受け取ってくれたのだろう。いちいち元カノに対抗心を燃やさずともよかったのだ。

「それで、そっちの仕事はどうなの？」

　小夏は話題を変えようと、悠馬に訊いた。

　いつもカフェの仕事で忙しくしているし、無駄に休んだこともない。

　そういえば、家にいるときはスマホを見ながら何かをしていた。てっきりゲームかと思っていが、今思えば、それが仕事だったのだろう。

「順調だよ。二宮社長の助言通り、働いてみて分かったことも沢山あるし、特に従業員選びは大事だって思わされた。それに、改めて二宮社長の一存で働く側が振り回されるんだなって実感した。とはいえ、あの人はいい人だと思ったけれど」

「二宮社長は良い人よ。いきなり飲み会開いたりするけど、強制じゃないし。仕事のことばかりだから。私たちのお給料を上げるにはどうしたらいいのかって考えてくれてる」

「だから、二宮社長の経営するカフェをホテルに入れたかったんだ」

　悠馬は熱のこもった声で話してくれる。

　おもむろにスマホを操作すると、悠馬はとある図面を見せてくれた。

「これが開発予定のホテル。まだまだ先の話だけど、入る店舗は決まってて、俺がカフェの下見をしていることは秘密なんだ。色々な案件で忙しいことにして、打ち合わせは全部スマホでやり取りしてる。だから問題ない。どうしても会いたいって人は、小夏に分からないように会ってた」

「そうだったのね」

　悠馬は深く頷いた。

　そこまで聞いて、小夏はとんでもない人と付き合っていることに気付き、もじもじした。

　夜の情事は一から全部教えてくれたし、昼はみんなから褒められ、チーフにという声がみんなから上がっている存在。

　しかしながら、彼の実態は数軒のホテルを抱える社長だ。その願いは叶いそうにない。

　彼は恐らく、見極めがついたらカフェを辞める手筈だったのだろう。

　真面目な表情で、悠馬は尋ねる。

「それでだけど。小夏は、今さら金持ちの社長だから嬉しいとか、その財産は全部自分が欲しいとか言い出したりしないね？」

「そ、そんなことっ。というか、今さらだけど、私より良い人がいるんじゃないかと思うばかりで……」

　小夏は俯いた。

　以前にも思ったことだが、悠馬が改めて素晴らしい人だと思えてきて、自信がなくなってきてしまう。ホテルをいくつも経営する若社長なんて聞いたら、自分なんて、とてもじゃないがふさわしいとは思えない。

　小夏はただのカフェ店員なのだから。

「あの、私と付き合ってていいの？」

「心配は、しなくていいよ。付き合ってていいというか、結婚したいと思ってる。ダメかな？」

「ううん、でも……」

「俺は、小夏がいいんだよ。以前、付き合っていた彼女は俺に無関心だった。これほどまで好意を向けてくれたのは小夏が初めてだし……俺も、ここまで愛したいと思ったのは小夏だけなんだ」

「悠馬……」

　突然言われて、小夏は意外だと思った。

　こんなに何もかも揃った人が、ほったらかしにされるなんて信じられない。

　その彼女が悠馬が社長であることを知った上で付き合っていたのかは分からないが、少なくとも、家具を悠馬の金で好きに買い揃えたりしていたのだ。

　お金を持ったルックスの良い彼と理解していたのだろう。

　むしろ、それを利用していたのかもしれない。

　その証拠に、悠馬には安物のパスケースを渡したり、手酷く振ったり酷いものだ。

「まあ元カノだけど、もともと二股したりするのが当然な性格でさ。俺のことは金づる程度にしか思っていなかったみたいなんだ。俺と並行して別の男と付き合ってたみたいだし。とはいえ、俺は彼女が振り向いてくれると思って、かなりお金を使ったけど」

　悠馬が呆れたように言うので、小夏は胸が痛んだ。

　振り向いてほしい故に空回りするのはよく分かる。

　小夏だって悠馬に振り向いてほしいから色々としてしまっていたが、それらが上手くいったと言っていいのかはわからない。その点、お金を注ぎこんでくれるのは、分かりやすい上に彼女にとっては都合がよかったのだろう。

「さすがに俺も気付いて、別れないといけないと思ったけどダメでさ。それで結局フラれて。落ち込んで」

「酷いね」

　小夏は慰めるように背中をさすった。

「思えば、俺に関心なかったなって。ＬＩＮＥで『何してる？』って訊くのは俺ばかりだったし、デートの約束も俺からだし。いつもプレゼントが欲しいってせがまれてた。このマンションに住んでるって言ったら突然転がり込んできたし」

　小夏は嫌な感じがした。

　このマンションには自分をよく見せるものばかりがある。綺麗な皿や絶景の景色、それに見栄えのする家具。何もかも悠馬が買ったものだが、彼女が嘘をついて自分で手に入れたマンションだと言うことだって出来る。

　悠馬のステイタスだけを利用する人間だったのかもしれない。

　飽きたと言っているのは、悠馬より良い金づるが見つかったのかも。

　考えると怖くなって、小夏は思わず首を振って悪い考えを追いやった。

　今までそんな人に出会ったこともない。

「俺も、そんな彼女に未練があったなんて今思うと信じられないけど。小夏の方がずっといいのに、失恋して頭がどうかしてたな」

　急に言われて平常心でいられず、そろりと悠馬を見つめると、彼はにこりと微笑んだ。

「指輪、見に行かないか？」

「だ、だめっ。ずーっと買ってもらってばかり」

「婚約指輪、いらないの？　それとも、俺が選んでいい？」

　小夏は胸を詰まらせる。

　どっちだって嬉しくて涙が溢れそうだ。思えば、結婚なんて到底出来ないと思うほど男性不信だったのに、彼がその恐怖を消し去ってくれた。

　セックスの快感を教えてくれただけじゃなく、安心感も教えてくれた。

　悠馬じゃなければ、きっと不安で恋は出来てもその先は無理だったかもしれない。

「結婚してくれる？」

　もう一度言われて、小夏は静かに頷いた。

「はい……もちろん……」

　涙が溢れだして、目頭を拭うと悠馬はそっと抱きしめてくれる。

「泣くことないだろう？　それで、俺が指輪を選んでくれば問題ないかな」

「問題ないです」

　潤んだ瞳で訴えて、小夏は幸せを噛みしめた。

　広い胸に顔を埋めて泣き顔を見せないようにすると、そっと顎を掬われて、キスされる。互いに未来を約束し合った温かいもので、小夏はじんわりと広がる幸せを噛みしめながら、悠馬のキスに応じた。

　互いに離れると、小夏は息を弾ませてじわりと蜜が溢れるのを感じてしまう。

　いけないと思っても、今日ほど幸せなひと時はなく、身体は従順に反応していた。

「小夏は素直だね」

　こくんと頷くと、小夏はそのままソファに押し倒された。

　胸を高鳴らせる小夏のワンピースははぎとられ、すぐに下着姿にされてしまう。膨らみが悠馬の手で覆われると、そのままむにむにと揉まれ、思わず甘い声が漏れた。

「あっ」

「小夏、この部屋は嫌だったね」

「でも、引っ越しまで待てない」

「じゃあ、もう少し我慢できるね？」

「いくらでも」

　甘えて言うと、悠馬はブラをずらして先端を捏ねだした。

「あっああぁ！」

「今日は敏感だね。さっきのことがあるから、余計かな」

　右胸の先端がぐにぐにと圧し潰されて、左胸はやわやわと揉まれた。

　身体がひくつき、小夏は蜜をとろとろに溢れさせて下着を汚していく。

　ブラを剥ぎ取られて思い切り揉まれると、小夏は息を弾ませて何度も喘いだ。

「あっあぁあ！　何度もやぁっ」

「そんなに嫌だったかな？」

　ちゅっと吸いつかれて、小夏は一気に頂きを昇る。すぐに絶頂に達してしまうなんておかしいと、小夏も戸惑ってしまう。

　まるで身体中に媚薬を塗られているようにちりちりして、頭がくらくらする。

（結婚なんて言われて……意識しちゃ……う）

　とくとくといつもより心臓を鳴らしながら、彼が先端に吸いついている様子を眺めていると、小夏は愛おしく思えてきた。

　思いがけず始まった身体の関係は、いつの間にか離れられない密接で深いものになっている。

　悠馬はその中で、小夏を最愛の人として選んでくれたのだ。

「もっと……いっぱい……」

　訴えるように言うと悠馬は上目で見てきた。

「これだと足りない？」

「足りない……足りない……よ」

　本当は気が遠くなりそうなほどの快感に震えていた。子宮が疼いて腹の奥がじんじんしている。けれど、もっとめちゃくちゃにしてほしいと思うのだ。

「小夏はいつもそうだね」

　先端を甘噛みされると、小夏は仰け反った。

「ふあぁあっ！」

「痛くしてもいいかな？」

「だ、だめぇ……」

「でも、俺も我慢できなくなってる……こんなに尖らせて欲しがってるんだから」

　軽く噛まれると、小夏は「ひんっ」と声を上げた。

「痛い？」

「痛いのに……気持ち……いい……」

　頬を染めながら告げると、悠馬は満足そうな笑みを見せる。

　さらに反対の先端も甘噛みされ、小夏は仰け反り喜んだ。

「足りないね。小夏。全然だろう？」

「なんで……分かるの？」

　息を弾ませながら問いかける。実際、全然足りなくて、もどかしくてたまらない。

　貫かれたい衝動もあるが、それではすぐに終わってしまう。

　小夏は頭がおかしくなるくらいめちゃくちゃにされたくてたまらない衝動に襲われていた。

「まってて」

　すっと身体が離れて、悠馬は寝室に向かっていく。

　何だろうと身体を起こして見つめていると、悠馬は何かを手にして戻ってきた。

　またおもちゃかと思う。さすがにそれだけで事足りる状況ではない。

　小夏は今までで一番鋭敏に感じていて、一番貪欲に欲しているのだから。

「これ、挿入したままにしておこうか」

　見せられた小夏は、一瞬言葉を失った。

　悠馬の手には新品の水色のディルドバイブレーションがあり、思わず生唾を呑む。

「こ、れ？」

「そう。とりあえず、寝そべって」

　言われるがままにソファに寝そべると、下着を引き下ろされた。そして、指先で蜜が溢れていることを確認されると、そのままバイブをゆっくりと蜜口に突き入れられた。

「んあっ！　あっああっ」

「小夏、足りないんだろう？」

　問う声をきっかけに振動が始まり、バイブが機械音とともに動きだす。膣内をぐりぐりとかき混ぜつつ、膣の奥に侵入してくる。

「あっあっ！」

　小夏はそれでも物足りないとは言えなかった。今日はおかしいと思いつつ、悠馬の顔を見つめると、彼は楽しげに小夏の口を塞ぐようにキスを落とす。

「んぅ……んっ」

　腹の中のバイブが蠢き、以前のローターとは全然違う快感に頭の中は蕩けきった。

　けれど、腰をひくつかせて喜んでしまう。内壁もバイブに絡んで、締め上げているようだ。

　小夏が切ない声を上げていると、悠馬がそろりと媚肉を押し広げた。

　いきなりのことで驚いて、目を剥くとそのまま蜜玉を転がされる。

「あっあっ……ああぁあ！」

「どうかな。小夏の欲しいもの全部だ」

　じゅぷじゅぷと音がして、バイブが膣内を犯している。

　同時に最愛の人の指先が秘玉を転がして弄び、快感すべてを呼び覚まされているようで、頭がどうにかなりそうだった。

「い……くぅ」

　その刹那、小夏は小刻みに震えて果てた。

　けれど、指先の動きが止まることもバイブが引き抜かれることもない。

　そのまま続けるので、また絶頂に昇りつめてしまう。

「やぁっ……またぁ！　ゆうまぁっ！」

「小夏の欲しいものだ。まだまだ足りないんだろう？」

　小夏はようやく首を振って否定した。

　永遠に続きそうで、潤んだ瞳で悠馬が欲しいと訴えるが、彼は知らん顔で秘玉を転がして弄び、秘丘に滑るままに触れてくる。

　そして、反対の手はそろそろと膨らみに触れてきて、先端を捏ねまわした。

　小夏の弱いところすべてを蹂躙され、もはや意識を手放しそうだ。

「あっああっ！」

　もう一度果てるが、バイブの振動で強制的に現実に引き戻される。

　小夏は愉悦の笑みを浮かべて恍惚とした。

　こんな蕩けた時間と快楽なんて知らなかったし、教えてくれる人が現れるとは思わなかった。

　小夏の身体を知り尽くして、ここまでしてくれると思うと幸せに満ちてしまう。

「もっと……もっとして……」

　うわ言のように小夏は言う。

　もはや何度も果てて身体の感覚が鈍くなり、鋭い快感しか感じなくなっている。

　けれど、そのせいで余計に悠馬を求めてしまい、たまらなく欲してしまう。

　膨らみを思い切り鷲掴みにされて、先端を圧し潰されても小夏は悦んだ。

「小夏、蜜が溢れて垂れてる……。ソファが汚れたね。こういうのってふたりだけの記念じゃないか？」

「あっあっ……そんなこと……ない……でしょう」

　くすっと笑って見せると、悠馬はバイブの振動を最大にする。

「あっあああ！」

「悦んだ身体がソファに痕を残してる。記念だね？」

「……はぁはぁ……そうね」

　蕩けながら言うと、小夏はいつの間にか悠馬が支配的になっていることに気付いた。

　こんな風だったかなと思うものの、彼ならば良いと笑みを零す。

　もう一度果てると、もはや膣内は力尽きてひくついているだけになっていた。

「あっあっ……」

「今度は、本物がいいって顔だね」

　とろんとしながらバイブが引き抜かれるのを見つめていると、小夏は自身の身体がどんな反応をするのか分からなくてぞくりとした。

　もはや普通ではいられない。

　スラックスをくつろげて悠馬が男根を引き抜くと、小夏の蜜口にあてがった。

　そしてゆっくりと貫く動作に、小夏は新たな快感を受けて仰け反り、ソファから落ちそうになった。すぐに支えてくれる悠馬に体位を変えられる小夏は、ソファの背に手をついて四つん這いのような恰好にさせられると、そのまま突き上げられる。

「ああぁ！」

「締まるね。あんなにめちゃくちゃにしたのに」

「悠馬を感じたら、また……感じて……。頭が変になってる……みたいで」

「変じゃないよ。正常だから、こんなに敏感なんだ。奥がひくついて悦んでる」

「あっ！」

　突き上げられると、最奥を刺激されてたまらない。

　もう一度体位を変え、小夏はソファの上に座る悠馬の上に跨った。

　自ら突き入れると、先ほどよりずっと深い部分を貫かれる。

　声も出ないまま、小夏は自ら腰を振りたくり、さらなる興奮を煽った。

　悠馬の指先に胸を鷲掴みにされたり、先端を思い切り摘ままれたりして、また絶頂を迎える。

「あっあぁあ！」

「何度もイクね……今日はどうかした？」

「身体が……触れられるだけでも、感じて」

「何かしたかな、俺」

「分からない、けど」

　体内で脈打つ猛りを感じながら、小夏は必要以上に反応していることが不思議だった。

　しかも、果てても果てても止まらず求めてしまう。

　まるで動物のようで、永遠に悠馬を欲してしまいそうだ。

　最奥をずんずんと貫かれて、子宮を思い切り揺さぶるような刺激にまた頭がとろとろになる。

　小夏は息を乱れさせている、悠馬の指先が秘玉を転がした。

「やぁっ！　また、イクぅ！」

　その刹那、小夏は頭を真っ白くさせてもう一度果ててしまう。

　息を切らせていると、繋がったままで果てたことに気付き、さらに目の前で悠馬がそれを見ていたことに思い至って恥ずかしさが増した。

　頬を染めてたまらずに顔を逸らすと、悠馬がそろりと頬を撫でてくる。

「いやらしい顔してイクね」

「い、言わないでっ」

「そんな顔を見たのは俺だけ？」

　そう言われて、小夏はうんうんと頷く。

　こんなことは悠馬しか知らないことだ。そして、絶頂を迎えても尚、身体が欲するほど欲望に塗まみれてしまうのも、彼が相手だからだろう。

「もっと、奥がいいの」

「仕方ないね」

　その途端に奥を思い切り突き上げられて、小夏はたわわな胸を揺らした。

　はあはあと息を乱れさせながら、自らも胸を揉みしだく。

　内壁がずりずりと擦られていくうちに、小夏はもう一度頂きを昇り始めた。

　すると悠馬も切なげに小夏を呼び出した。

「好きだ、小夏……小夏……」

「私も好き、悠馬……ゆうまぁ……」

　だらしなく甘えた声を出していると、最奥を何度もリズミカルに突き上げられた。

　もはや互いに話すことも不可能で、小夏はぎゅっと悠馬の頭に抱き着いた。

「小夏っ」
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「悠馬っ！」

　その刹那、悠馬の精がたっぷりと注がれ、体内ではどくどくと猛りが脈打つ。

「ご、ごめん。余裕なかった」

　悠馬が慌てて猛りを引き抜き、精を拭いだした。

　小夏はもっとしてほしいという本音を言えずに、自らも後始末をすべきかとぼんやりする。

　すると、悠馬が小夏をもう一度ソファに押し倒した。

「まだまだって顔だね」

「だって……」

「どういうことか意味が分かるかな、小夏」

　それは、と小夏は言い淀んだ。

　避妊なしのセックスがどういう意味か分からないほど、子供じゃない。

　結婚しようと言われて、小夏は急にひとつ理性が吹き飛んだみたいだった。

　不思議なもので、それは男性より貪欲みたいだ。

「おかしい？」

「教えたのは俺だから、責任取らないとな」

　言われてほっとして、小夏は自ら悠馬に口づけた。

　甘ったるい時間はまだまだ続きそうで小夏は笑みを零す。

　ソファに寝かされると、悠馬がするりと秘丘を撫でた。すると、すぐにじゅわっと蜜が溢れる。

「あっ……」

「もうとろとろだ。少し弄ろう」

「だ、だめ」

「悦んでるくせに」

　ぐじゅっと指が入ると、めちゃくちゃにかき混ぜられて小夏は腰を揺らして悦んでしまう。

　悠馬の指は蜜に塗れ、また蜜が滴り落ちてソファが汚れていく。

　けれど止められるはずもなかった。ふたりが選んだソファが、じっくりとふたりだけの色に染まる。いけない色に染められて、他の女性を近寄らせないようにしていく。

　うっとりして、小夏はほぉっとため息を吐いた。

「余裕があるなら、もっと指を増やすよ」

　すぐに指が三本に増やされて、小夏は喘いだ。

　リビングには甲高い声が何度も何度も響いて小夏は何度も果てた。

　それでも許さないとばかりにいくらでもイカされて、頭がおかしくなりそうだ。

　リビングから浴室に移動したりして、身体の隅々まで丁寧に愛してくれる。

　小夏は満足して、その晩は眠りについた。






　エピローグ






　新しいマンションは悠馬が決めた高層階のマンションで、小夏がひとつずつ悠馬の持ち物を点検しながら引っ越し作業を済ませた。

　せっかく心機一転するというのに、元カノの陰を感じたくないのだ。

　それに、悠馬がモテるのは知っているので、小夏は彼とお揃いのフレグランスを身体にふりかけていた。そのおかげで、カフェでは付き合っていることが発覚し、客も『あれ？』という表情を見せてくる。

　見せつけているようだと山木は言った。けれど、客の中には美人もいるし、悠馬にいきなりプレゼントを渡すような強者だって現れている。

　だから、そろそろ彼女だとアピールすべきだと思ってのことだった。

　山木は呆れたが、フレグランスをまとう程度のことだ。悠馬のことをわざとらしく名前で呼んだこともないし、ボディータッチもしていない。

　ただ、同じ香水をつけているだけ。

（確かに嫌味かもしれない。けど、悠馬は私だけの悠馬なの）

　カフェで働きながら、小夏はその日もじろりと客に睨まれたが、しれっとした態度で応じた。

　やはり悠馬目当ての客にとって小夏は煩わしいらしい。

　テキパキと注文を取って厨房にオーダーを通したりしていると、突然吐き気に襲われた。

　思わずトイレに駆け込むと、小夏は嘔吐する。

（う……そ）

　信じられないと思いつつも、自分たちのしてきたことに思い当たることがあり過ぎて、苦笑いが浮かんだ。

　婚約指輪ももらっているし、カフェでは早々と結婚のお祝いもしてもらった。

　だから問題はないのだが、やはりうろたえてしまう。

　口をティッシュで拭いながらも、むかむかしてたまらない。

　よろめきながら悠馬の元へ向かうと、心配そうに顔を覗かれた。

「顔色悪いぞ」

「あの、ここじゃ言えない」

「え？」

「今日、先に帰っても平気かな」

　小夏は気持ち悪くて弱音を吐いた。体力勝負の仕事だし、甘い匂いの中で、このムカつきはたまらなかった。それに、何度もトイレに駆け込むようでは客の印象もよくないだろう。

　悠馬は異変に気付いて、辺りを見回した。

　そして小夏を厨房に連れていくと、顔をもう一度覗かれた。

「もしかして……さ」

「そう、みたいで。まだ、分からないけど」

　悠馬が一瞬表情を硬くした。まだ両親に会ったのは一度きりで、悠馬のことは同僚としか伝えていない。ホテルを多数経営する社長と言ったら驚くだろうからと、もう少し時間をかけようと作戦を立てていた。

　けれど、悠馬とふたりきりの時間はあまりに濃密過ぎて、その作戦よりフライングしてしまったみたいだ。

「どうしよ」

　おどおどと小夏が言うと、悠馬はすぐに辺りを見回した。二宮社長の出勤予定はなく、責任者は悠馬だ。すると、すぐにスマホを取り出して二宮社長に電話をし始める。

　そろそろホールに戻らないといけないと目で合図すると、悠馬は頷いた。

「それより大事なことだろう」

　言われて、胸がきゅんとしてしまう。

　抱き合っている時はもちろん、悠馬はいつも頼りになるのだ。

「二宮社長ですか。お忙しいところすみません。小夏の具合が悪くて、病院に連れていきたいんですけど……。ええ、まあ」

（二宮社長もそれだけ言えば、分かる人よね）

　恥ずかしくてたまらないが、小夏は隠すわけにもいかないと俯いた。

　厨房にいるコックが耳をそばだてているのが分かるし、一気に噂は広まるだろうとうなだれてしまう。

　悠馬は二宮社長に説明すると、すぐにタクシーを呼んで小夏に着替えるように言った。

「ホールは俺に任せて、気を付けて行ってくるといい。とりあえず、今後のこともあるから、今日は俺が二宮社長と会って話す」

「うん。分かった」

　小夏はおずおずと言うと、そのままロッカールームへ行って着替えた。

　黒いスカートに白いシャツという組み合わせは、悠馬が選んでくれたものだ。可愛いくて、ついつい何度も着てしまう。

　そのままタクシーを待っていると、小夏はまた吐き気に襲われてハンカチで口を覆った。

　苦しくてたまらないでいるとタクシーが到着して、心配そうに運転手が見てくる。

「すみません。近くの産婦人科まで」

「大丈夫ですか？」

「はい……」

　気持ち悪くてたまらず、小夏はむせそうになる。タクシーの臭いでまた吐きそうだ。

　なんとか病院まで我慢し、到着すると駆け込むように受付に相談した。

　すると冷静な顔で処置室に案内されて、横になるように言われる。

　寝ていると少し楽だが、ひとりでいる不安が大きい。

　しばらく初診の手続きを済ませて、待合室で待ってから医者に呼ばれて検査が始まる。

　初めての診察台に慣れずに恐怖しつつ、足が椅子によって強引に広げられて、ふたたび恐怖が走る。

　カーテンの向こうには知らない医師がいて、もしかしたら酷いことをし始めるのではないかと不安がよぎった。もはや生きた心地がしない。

（拷問……拷問……だわ）

「妊娠ですね」

　その行為とは裏腹に、医師の温かい声が聞こえてきて、小夏の幸せは絶頂期を迎えた。悠馬と出会う前は妊娠なんて想像すらしなかったことだ。セックスが怖くて痛かった記憶しかなく、その先にある幸せなんて望むことすら出来なかったのだ。

　あの日、もしも悠馬に勇気を振り絞って声をかけなかったら、こんな幸せはまだまだ先か、もしくはずっと来なかったかもしれない。

　そう思うと余計にこみ上げてくるものがある。

「本当ですか？」

「ええ。見てみます？」

　その瞬間、小夏は幸せに満ちて泣きそうになった。

　見せられた画像には卵のようなものが映っている。

　よくわからないが、これがこれから赤ちゃんになるのだろう。

「二週間後に来てください」

「はい……」

　胸いっぱいの幸せを抱きながら、診察が終わると小夏は現実に引き戻された。診察台にも慣れないし、ムカつきの対処法も知らない。

　偶然来たこの産婦人科に通院していいか分からないから、悠馬にも相談しないといけないだろう。

　診察室を後にすると、小夏は待合室で肩を落とし、スマホを手にした。

　そして、悠馬に妊娠したことを告げる。

『おめでとう。嬉しいよ。迎えに行きたいけど、二宮社長と話さないと』

『分かった。帰りもタクシーで帰るね』

　妊娠だと告げられて、いつも以上に慎重になっている自分がいる。

　支払いをすませてマンションに帰ると、小夏はぐったりしてソファに寝そべっていた。

　何度も愛し合ったソファ、そして寝室に浴室。

　ベランダだって何度かしたし、小夏の欲望を叶えるために悠馬はいくらでも満たしてくれていた。結婚しようと言われたその日から、身体の関係はより深くなったから、今回の妊娠に、特別驚くことはない。

　ただ、タイミングはまだ早いなと思った。

「両親にどこから話そう。仕事も出来そうにないよ」

　ぼやきつつ、激しい眠気に襲われて瞼を閉じると眠りに落ちてしまう。

　見せられたあの卵のようなものが赤ちゃんかと思うと不思議で、小夏は家族が五人もいる夢を見ていた。

　どきりとしたが、幸せだった。





　◇◇◇






「ただいま。小夏」

「おかえりなさい。悠馬」

　時計を見れば夜の八時だった。すっかり夕食を作り忘れている。

　お腹はあまり空いてないし、気持ち悪くなると思うと食べたくなかった。

　小夏がよろめきながら悠馬を出迎えると、すぐに抱きしめられた。

「おめでとう。男の子か女の子か分かる？」

「まだわからないわ」

　苦笑すると、横抱きにされてベッドに寝かされる。

　驚いていると、小夏の横で悠馬がそっと口づけてきた。

　そういえば、とそっと押し返すと悠馬はさみしそうな顔を見せてくる。

「だめだった？」

「わからないけど」

「あ、あのさ」

　悠馬は恥ずかしそうに、スマホを見せてくる。

　なんだろうと覗くとそこにはチャペルが映っていた。

「妊娠が先だったけど、ここで式を挙げないか？」

「でも、気持ち悪い」

「落ち着いたら。それから、二宮社長と話したんだけど、小夏の妊娠もあるし、俺の仕事もそろそろ本業に力を入れたい頃だから、ふたりで辞めたらどうかって言われた」

「えっ！　クビ？」

　小夏は息を呑んだ。

　まさかあの二宮社長がそんな判断をするとは思わず、胸が苦しくなる。もう少し働けるかもしれないし、裏方なら出来たかもしれないのだ。

　とはいえ、悠馬の事情もあるから、クビというのは大げさかもしれない。

「クビじゃないよ。まず、小夏の身体が心配だから、落ちつくまで専業主婦にでもなれば？　って。身体に何かあったら大変だろうし、俺の奥さんなら働く必要はないだろって言われた。それは俺も同感だ」

　悠馬も同意見なら仕方ないと思うが、申し訳なくてたまらない。

「そして、俺の方だけど。そろそろホテルの着工になるから、本格的に事業者と話し合いや打ち合わせをしなきゃいけないし、実を言うと、ホテルの計画が遅れてるから、そちらに力を入れたいんだ。どうかな」

「問題ないわ」

　小夏はにこりと微笑んで答えた。

　悠馬が考えるとなんでもいい方向にまとまるし、二宮社長も考えてくれたなら尚更だ。

　ただし、ひとつだけ問題がある。悠馬も得意かどうか分からない。

「お互いの両親に挨拶しないと」

「ああ。そういえば、俺のことちゃんと話してなかったね。困ったなあ。とりあえず、名刺を見せれば信じてくれるかな」

「そういう問題もあるけど、不釣り合いじゃないかって思うかもしれないし、驚くかもしれないから、ありのままを伝えてほしいの」

　小夏はホテルの下見で社長という肩書を捨てて、自らカフェで働いた方がいいと考えた悠馬の人間性を知ってほしかった。

　そうすれば、両親も満足だろう。

　けれど悠馬は首を傾げる。

「え、ありのままって。ふたりが付き合う経緯まで？　セフレみたいな関係からってこと？　やばいだろ」

「それはなしっ！　私から告白してって適当に言うから」

　小夏が言うと、悠馬が苦笑した。

「俺が告白したって方がいいだろ」

「私っ」

「俺」

　ふたりで笑い合うと、小夏の上に悠馬が覆いかぶさる。

　小夏は胸を高鳴らせながらそっと抱きしめた。しばらくはセックス禁止だろうが、こうして体温を感じるだけでも深い繋がりを感じて心地よい。

　幸せの吐息を吐きだすと、悠馬がぼやいた。

「そういう声出すな。俺は一年近く我慢しないといけないんだ」

「わ、わたしだって」

　言われるなり唇を塞がれて、小夏はしばらくキスに陶酔する。

　とろける時間がまだ続きそうなことに安堵しつつ、悠馬のことを妻として支えないといけないと思うと、小夏は期待よりも不安が大きい。

　キスが終わると、小夏は悠馬に言った。

「私で本当にいい？」

「小夏がいい。今さら訊くなよ」

　甘く言われて、小夏は優しく微笑んだ。

　寝室には、いつか渡したフレグランスが買い替えられて置かれている。

　その香りがして、小夏は幸せに包まれて息を吸った。

　悠馬の匂いと自分の選んだフレグランスが混じる。甘ったるい香りがして心地よくてたまらない。そして初めての快感を教えてくれた彼が愛おしく、小夏はうっとりともう一度キスをせがんでいた。





了　　　　　　







あとがき




　この度は『ふたりのいけない香り～開発中の私の体は淫らに疼く～』を手にして最後まで読んでいただき、ありがとうございます。

　今回のお話はヒロインの小夏の愛が重くて、しかも関係を続ける為に自らの性欲処理に好きな人を指定という設定でしたが大丈夫したでしょうか。大阪ともども、小夏の言葉や行動に引いた部分もあったら、この作品を楽しめて頂けているのではないかと思います。

　全力で重いか、徐々に重くなってくるのかで悩みましたが、やはりここは全力で重い女になってもらおうと思いました。過去のセックスの恐怖を克服したせいで執着、依存して、より一層、重くなったということになりました。

　大阪は男なのですが、その辺はルーズになりきれず、小夏と何度も距離を取ろうとする真面目な面があります。個人的には私の作品の中でもかなり真面目じゃないかと。

　大阪の理性が吹き飛んでエッチするシーンはノリノリでした。やっぱり彼は普段はどんな状況でも理性を最大限に働かせているので、小夏と強引にホールでエッチは個人的に好きなシーンです。

　そしてハンカチと一緒のプレゼントはルームフレグランスにしたんですけど。これは、ほんのりとした相手への支配欲というか、お揃いで悦に浸りつつ、大阪の部屋と自分の部屋を同じ匂いにさせたい欲といいますか。

　やっぱり小夏の愛は重いなっていう小道具ですね。語るに落ちるになってないといいな。

　今回、何度もお世話になっている龍りゅう 胡こ伯はく先生のラフがすでに手元にあるのですが。

　ラフのクオリティがラフじゃない！　というものでして。

　もちろん、これを買って頂いた方は挿絵含め完成版を見ているわけですが、その点でも物凄くお楽しみ頂ける作品だったのではないかと思います！

　今回もお世話になった編集さま、イラストの龍 胡伯先生、関係各社さま、そして読者の皆様。いつもありがとうございます！　またどこかでお会いできる日まで。




二〇二〇年八月吉日


如月一花








トパーズノベルス

同時配信二〇二〇年八月二八日配信予定
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禁断の園に堕ちた花嫁


【書下ろし・イラスト五枚入り】







　著作：御上ユノ

　イラスト：御上ユノ

　本文イラスト：真神れい







　「イケナイ嫁だね。でも僕も、イケナイ舅か……」







　　結婚式を控えた綾香は、相手である啓二の母親・艶子が再婚した相手・義父の玲司と出会う。禁断の扉に手をかけてしまい、謎めいて甘い義父のてほどきに、身体を許してしまう綾香は……？








トパーズノベルス

近日配信二〇二〇年九月二五日配信予定







身代わり公女は人嫌い陛下に愛を捧ぐ（仮）


【書下ろし・イラスト十枚入り】




　著作：沙布らぶ　　イラスト：南香かをり







　「乱れていい。私の前で自分を偽るのだけは許さないよ」




　　　天涯孤独のアリアは公女に仕えている。だが、公女の妊娠が発覚して大国との結婚が破談の危機に。公女・セレニアのために身分を偽り大国・エーデルシュタインに嫁いだアリアだったが、そこでは人間不信の国王・マインツが彼女を待っていて……。








宮廷占術師と純真乙女の恋色魔法


【書下ろし・イラスト五枚入り】




　著作：氷室夏夜子　　イラスト：龍　胡伯







　「ああ……すごい。私の花嫁は可愛らしくて、いやらしい……大好きです」




　　　貧乏侯爵令嬢ロゼは占いで家計をまかなっていた。そんなおり、姉ビオラのお供で王宮を訪ねることになる。そこで、政治をも動かす宮廷占星術師ルークと出会い、勢い余って師弟関係を申し出て、あっさりと許可されてしまうが……？







トパーズノベルス
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